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られる。また、1 例を挙げると、Thúng、Thưngと Thùng はそれぞれ別々の単位である
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 本論の地域的多様性の考察が、トンキン、アンナン、コーチシナの 3 区分、あるい
はそれぞれの地域内の特徴にとどまらず、行政区画を超えての共通文化圏の検討（第 2








のみの考察となるが、トンキン内各省別（第 3 章および第 4 章）、あるいは特定の省内











南アジアの度量衡』全 2 巻が刊行された[Le Roux, Sellato et Ivanoff 2004; 2008]。これは
東南アジア地域における度量衡の研究が進んでいないことを受けて進められたプロジ















































以上が、近年『東南アジアの度量衡』[Le Roux, Sellato et Ivanoff 2004; 2008]の中で発
表されたベトナムの度量衡に関する論文である。 
その他、ベトナム語で発表されている度量衡に関する独立した研究として、グエ





































は、同博物館に収蔵されている阮朝の容積計量器、斛、方、斗、鉢の計 4 種 12 個の形
状が写真付きで紹介されており、当時実際に用いられていた計量器の理解の一助とな
るものである[   nh Thị    h Nhàn 2007: 112-117]。その中で主に『大南会典事例』（以
                                                          
3
 ベトナム国家第一文書館（以下、TTLTQGI）、トンキン理事長官府コレクション( on        
   i  n       ri  r     Ton in、以下 RST)、No. 71315,  rr         ir    ir       o   rn  r 
g n r   1886-1937. 
4
 この調査結果をまとめた表は、TTQGI，RST，No     2      n ion    Ton in       r glementation 

















したものが 2本ある[土屋ほか 1995][富樫ほか 1997]。フエ王宮の紫禁城、闕台、皇城、
興廟、肇廟を実測調査し、一尺おおよそ 4 メートルという結果が得られた。しかし、
皇城では東西囲繞壁では一尺 3.76 メートル、南北囲繞壁では 4.11 メートル、4.13 メー
トルとなり、南北と東西方向で大きく異なる値を示すこと、範したといわれる同時代
の中国清朝の尺度 3.2 メートルとも差が見られることを指摘している[土屋ほか 1995: 
531]。 
第 2 に、現地で使用されているものさしの分類整理が行われている論文が 3 本ある
[中沢ほか 1996][小榑ほか 1999][清末ほか 2002]。中沢ほか[1996]では、フエ宮廷
                                                          
5
 フィン・テイ・ビック・ニャンは、レ・ティ・バオ・ヴァンと共著で「明命帝期におけるふた
つの計量器について」[   nh Thị    h Nhàn và Lê Thị B o Vân 2003]という論文も発表しているが、
これはフエ宮廷古物博物館における銅製度量衡用具」[   nh Thị    h Nhàn 2007]で取り上げられ





朝王宮の復原的研究」その 1 から 153 として公開されている。これら一連の研究は、以下の文部
科学省科学研究費補助金を基盤として進められている。・文部省科学研究費・国際学術研究 平
成 5～7 年度「アジアの歴史的建造物の修復・保存方法に関する基礎的研究。 －南アジアと東南
アジアの比較を通して－」研究代表者・中川武（早稲田大学教授）・文部省科学研究費・国際学










古物博物館7所蔵の尺 3 種、ハノイ歴史博物館所蔵尺 1 種および 6 名の個人が所蔵する
尺それぞれ 1 種を、小榑ほか[1999]と清末ほか[2002]では、フエ宮廷古物博物館所蔵尺









ック・ヴォン( hước vuông、L字型尺、短い垂直を出す)、トゥオック・ター( hước ta、T
字型尺、柱などの曲面に垂線を引く)を挙げている。「ものさしについて II」[中沢ほか 
2000]では、大工が柱に仕口、継手などの接合部を刻む際に必要な間竿(トゥオック・




















この博物館の名称が「フエ宮廷美術博物館(  o  àng M   h      ng đ nh   ế)」から 2007 年に「フ












ン・ディン・ダウの研究[Ng  ễn Đinh Đ   1978a: 1978b]が、これまでにおいて最も代
表的な研究といえる。次に 1919 年以降のトンキンでの度量衡に関する状況を一次史料
を用いて分析したヴー・ティ・ミン・フゥォン[Vũ Thị Minh  ương 2002b]と、長さに
関してのファン・タン・ハイの研究[ h n Th nh   i 200 a]が最も詳細なものであろ
う。 
上記 3 つの研究を除くと、①文化人類学的手法による少数民族の度量衡研究[Maurice 
2008] [Vargyas 2008] 、②博物館収蔵の特定の計量器の観察・報告[   nh Thị    h Nhàn 
2007] 、③度量衡全体の概要・略史紹介[Nguyễn Tùng 2008] [Ng  ễn     et Dorais 2008] 























度量衡統一とその実態」[Sekimoto 2010]として発表した（本論では、第 3 章第 5 節、第
4 章第 3 節として発展させる）。 
 また、「植民地期北部ベトナムの度量衡統一議論とその背景」[関本 2013]では、度
























有効性を以下第 3項、第 4項で検討するのに先立ち、本項では簡単に概要を整理する。 
17、18 世紀の度量衡については、ドゥルスタルによって長さと容積単位についての
研究がある[Deloustal 1910: 42-43]。グエン・タイン・ニャーやダン・フォン・ギーもそ
れぞれ 17、18 世紀の度量衡制度を考察、紹介しているが [Nguyen Thanh Nha 1970: 
155-157] [Đ ng  hương Nghi 1969: 104-105]、両者とも典拠が示されておらず、また漢籍
史料の原文にもあたっていない。内容についても、植民地期の制度と混同して書かれ
ている可能性が高い[関本 2010: 16]。 
14 
 
阮朝に関してドォ・バンが『阮朝におけるベトナム経済商業』[Đ    ng 1997: 16-21]
で、植民地期については、トンキンは『トンキンの多様性』[Souvignet 1903: 443-455]、
アンナンはパスキエ[Pasquier 1930: 264-269]が、コーチシナはシュライナー[Schreiner 
1901: 240-255]が、それぞれ度量衡制度に関して考察を行なっている。また、『ベトナ
ム古伝文化事典』には、阮朝と年代不明の 2 種類の度量衡制度が紹介されている[    




が[   Th nh  h i 1955: 531-533, 1981: 403-404]、この表は容積、重量単位に限っては、
『トンキンの多様性』あるいはインドシナ官製総年報から引用していると考えられる
8。 















インドシナ人との間の交易でのみ用いられているに過ぎなかった[Ng  ễn     Ti n 
1934: 335]。また、度量衡制度の選択をめぐって、民間では旧式度量衡制度を用いるか、
新制度を用いるかについて、国家は選択の自由を与えており強制はしていなかった
[Ng  ễn     Ti n 1934: 335]。それゆえに、植民地政府による度量衡制度が一般的に普
及していなかったためだと考えられる。また、度量衡法などを明らかにするため、政
府刊行物、官報などが、研究史上参照されてこなかったこともうかがえる。 
                                                          
8
 『トンキンの多様性』とインドシナ官製総年報のなかで、同一の度量衡制度の紹介がみられる






る[関本 2010: 12（表 3）]。この升については、北部のア(a)音は南部ではウ(ư)音にな




ベトナム語音はウィェン(   n)であるが、『会典』の翻訳書ではダウ(đấ 、斗)と訳され
ている9。1 ウィェン=1 ダウ(đấ )=約 1L[Henry 1932: 14][Souvignet 1903: 454]であるため、
相当量では同一であるが、盌と斗は別の単位名であるため、訳し分ける必要がある。
また、盌の俗字は碗であるためか、盌をバット(b  、 鉢)と訳しているものもあるが、








のリーブルをベトナム語翻訳書ではリウ(   )と訳しており、1 リウは 0.5 キロであり 0.5
カン(cân)と注をつけている[Rhodes 1651/1994: 34/214]。一方でグエン・トゥア・ヒーは
著書『17、18、19 世紀におけるハノイ経済史』の中で同部分を引用しており、リーブ
ルを直接カンと訳した上で、1 カン=約 0.6kg としている[Nguyen Thua Hy 2002: 82]。つ
まり、翻訳書では 1 リーブル=0.5 カンとなるが、ヒーでは 1 リーブル=1 カンとなるの
である。 
また、同時代においても、1 メートルはトゥォック（尺）の 2.5 倍の長さにあたるに
もかかわらず、多く文筆家や新聞などの記者は、トゥォック・タイ（西洋尺）つまりメ
ートルと、トゥォック・クウ（旧尺）の違いを判別せず、ただトゥォックと書くにとど
まっていることから、読者は実際の長さを判断できない[Ng  ễn     Ti n 1934: 335]。 
トゥォック・クウ（旧尺）も文献によってトゥォック・タ( hướ    、我々の尺)[ ương 
 inh      2002: 236]、トゥォック・アンナン( hướ   n N  、アンナン尺)[   T ấn 
Dung 2003: 48]など、様々な呼び名が用いられている。 
                                                          
9  h   định đ i n   h i đi n  ự    大南会典事例], Tr n       n  à nh ng ngư i  h    ị h,      , 















































① 商業統計(Statistique commercial) 
この商業統計は、別名公設市場価格表(Mercurial)とも示され、各省の物価を月別で把
握できる統計である10。それぞれの品目ごとに、単位名、一単位の相当量（メートル法






















                                                          
10
 これらの商業統計は、TTLTQGI、インドシナ総督府コレクション( on      go   rn  n  g n r   
    ’In o hin 、以下 GGI)、RST、トンキン農業省コレクション( on          ir   ion     ’ gri     r  
du Tonkin、以下 DAT)の 3 つのコレクションの中に所蔵されている。現在までに収集した商業統
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 TTLTQGI，RST，No     2      n ion    Ton in       r glementation des poids et mesures en 
application en Cochinchin et au Cambodge 1899-1937. No. 71315,  rr         ir    ir       o   rn  r 
g n r   1886-1937. No.71315-02, Application au Tonkin e   n In o hin                ri     r n  i  
1901. No.71315-03,     i   ion               ri     r n  i    n In oo hin      -1934. 
12
 TTLTQGI，RST, No.71315-01,  rr         ir    ir       o   rn  r g n r        or       h        
province 1886-1937. No.     -02      i   ion    Ton in     n In o hin                ri     r n  i  






第 3 節 本論の構成 































































1921、1927 年）13に着目し、第 2 節―第 5 節で整理する。その結果を受け、第 6 節では
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第 4 節 対象地域の概要 







 次に、第 2 章以下トンキン、アンナン、コーチシナにおいて省別に分析を行うため、
その省編成について(3)「トンキン、アンナン、コーチシナの省編成」でまとめ、その
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 TTLTQGI, RST, No.71315-01, No.71315-02, No.71315-04. 
15
 TTLTQGI, RST, No.71315-02. 
16
 TTLTQGI, RST, No.71315-04. 
17

































                                                          
18
 阮朝の現地行政は、皇帝の辞令をもって官吏の位階を与えられた官吏によって構成され、理
事長官の監督の下に行われる[ジャン(Jean) 1942: 184-185] 。トンキンについては、1897 年 7 月




 ここでの内容は主に太平洋協会[1942: 48, 54-56, 60, 61]によるが、金子[1941: 108-110]、ジャン



























一級都市は純フランス領土としての位置づけを有していた[太平洋協会編 1941: 64]。 
 














齬が見られる。トンキンを例に挙げると、グエン・クアン・アン[Ng ễng    ng  n 
2003]によれば、20 世紀初頭から 1945 年の 8 月革命までの省名リストでは 27 省 2 都市
が掲載されている。各省についての面積、人口（共に 1936 年当時のもの）といった基




 Ng ễng    ng  n 200     -48]。 
 1927 年に出版された『トンキン各省地理』によると、23 省 4 都市 4 軍区(đ o    n 
b nh)24であったとされるが、具体的にいつのものであるか記述はない Đo Đinh Nghi    
Ngo Vi  i n  à  h   V n Thư   2   7]。 
 ディン･スアン･ラム他による研究では 25 省 2 都市とされており、1891 年に盗賊や抗
仏勢力の討伐、弾圧と国境付近の防衛上の観点から４つの軍区を独立した形で成立さ
せたとしており、さらに 1916 年に 5 つ目の軍区がライチャウ、ラオス付近に設けられ









見た商業統計では、～省(la province de～)、～周辺(du cercle de～)、第～軍区省
(province de ～ territoire militaire)、～都市(la ville de～)というような区分ごとに物価が
























省(province) カタカナ表記 1899 1900 1901 1902 1903-04 1905 1906 1907 1908 1910-1912 1913 1914 1915-22 1923 1924-31
 ắ  i ng バックザン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ắ   n バッカン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ắ  Ninh バックニン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
C o  ằng カオバン
C   Đơ カウドー ○
 à Đông ハードン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Hà Giang ハーザン
Hà Nam ハーナム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 à N i ハノイ ○ ○ ○ ○
  i ương ハイズオン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
  i Ninh ハイニン ○ ○
  i  hòng ハイフォン ○ ○ ○
Hòa Bình ホアビン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ưng   フンホア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ưng Y n フンイエン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Kiên An キエンアン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Lai Châu ライチャウ ○ ○ ○
  ng  ơn ランソン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Lào Cai ラオカイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
N   Định ナムディン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ninh Bình ニンビン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Phú Liên フーリエン ○ ○ ○ ○
 hù   フーロー ○ ○
 hú Thọ フート ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Phúc Yên フックイエン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
   ng Y n クアンイエン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ơn   ソンラー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ơn T  ソンタイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Thái Bình タイビン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Thái Nguyên タイグエン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Tuyên Quang トゥエンクアン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
V n  ú ヴァンブー ○ ○ ○ ○
Vĩnh Yên ヴィンイエン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Yên Bái イエンバイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
軍区
  ng  ơn ランソン ○ ○ ○ ○ ○ ○
C o  ằng カオバン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Tuyên Quang トゥエンクアン ○ ○
Yên Bái イエンバイ ○ ○
Hà Giang ハーザン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Lao Kay ラオカイ ○ ○ ○ ○ ○ ○
  i Ninh (Mông C i) ハイニン（モンカイ） ○ ○ ○ ○ ○
Lai Châu ライチャウ ○ ○ ○
都市(ville)
 à N i ハノイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
  i  hòng ハイフォン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
N   Định ナムディン ○ ○
  i ương ハイズオン ○
計
省 16 16 19 19 21 21 22 22 24 25 24 22 21 21 23
軍区 4 4 4 4 4 4 3 3 2 2 3 3 4 4 4
都市 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 4
(出所)Annuaire général de l'Indochine Française 1899: 248-331, 1900: 283, 1901: 852-1077, 1902: 438, 1903: 467,
1904: 472, 1905: 246, 1906: 335, 1907: 330, 1908: 344, 1910: 338, 1911: 348, 1912: 253, 1913: 335, 1914: 369, 1915: 164,
1916: 162, 1917: 158, 1918: 160, 1919: 163, 1920: 172, 1921: 176, 1922: 184, 1923: 191, 1924: 195, 1925: 182, 1926: 184,






地図 序―1 トンキン行政区分図 
 
   （出所）大塚[2000: 108]に拠る。 
 
表序―2 アンナンの省編成 
省名 カタカナ表記 1899 1900 1901 1902-03 1904 1905-06 1907 1908 1910-13 1914 1915-1922 1923 1924-28※
  nh Định ビンディン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
  nh Th  n ビントゥアン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Đắ   ắ ダックラック ○ ○ ○ ○ ○
Hà Tĩnh ハーティン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Haut Donnai オ・ドンナイ ○ ○ ○ ○ ○
Khánh Hòa カインホア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Kon Tum コントゥム ○ ○ ○ ○ ○ ○
Lang Bian ランビエン ○
  o   o ラオバオ ○
Ngh   n ゲアン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Phan Rang ファンラン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Phú Yên フーイエン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
   ng  inh クアンビン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
   ng N  クアンナム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
   ng Ngãi クアンガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
   ng Trị クアンチ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Thanh Hóa タインホア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○




Tourane ツーラン ○ ○ ○ ○(払い下げ) ○ ○ ○ ○ ○
Dourane ドラン ○
Đà    ダラット ○ ○
Vinh- ến Th  ヴィン-ベントゥイ
Thanh Hoa タインホア
  ế フエ
  i Nhơn クイニョン
計
省 11 13 13 14 13 16 16 14 14 12 13 15 16
都市 1 1 1 1 0 0 1(払い下げ) 0 1 1 1 2 2
※1927年は欠本のため不明。
(出所)Annuaire général de l'Indochine Française 1899: 343-367, 1900: 389, 1901: 1086-1134, 1902: 515, 1903: 540,
1904: 594, 1905: 288, 1906: 391, 1907: 401, 1908: 491, 1910: 425, 1911: 439, 1912: 442, 1913: 444, 1914: 463, 1915: 236,
1916: 234, 1917: 230, 1918: 233, 1919: 238, 1920: 247, 1921: 250, 1922: 260, 1923: 268, 1924: 274, 1925: 256, 1926: 261,




省名 カタカナ表記 1899 1900 1901 1902-06 1907-14※ 1915-23 1925-29※ 1930-31
     i  バックリエウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 à  ị バーリア ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ến Tr ベンチェー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Biên Hòa ビエンホア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
C n Thơ カントー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ch   Đ  チャウドック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Chợ  ớn チョロン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 i  Định ザーディン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Gò Công ゴーコン ○ ○ ○ ○ 区 ○ ○
Hà Tiên ハーテェン ○ ○ ○ ○ ○ 区 ○ ○
Long Xuyên ロンスエン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
M  Tho ミート ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
   h  i ラックザー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
   Đế サデック ○ ○ ○ ○ ○ 区 ○ ○
    Trăng ソックチャン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Tân An タンアン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Tây Ninh タイニン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Th      M  トゥーザウモット ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Trà Vinh チャーヴィン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Vĩnh Long ヴィンロン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Cap Saint Jacques サンジャック岬 ○ ○ ○
都市(ville)
Saigon サイゴン ○ ○ ○ ○ ○ ○
Chợ  ớn チョロン ○ ○ ○ ○ ○ ○
Cap Saint Jacques サンジャック岬 ○ ○
島 (ile) (Pénitencier)
Poulo-Condore プロ・コンドール島 ○ ○ ○ ○ ○ ○
計
省 19 21 19 20 20 17 20 21
都市 3 3 2 2 2 2
島 (ile) (Pénitencier) 1 1 1 1 1 1
※1909年および1927年は欠本のため不明。
(出所)Annuaire général de l'Indochine Française 1899: 119-140, 1900: 221, 1901: 685-805, 1902: 333, 1903: 365,
1904: 369, 1905: 184, 1906: 253, 1907: 249, 1908: 259, 1910: 259, 1911: 257, 1912: 159, 1913: 254, 1914: 276, 1915: 99,
1916: 96, 1917: 95, 1918: 99, 1919: 99, 1920: 107, 1921: 111, 1922: 117, 1923: 123, 1924: 125, 1925: 121-122, 1926: 123,
































級の山々が連なる。特にハーザンのタイコンリン山(T   Công   nh、 現在の T   Côn 
  nh I、 II)、フータカ山(Pou Ta Ka、 現在の Phu Tha Ca)、カオバンのピアヤ山(Pia Ya、
現在の  hi  Đ )、ピアウアック山(Pia Ouac、現在の  i   ắ 、 hi   ắ )、ピアビオック
山(Pia Bioc、現在の  hi   i c)などに代表される。また一つの山脈が西北から東南へ伸
びており、その両側を紅河、ダー(Đà)川が流れている。 
 東南地域は徐々に地形が低くなり、ソンタイのバビ山(Ba Vi)、ヴィンイエンのタム
ダオ山(Th   Đ o)、バックザンのイエンテ山(Y n Thế 、地図上から判断して現在の




 トンキンの河川は 2 種類に分類される。1 つは中国側の Tây Giang 川（現在の Ch  
Cheng 川）に流れ込む川、つまりキークオン(   Cùng)川とバンザン( ằng  i ng)川であ
り、もう 1 つはトンキン湾に流れ込む川、紅河とタイビン(Th    nh)川とその支流であ
る。タイビン川はファーライ( h    i)から 3 つの細流がひとつになったものである。 
 紅河は雲南に源流を発し、雲南のマンハオ(M n   o)からイエンバイまでは川幅も細
く、30 もの滝が存在するため、小型船での航行は可能であるが危険がともなう。イエ
ンバイから先は川幅も広がり、船の往来は可能である。紅河の代表的な支流はダーザ






チャイ(Ch  )川、ガム(Gâm)川という支流があり、それぞれフードアン( h  Đo n、現
在の Đo n  ùng)、トゥエンクアンでローザン川に合流する。その他、紅河へ流れ込む
川としてダイ(Đ  )川、ナムディン川、フーリー( h    )川がある。 
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 ここでの内容は Đo Đinh Nghi    Ngo Vi  i n  à  h   V n Thư   2    -6]による。 
30 
 
地図 序―3 トンキン地形図 
（出所）Bouault[1930 (vol.1): 3]に拠る（凡例日本語訳は筆者）。 
 
②アンナン27 
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地図 序―4 アンナン地形図 
 























地図 序―5 コーチシナ地形図 
 
(出所) Bouault[1930 (vol.3): 3]に拠る（凡例日本語訳は筆者）。 
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てその理解が様々に異なっていることはハイ[ h n Th nh   i 2003: 319]やダウ[Ng  ễn 

























第 1 節 インドシナにおける官製年報の中の度量衡制度 
(1) インドシナにおける官製年報の概要 
本論が対象とするのは、基本的にはインドシナ官製年報（Annuaire de l’Indochine、以
下 AI と併記）およびインドシナ官製総年報（Annuaire   n r       ’In o hin  française、
以下 AGI と併記）であるが、前継、後継の年報を含めて、年代によってタイトルと構
成が変っている。まず、その変遷と概要について整理したい。 
1865 年から仏領インドシナ連邦が成立した翌年の 1888 年まで、コーチシナ官製年報
（Annuaire de la Cochinchine française）が発行され、これがインドシナ官製年報の前身で
ある。1889 年から 1897 年までインドシナ官製年報（AI）が地域別の 2 部構成（第 1 部：
コーチシナおよびカンボジア、第 2 部：アンナンおよびトンキン）で分冊・発行されて
いる。1899 年以降 1925 年まではインドシナ官製総年報（AGI）となる。このインドシ
ナ官製総年報（AGI）は、基本的に 1905 年から行政部、商業部（あるいは商・工業部）
の 2 部構成として分冊されている。1925 年以降は、インドシナ官製行政年報（Annuaire 
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 ここで述べた官報の変遷は、実際に閲覧した資料の状況と、『フランス公文書館および図書
館におけるアジア・オセアニア歴史資料 1 公文書館』[Commission française du Guide des sources 























書館には 1911 年版が、国家第一文書館には 1878 年 から 1925 年版が、社会科学通信院
図書館には 1892 年から 1925 年版が所蔵されていた。後続のインドシナ行政年報（AAI）
については、上記のインドシナ官製総年報マイクロフィルム後半部に収録されていた
1926-1933 年版、東京大学東洋文化研究所図書室 1939-1940 年版と近年フランス国立図
書館のホームページ上で、こうした官報の一部が閲覧できるようになり、そこから










 (2) 官製年報における度量衡制度 
 本論が対象とする官製年報では、基本的に 1924 年まで各年度量衡制度の紹介が見ら
れる。それらは内容により 7 種類に分類でき、年代別にタイトルを挙げると以下のよ
うになる（7 種類の項目の全訳は巻末の付録 1 に掲載した）。 
 
① 現地度量衡覚え書き (No     r      oi         r   in ig nes.) （1887-1891 年）32 
② アンナン度量衡 (Poids et mesures Annamites)（1890-1897 年）33 
                                                          
32
 インドシナ官製年報（AI）1887 年第 2 部 p.242-244、1889 年第 1 部 p.399-401、1890 年第 2 部
p.1235-1236、1891 年第 2 部 p.207-208。1888 年は欠本、1890 年以降はタイトルが「現地度量衡( oi   




③ 現地度量衡 ( oi         r   in g n )（1893-1897 年）34 
④ 現地度量衡 ( oi         r   in g n )（1899-1901 年）35 
⑤ 度量衡 (Poids et mesures)（現地の人々の取引の中で用いられていた地方制度）
（1905-1907 年）36 
⑥ アンナン法定度量衡制度 (     m legal des poids et mesures Annamites) 
（1910-1912 年）37 
⑦ 度量衡・アンナンの制度 (Poids et mesures, Systeme Annamites)（1914-1924 年）38 
上記の分類で、①、②、③の年代が重なっているのは、インドシナ年報（AI）の 1887
年から 1897 年にかけて第 2 部（アンナン・トンキン）の中に「現地度量衡」（内容は
1892 年以前と 1893 年以降で異なるため①と③に分類されている）が掲載されているの
と平行して、1890 年から 1897 年には第 1 部（コーチシナ・カンボジア）の中で「アン
ナンの度量衡」という記事が見られるためである。第 1 部の中でも 1889 年のみ①と同
様の項目が見られた。 
つまり、①、②、③ではコーチシナとカンボジアを対象とした第 1 部では「アンナン








                                                                                                                                                                          
33
 インドシナ官製年報 1890 年第 1 部 p.37-38、1891 年第 1 部 p.38-40、1892 年第 1 部欠本、1893
年第 1 部 p.42-43、1894 年第 1 部 p.42、1895 年第 1 部 p.42、1896 年第 1 部 p.42、1897 年第 1 部
p.45。 
34
 インドシナ官製年報 1893 年第 2 部 p.LXXXIV-LXXXV、1894 年第 2 部 p.405-406、1895 年第 2
部 p.461-462、1896 年第 2 部 p.498-499、1897 年第 2 部 p.634-635。 
35




1906 年欠本、1907 年第 2 部 p.87-91。 
37
 インドシナ官製総年報（AGI）1910 年商業・工業部 p.53-57、1911 年商業・工業部 p.29-33、
1912 年商業・工業部 p.11-15。 
38
 インドシナ官製総年報（AGI）1914 年商業・工業部 p.9-12、1915 年商業・工業部欠本、
1916 年商業・工業部欠本、1917 年商業・工業部 p.8-11、1918 年商業・工業部 p.8-11、1919 年
商業・工業部 p.8-11、1920 年商業・工業部 p.8-11、1921 年商業・工業部欠本、1922 年商業・工
業部 p.8-11、1923 年商業・工業部 p.8-11、1924 年商業・工業部 p.8-11、1925 年商業・工業部掲
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「以上の 2 つの表から」と書かれているところでも、その前部分には 1 つの表しか存在
しない（補論第 1 節「(4)面積単位」及び付録 1-6、1-7 参照）。 
筆者はこのインドシナ官製総年報（AGI）の⑥、⑦の項目と全く同一の史料を『トン














項目を、1914-1924 年の 10 年間にわたって掲載を続けたことからも、積極的に度量衡
に関して情報収集、研究が行われていたとは考えにくい。 














嘉隆通宝を基準とする度量衡制度は嗣徳 25 年（1872 年）に廃止され、同時に 3 つのト
ゥオック（ hướ ）の原器が造られ、それらはアンナン政府によって保管されている、
としている。 
 フランス側の法令に関しては、④が 1897 年 7 月 2 日の総督による布告について触れ
ており、⑤では 1903 年 7 月 10 日に公布（1904 年 1 月 1 日より施行）されたインドシ
ナ全域に適用される度量衡の全文を掲載している（上記の法整備については第 1 章第 2








際この改革の有無については疑問があるが、詳しくは第 1 章第 2 節「阮朝による度量衡
関連法」で総合的に検討しているため、ここでは官製年報上の記述の整理にとどめる。 
フランス植民地政権による法律として④が 1897 年の布告について、⑤が 1904 年 1 月 1
日から施行された度量衡法について挙げている。 
1897 年の布告では、商取引、土地の収用、土地取引についてトンキンにおけるアン




1 章第 3 節「フランス植民地政権による度量衡関連法」参照）、⑤ではこの法律の全文
も掲載している。  
次に、基準となる単位トゥオック( hướ )について、①と②ではトゥオック・モック
( hướ    )とトゥオック・ヴァイ( hướ    i)の 2 種類、③、④、⑤ではトゥオック・






 以下、この 3 つのトゥオックについて、その種類と官製年報の分類ごとにまとめ
る。 
 まず、トゥオック・モックについて整理したものが、表補―1 である。 
 
表補－1 官製年報におけるトゥオック・モック（単位：メートル） 
単位名 ベトナム語 相当量 ① ② ③④⑤
表記 1887-1892年 1890-1897年 1893-1907年
対象地域 現地 アンナン 現地
チュオン Trượng 10 トゥオック 4.204(1) 4.24 4.25
グー、タム Ngũ, Tâm 5　トゥオック 2.12 2.12 2.125
基本単位 トゥオック Thước 10　タック 0.424 0.424 0.425
分量単位 タック Tấc 10　ファン 0.0424 0.0424 0.425
ファン Phân 10　リー 0.00424 0.00424 0.00425
リー Ly 10　ハオ 0.000424 0.000424 0.000425
注：①-⑤は本文中で示した度量衡に関する記事の分類番号であり、年代は掲載年である。
(1):4.24の誤記だと思われる。
(出所）インドシナ官製年報（Annuaire de l'Indoｃhine Française）1887年第2部p.243、1890年第1部p.37、








隆通宝 18 個分の直径の長さに値する[①、③、④、⑤]。 












単位名 ベトナム語 相当量 ① ② ③ ④⑤
表記 1887-1892年 1890-1897年 1893-1897年 1899-1901年
対象地域 現地 アンナン 現地 現地
倍量単位 チュオン Trượng 10 トゥオック 6.44 6.44 6.44(1) 6.44(2)
チャウ Chau 10 トゥオック(ママ）(3) - - - 3.22
基本単位 トゥオック Thước 10　タック 0.644 0.644 0.644 0.644
分量単位 タック Tấc 10　ファン 0.0644 0.0644 0.0644 0.0644






インドシナ官製総年報（Annuaire g n ral de l'Indoｃhine Française）1899年p.516-517、1907年p.90より筆者作成  
 
 次にトゥオック・ヴァイであるが、織物用の大きい尺であり（ヴァイは「布」の意味）、
トゥオック・マイ( hướ     )とも呼ばれる[①、②、③、④、⑤]。その長さについては、





相当量は 5 トゥオック40でちょうどチュオンの半量となっている。 
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4.5cm 長い 0.47m とされている。 
 
表補―3 官製年報におけるトゥオック・ド・ズオン（単位：メートル） 
単位名 ベトナム語 相当量 ① ② ③④⑤
表記 1887-1892年 1890-1897年 1893-1907年
対象地域 現地 アンナン 現地
チュオン Trượng 10 トゥオック - - 4.7
グー、タム Ngũ, Tâm 5　トゥオック - - 2.35
基本単位 トゥオック Thước 10　タック - - 0.47
分量単位 タック Tấc 10　ファン - - 0.047
ファン Phân 10　リー - - 0.0047
リー Ly 10　ハオ - - 0.00047
注：①-⑤は本文中で示した度量衡に関する記事の分類番号であり、年代は掲載年である。








 ⑥と⑦は、これまでと異なり、1897 年および 1904 年施行された度量衡法に則った制
度が紹介されている。長さの単位をまとめると表補―4 となる。 
 
表補―4 官製総年報 1910-1924 年における一般的な長さの単位 
単位名 ベトナム語
表記 ベトナム度量衡制度 メートル系（ｍ）
チュウオン Trượng 10 トゥオック 4
グー Ngũ 5　トゥオック 2
基本単位 トゥオック Thước (  ch) 10　タック 0.4
タック Tấc 10　ファン 0.04
ファン Phân 10　リー 0.004
リー Ly 10　ハオ 0.0004
ハオ  ào 10　ティー 0.00004
ティー Ti 10　ホット 0.000004
ホット   t 10　ヴィ（Vi） 0.0000004


















らかの可能性がある。ただ、ベトナム人であれば最後の音が m か ng かは聞き分けられ
るはずであり、前者の可能性の方が高いと考えられる。 
 こうした表記の不一致はタックでも生じている。タックは  ấ と表記するが、④と⑤
では全てタット( ấ )となっている。やはりベトナム人にとって語末の c と t の違いは明
らかであり、聞き間違いによる誤記と思われる。 
 道程単位のリー、あるいはザムであり、①と②ではその長さは 444.44m とされてい
たが、⑥と⑦では 720m とかなり異なっている。また、⑥と⑦ではボ(b )、あるいはグ
ー(ngũ)も道程単位とされ、長さは 5 トゥオック、つまり 2m としている。 
地理・天文学の単位として⑥、⑦に挙げられているのは、道程単位と同じリーとボ
であり、長さも同様に 720m と 2m である。独自のものとしてド（đ ）という単位名も



















単位名 ベトナム語 相当量 ① ② ③④⑤ ⑥⑦(1)
表記 1887-1892年 1890-1897年 1893-1907年 1910-1924年
対象地域 現地 アンナン 現地 アンナン
基準尺 トゥオック・ヴァイ トゥオック・ズオン(2) トゥオック・ド・ズオン 種別なし
マウ Mẫu 10サオ 62.25 48.944016 49.7025 36
サオ  ào 15トゥオック 6.225 4.8944916 4.97025 3.6
トゥオック Thước 10タック 0.41115 0.3262934 0.33135 0.24
タック Tấc 10ファン 0.04115 0.03262934 0.03315 0.02
ファン Phân 6リー 0.00414 0.003262934 0.0033135 0.0024









・マウ：150 トゥオック・ド・ズオン平方    
・サオ：9 グーあるいはタム×10 グー    
・トゥオック：2 グー×3 グー                     
 上記の計算で使われるタム、グーはトゥオック・ド・ズオン系統のものである（表 3
参照）。 
 ⑤では、1897 年 6 月 2 日の布告について触れられている。商取引、土地の収用、土
地取引についてトンキンにおけるアンナン尺の長さを 0.4 メートル、マウを 3600 平方
メートルと定めたとし、インドシナにおける 3 地域では、この面積を測る精度が同様
に存在している、とある。トンキンのみならず、3つの地域も同様の制度があるとした





 ここで②のアンナンでは、1 マウが 48.9 アールと記載されていることから、「アンナ
ン」という言葉はベトナムの慣習を指していることになる。一方で⑥⑦においては 1 マ









表補－6 官製総年報 1910-1924 年における一般の面積単位 
単位名 ベトナム語
表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
マウ Mẫu 10　サオ 36アール（3600㎡）
サオ  ào 10　ミエン 3.6アール（360㎡）
ミエン Miếng 9　タン 0.36アール（36㎡）
基本単位 タン Than 25　ゲー 0.04アール（4㎡）
ゲー、オー、カン  hế, Ô,  hấu 1　平方トゥオック 0.16㎡
あるいは4平方ガン
ガン Gang - 0.04㎡










マウ：30 グー×30 グー＝900 タン、3600 ㎡ 
サオ：30 グー×3 グー(あるいは 10 グー×9 グー)＝90 タン、360 ㎡ 
ミエン：3 グー×3 グー＝9 タン、36 ㎡ 
タン：1 グー×1 グー＝1 タン、1 ㎡(ママ) 
ゲー：1 トゥオック×1 トゥオック＝1 平方トゥオック、4 平方ガン（0.16 ㎡） 
ガン：5 タック×5 タック＝1 平方ガン 












 マウ、サオ、ミエンはそれぞれ 900、90、9タンであるので、1で出したタンの数を 9
で割って、マウ、サオ、ミエンを出し、余ったタンは残しておく。ガンに関しては、4




縦 87 グー7 ガン、横 83 グー9 ガンの土地の場合 






るだけでなく、2 例目の計算式まで示されている。上記例 1 の計算式の続きのみを、
『トンキンの多様性』[Souvignet 1903: 447-448]に依拠して以下に表わす。 
**************************************************************************** 
２．タンをマウ、サオ、ミエンに変換する：7190.23÷9=798（7 マウ 9 サオ 8 ミエン） 
３．ガンをゲーに変換する：23÷4＝5（5 ゲー、余りは 3 ガン） 
４．結果：7 マウ 9 サオ 8 ミエン 5 ゲー3 ガン 
***************************************************************************** 
 また、⑦では表補―6 と同様の表の後に、「以上 2 つの表から」とはじめている。し
かし、その部分の前には表は 1 つしか存在していない。『トンキンの多様性』には、表











表補―7 官製総年報 1910-1924 年における体積単位 
単位名 ベトナム語 換算値
表記 ベトナム度量衡制度 メートル系 メートル系
マウ Mẫu 1トゥオック×30グー×30グー 60㎡×0.4 1400㎥
サオ  ào 1トゥオック×10グー×9グー 20×18×0.4 144㎥
ミエン Mi ng 1トゥオック×3グー×3グー 6×6×0.4 14.4㎥
タン Than 1トゥオック×1グー×1グー 2×2×0.4 1.6㎥
オー Ô 1トゥオックの3乗 0.4×0.4×0.4 0.064㎥








表補―8 官製総年報 1910-1924 年における固体物の体積単位 
単位名 ベトナム語 計算式
表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
ホック   c 縦10グー、幅1グー、高さ1トゥオック 10レー 16立方メートル
＝20m×2m×0.4m
レー   縦、幅1グー、高さ1トゥオック 25ライ 1.6立方メートル
＝2m×0.4m
ライ Lai 1トゥオック立方＝0.4×0.4×0.4m 1トゥオック平方 0.064立方メートル













相当量 リットル 相当量 リットル
ホック   c 2ヴォン 76.226 2ヴォン、26タン 76.226
フォン、ヴオン、ザ  hương  V ông   i 13タン 38.114 13タン 38.113
タン Thăng 10ハップ 2.932 10カップ 2.932
バット Bát - 1.2704 ２オアン 2.5408
オアン Óan - 1.2704 - 1.2704
ウィエン Uyên - - - 1.2704
ハップ、カップ(1)    , C p 10トゥオック 0.2932 10トゥオック 0.2932


























 次に、⑥と⑦で紹介されている公式容積単位（穀物納税用）は、表補―10 になる。 
基本単位はタンであり、表補―9と比較すると共通しているのはホック、タン、カップ、
トゥオック(Thượ )である。これらの単位を用いた相当量（ホック=26 タン、タン=10 カ
ップ、カップ=10 トゥオック）は共通しているが、そのメートル系換算値が表補―9 で
はホック 76.226 リットルが、表補―10 では 60 リットルと大きく異なっている。 
 
表補―10 官製総年報 1910-1924 年における公式容積単位（穀物納税用） 
単位名 ベトナム語
表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
倍量単位 ホック(1)   c 26 タン 約60リットル
基本単位 タン Thăng 10カップ 約2リットル
カップ C p 10トゥオック -
トゥオック Thược 10サオ -
サオ Sao 10トアット -
トアット To t 10クエ -
クエ Quê 6トゥック -
トゥック Túc - -
(1)：ホックは立方トゥオックであり、約0.064立方メートルである。

















 ここで挙げたダウ、オ、タウ、アン、ザの声調記号は AGI のママ。ダウは đấu、アンは ang、




表補―11 官製総年報 1910-1924 年における一般的な容積単位 
単位名 ベトナム語
表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
フォン、ヴォン(1)  hương  V ông 約30ダウ 約30リットル
トゥン Thùng 約20ダウ 約20リットル
基本単位 ダウ Đấu 2バットあるいは10レー 約1リットル
バット   t 5レー 約1/2リットル
レー   1/10ダウ 1デシリットル
(1)これら単位の他にガット（g t）も使われる。









表補―12 官製総年報 1910-1924 年における米に関わる容積単位 
単位名 ベトナム語
表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
フォン  hương 30ウィエン 約30リットル
ウィエン U  n 1ダウ 約1リットル











a) カウ(câu)：約 20 リットル        h) ロ( ọ) 
b) ダイ(đài)：約 2 リットル         i) ポ(pot)、フー(hũ) 
c) ガオ(g o)：約 1/2 リットル               j) ナム(nẫ ) 
d) チュム(chum)、キエウ( i  )              k) ナイ(nai) 
e) コン(cong)、ヴォー( ò)                  l) ベ(be) 
f) ヴァイ(  i)                             m) バット(b  ) 










 もう一つのピクルは、①では 42.5 貫銭（米、もみ用）、④で 42 貫銭（商取引用）、
⑤では 43 貫銭で同じく商取引用とされ、貫銭の数、重さがそれぞれ異なっている43。 
 ⑤には、カンボジアとラオスのピクルについての紹介も見られる。カンボジアでは1
ピクル=40 貫銭（60kg）、国家管理のピクル(picul de r gi )は 60.4kg、ラオスのピクル（ハ
ップ：hap）は 60kg であった。 
 ⑥、⑦では、主要な単位はタ(  )で、重量のあるものに用いられ、中程度のものには
カン(cân)が、軽量のものにはラン(  ng)が使われる。ラン、あるいはオンス(once)は、
仏中協定のあと 37.783125 グラムに相当する基本単位とみなされているが、アンナンで
は一般的には約 39 グラム、としている。 
 
表補―13 官製総年報における重量単位 
単位名 ベトナム語 相当量 ① ② ③④⑤ ⑥⑦
表記 1887-1892年 1890-1897年 1893-1907年 1910-1924年
タ T 10 イェン 60.4ｋｇ 61.28kg 60.4kg 60.45ｋｇ
イエン Y n 10カン - - 6.04kg 6.045ｋｇ
カン Cân 16ラン 0.604ｋｇ 0.6128kg 0.604kg(1) 604.5g
ルオン、ラン  ượng,   ng 10ドン 37.750g 38.3g 37.750g 37.783125g(2)
ドン、ティエン Đông  Ti n 10ファン 3.775g 3.83g 3.775g 3.778g
ファン Phân 10リー 0.3775g 0.383g 0.3775g 0.377g
リー Ly 10ハオ - - - 0.0377g
ハオ  ào 10ティ - - - 0.00377g
ティ Ti 10ホット - - - 0.000377g
ホット   t 10ヴィ - - - 0.0000377g





1893年第2部p.LXXXV、インドシナ官製総年報（Annuaire g n ral de l'Indochine Française）1899年p.517、
1907年p.89、1911年商業・工業部p.33、1917年商業部p.8より筆者作成  
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タ(  )、ピクル(picul) 
－クァン(quân)、13 リーブル(livre) 
－ビン(b ng)、14 リーブル 
－カン(cân)、リーブル 
－ラン(  ng)、オンス(once) 
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 こうした同一単位名でも互いに異なる相当量、長さを示す事例は、グエン・ディン・ダウ







 ・グエン・ディン・ダウ「往昔のベトナム度量衡問題への貢献」[Ng  ễn Đinh Đ   
1978a/1978b]（以下、ダウと略記）45。 
 ・ファン・タン・ハイ「阮朝期の尺度制度」[ h n Th nh   i 200 a]（以下、ハイ）。 
 ・グエン・フイとルイス・ジャック・ドレス「地方におけるベトナムの度量衡」
[Ng  ễn     et Louis Jacques Dorais. 2008]（以下、フイとドレス）。 
 ・グエン・トゥン「ひとつの植民地化から他の植民地化へ：ベトナムにおける度量衡







 ・アベル・デ・ミシェル『コーチシナダイアログ』[Des Michels 1871: 201-203]（以下、
ミシェル）。 
 ・イヴ・アンリ『仏領印度支那の農業経済』[Henry 1932: 13-15、 17]46（以下、アン
リ）。 
 ・レ・タイン・コイ『ベトナム歴史と文明』[   Th nh h i 1955: 531-532]47（以下、
コイ）。 
 ・アルフレッド・シュライナー『フランス侵略前のコーチシナ低地のアンナン制度』
[Schreiner 1901: 240-255]（以下、シュライナー）。 
 ・E・スヴィネ『トンキンの多様性』[Souvignet 1903: 443-445] （以下、スヴィネ）。 
  ・ドー・バン『阮朝におけるベトナムの経済と商業』[Đ    ng 1997: 16-21]（以下、
バン）。 
 ・ピエール・パスキエ『アンナンの昔日』[Pasquier 1930: 264-269]（以下、パスキエ）。 
・ヒュー・ゴック（編）『ベトナム古伝文化事典』[    Ngọ  ( h  bi n) 1995: 240、 
251-253]（以下、ゴック）。 
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 この論文で掲載されている 1 単位あたりの換算値は、ダウが標準化して提示した数値も含む
（詳しくは序、「第 2 節 研究史 (1)度量衡の専論」参照）。 
46
















チュウオン Trượng 丈 10 トゥオック
グーあるいはタム Ngũ/Tấ 伍/尋 5　トゥオック
基本単位 トゥオック Thước (  ch) 尺 10　タック
タック Tấc 寸 10　ファン
ファン Phân 分 10　リー
リー Ly 厘 10　ハオ
ハオ  ào 毫 10　ティー
ティー Ti 忽 10　ホット
ホット   t 絲 10　ヴィ（Vi/微）









Bang 1997: 18] [   Th nh h i 1955: 531]。一方で、タムは阮朝初期に歴史書の中で非常





の測量に用いられる単位で、日常ではあまり見られない[Nguyễn Tùng 2008: 442] 
 表補―14以外の単位では、ド(đ )とリー(lý)、ザム(d m)がある。これは主に天文学、
地理で用いられる単位であり、ハイによるとこれらの単位はドゥオック・ズオン（後
述）の中に分類されるため、詳しくは以下「②トゥオック・ズオン」の中で整理する。 
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 バンとパスキエはチュオンからリー[Đ    ng 1997: 17][Pasquier 1930: 265]、ゴックはチュオン
からティ[    Ngọc ( h  bi n) 1995: 252]、ハイはチュオンからティ[ h n Th nh   i 2003a: 324]、
コイと「ベトナムの地方における度量衡」ではチュオンからファンまで[Ng  ễn     et Dorais 
2008: 459] [   Th nh  h i 1955: 531]、スヴィネはチャウからホットまで[Souvignet 1903: 443]を紹
介している。ダウはヴィ以下、ティエム(tiêm)、サー(sa)、チャン(tr n)も 10 進法で展開していく
と述べている[Ng  ễn Đinh Đ   1978a: 68]。パスキエでは、タック(tấc)がタット(tất)と表記されて
いる。AGI でも④と⑤で tất とされている。しかし、パスキエと AGI では、嘉隆通宝の長さが一
致しないことから、パスキエはこの AGI を参照して tất と表記したとは考えにくい。 
49






として紹介している。トンキンについては、基本的に AGI の 1922 年版を要約して掲載
しているが、長さについてはメートル法換算値が AG1 とは数値が異なる。挙げられて
いるのは表補―15 の通りである。表補―15 中の「法定」とは、保護領になる際に 0.4
メートルと制定されたとあり（1897 年 6 月 2 日のアレテを指していると思われる）、
その数値を基にしている。「慣用」については、嘉隆帝時代の値は約 0.425m と定めら
れたことを基準としているが、これは AGI の 1922 年版の数値とも違い、その根拠は明







チュオン Trượng 10 トゥオック 4 4.25
グー、タン Ngũ, Tan 5　トゥオック 2 2.125
トゥオック Thước 10　タック 0.4 0.425
タック Tấc 10　ファン 0.04 0.0425
ファン Phân 10　リー 0.004 0.00425
リー※ Ly 10　ハオ 0.0004 0.000425
※リー以下には十進法で以下の単位が続く。ハオ、ティ、ホット、ヴィ、
ティエン、サー、チャン。チャンは一粒の粉塵に相当する。





衡はタム＝8 ピエ(pieds)＝2.25m と紹介している[Henry 1932: 17]。 
 ここで重要なことは、トゥオックは大きく分けて 3 種類あり、それぞれの種類で１
トゥオックの長さが異なってくる。この 3 種類の違いについて十分に言及しているの
はコイ、トゥン、バン、ハイ、パスキエ、ダウ、清末ほか[2004: 586]のみである。な
かでもハイは、この 3 種の違いを詳細に検討している。 
一方で、ゴックはそのうち 1 種類（トゥオック・モック）を、シュライナーは 2 種類
（トゥオック・モックとトゥオック・ヴァイ）、コーチシナ農工業委員会では名称は明
記せず、2 種類のトゥオックがあることのみを紹介している[Comité Agricole et 
Industriel de la Cochinchine 1878: 199]。 
 この 3 つのトゥオックは以下の通りである[ h n Th nh   i 2003a: 322-327]。 
1）トゥオック・モック( hước m c) / トゥオック・ター( hước ta) 
2）トゥオック・ズオン( hước ru ng) /  
トゥオック・ドー・ズオン・ダット( hướ  đo r ông đất) 








写真補―1 ハノイ歴史博物館 官尺 





ク・ターや官木尺(quan m c xích)、
木尺(m c xích)とも呼ばれ[ h n 






1994: 58][    Ngọ  ( h  bi n) 
1995:252]。パスキエは木、竹の計測のため[Pasquier 1930: 265]、コーチシナ農工業委員
会は布以外の全てのものを量る尺（特にトンキン）[comité Agricole et Industriel de la 
Cochinchine 1878: 199]として紹介している。 
 阮朝では、公式トゥオックは嘉隆通宝を 18 枚並べた長さ52で、これがトゥオック・




は何に依拠して 22 枚としたのかは不明である。 
 トゥオック・モックは、1898 年以降にトゥオック・ズオンと一本化され、トゥオッ
ク・ター( hước ta)＝0.4 メートルに統一された[ h n Th nh   i 2003a: 322][H  Tuấn Dung 
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 官尺はホーチミン歴史博物館とフエ宮廷古物博物館にも収蔵されており（筆者未見）、ハノ
イ歴史博物館とあわせて 3 博物館において所蔵されている 5 本の官尺については清末[2002]に詳
しい。フエ宮廷古物博物館収蔵の尺については、ハイも実地調査の報告がある[ h n Th nh   i 
2003a]。この官尺は 4 面それぞれに異なる種類のトゥオックが示されている。 
52
 この通宝の数は、AGI でも 18 個分となっているが、シュライナーも史料によって異なってい






・1 トゥオック・モック＝0.425m：バン[Đ    ng 1997: 17]、パスキエ[Pasquier 1930: 
265]、アンリ[Henry 1932: 15] 
・1 トゥオック・モック＝0.424m：ハイ[ h n Th nh   i 2003a: 322] 
・1 トゥオック・モック＝0.4m：ハイ（1898 年以降のトゥオック・モック）[ h n Th nh 
  i 2003a: 322] 
・1トゥオック・モック＝0.42m：フィとドレス[Ng  ễn     et Dorais 2008: 459]、 スヴ
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 清末ほか[2002: 529]は、阮朝の官尺を実測調査しているが、それによると、ハノイ歴史博物館
所蔵の官尺 a（a、b、c の 3 本）の一側面は 0.421 メートル、他側面は 0.419 メートル、官尺 b（官
木尺）は 0.422 メートル、ホーチミン歴史博物館所蔵官尺（官木尺）は 0.426 メートルであった。 
54腋尺についての詳しい報告は、林ほか[2005]、レほか[2006][2007b]、林・中川[2010]がある。北
部において用いられるトゥオック・サーム( hước sàm、L 字型の尺で仕口の製作や架溝調整に使
う)についてはレほか[2007a]が詳しい。また、大工が柱に仕口、継手などの接合部を刻む際に必





（2008 年 2 月 20 日フエ、フオン・チャ( ương Tr )県、


















Bình xích)を定め、1810 年まで適用された。1810 年以降は阮朝のトゥオック・ズオンは
黎朝時代の田尺と同じであり、47cm であった。当時の 1 マウは正方形で一辺が 150 ト
ゥオックであったので、4970 ㎡となる。この田尺は 1867 年まで全国で用いられた。南
部はフランスによりメートル法が適用された。1897 年総督ドゥメールの決定により、
1898 年 1 月 1 日より北部では 1 トゥオック＝0.4m になった一方、中部では田尺は阮朝





・1 トゥオック・ズオン＝0.47m：バン[Đ    ng 1997: 17]、パスキエ[Pasquier 1930: 265]、 
[Vallot 1897: 180]。 





 清末ほか[2002: 529]の実測調査によると、ハノイ歴史博物館所蔵官尺 b の一側面に度田尺があ




・1トゥオック・ズオン＝0.4m：スヴィネ[Souvignet 1903 :444]、 フイとドレス[Ng  ễn 
Huy et Dorais 2008: 459] 
・1 トゥオック・ズオン＝0.48726m：[Des Michels 1871: 202] 
 
 これ以外の単位として、ド(đ )とリー(lý)、ザム(d m)がある57。ドは最も長い単位で、
天文学あるいは地理で用いられ、その相当する長さは 1ド＝250リー＝約 120kmである
[    Ngọ  ( h  bi n) 1995: 252][Nguyễn Tùng 2008: 442-443] [   Th nh h i 1955: 531] 
[Souvignet 1903: 444]。リー(lý)はもともと中国から来た単位であり、その俗称（つまり
ベトナム語名）がザムである[Schreiner 1901: 243]58。リーとザムの具体的な長さについ
ては、1 リー＝180 チュオン[Nguyễn Tùng 2008: 443]、あるいは 1 リー＝360 ボ(b )＝720
メートル、1 ボ＝5 トゥオック＝2 メートル[Souvignet 1903: 444] [Ng  ễn     et Dorais 
2008: 459] [   Th nh  h i 1955: 531]とされている。つまり、これは1897年1トゥオック
が 0.4 メートルに規定された数値で換算していることになる。 
 南部の 1871 年の事例としては、デ・ミッシェルがザムとリーは 1 ザム＝888 メート
ル、5 ザム＝4.444 メートル、 1 リー＝444 メートル、 10 リー＝4.444 メートル、つま
り 5 ザム＝10 リーという、リーとザムが同じ単位として扱われてる上記とは異なる対
応関係を示している59。 
ボ、ザム、チュオンは日常的には使わないが、文学表現の中にはよく使われ、ガン










イは 0.6m から 0.65m の間で推移している[ h n Th nh   i 2003a: 322]。 
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 スヴィネはザムを r m[Souvignet 1903: 444]、フィとドレスは đ m[Ng  ễn     et Dorais 2008: 
459]と表記しているが、発音やスペル、メートル法の換算値や計算方法からしてザム(d m)のこ
とで間違いない。同じ表記のばらつきが AGI のなかでも、d m、dang、r m とみられた（本章第
1 節(4)「長さの単位」参照）。 
58
 シュライナーによると、中国のリー(lý)は 444.4825 メートルとしている[Schreiner 1901: 243]。 
59
 ジャニブレルはリー＝600 メートル、ザム＝888 メートル[Génibrel 1898: 155, 398]、クアによ






・1 トゥオック・ヴァイ＝0.625m：バン[Đ  Bang 1997: 17]。 
・1 トゥオック・ヴァイ＝0.62m：フィとドレス[Ng  ễn     et Dorais 2008: 459]、スヴ
ィネ[Souvignet 1903 :444]、 コイ    Th nh h i           。 
・1 トゥオック・ヴァイ＝0.636m：コーチシナ農工業委員会[Comité Agricole et 
Industriel de la Cochinchine 1878: 199]
61。 
・1 トゥオック・ヴァイ＝0.64968m：[Des Michels 1871: 203]。 
 シュライナーは各文献で異なる数値を示していることを指摘し、その分布は 0.526―




＝1 チュオン、30 トゥオック＝1 カイ・ヴァイ(cái v i)＝1 タット(th t)、30 カイ・ヴァ
イ＝1 ゴン(gọn)という制度を挙げている[Des Michels 1871: 203]。 
一方シュライナーは、1トゥオック＝1 ドゥオン＝1 チャウ(ch u)あるいはチャウ・ヴ
ァイ(ch u v i)であり、これは 10 トゥオックのこともあれば、20 トゥオックのこともあ
ると述べている[Schreiner 1901: 243]。 
 このトゥオック・ヴァイは、布地を折りたたみながら長さを測って売られるため









ン(gang)とサイ(s i) [Nguyễn Tùng 2008: 446]である。まず、ガンあるいはガン・タイ
(gang tay)であるが、これは手の親指と小指の間の長さを示しており、3 ガン＝1 トゥオ
ックと考えられていた。ガンをタック(tấc)と並べてガン・タックという言葉も作り出
され、これはとても短い距離を示す場合に使われた。サイは両腕を伸ばした長さ、尋
                                                          
60清末ほか[2002: 529]の実測調査によると、ハノイ歴史博物館所蔵官尺 b の官縫尺面は 0.636 メ
ートル、ホーチミン市歴史博物館所蔵官尺の官縫尺面は 0.642 メートルであった 
61












が長さとなり、その幅によってトゥオック、タックなどが決まる。1 辺を 10 に当分に
割り、もう 1 辺と平行に結ぶと 10 の長方形ができる。その一つの長方形がサオである。










表記 バン、パスキエ トゥン※2 コイ
マウ Mẫu 10サオ 4970.25 4894.4016 3600
サオ  ào 15トゥオック 497.025 489.44016 360
トゥオック（ヴォン） Thước (vuông) 10タック 33.135 32.639344 24
タック（ヴォン） Tấc (vuông) 10ファン 3.3135 3.263944 2




※2：1836年のメートル法換算値。Ng  ễn Đinh Đ u. 1990. Les poids et mesures de l'ancien Viêtnam.
 in Etudé vietnamiennes ：56（筆者未見）による。
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 2012 年 8 月 3 日、タイグエン大学史学部ダム・ティ・ウィエン(Đà  Thị Uy n)准教授の示教
による。 
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マウ Mẫu 10　サオ 36アール（3600㎡）
サオ  ào 10　ミエン 3.6アール（360㎡）
ミエン Miếng 9　タン 0.36アール（36㎡）
基本単位 タン Than 25　オー 0.04アール（4㎡）
ガン Gang - 0.04㎡
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表記 表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
マウ Mẫu Arpent 10サオ 3600㎡
カオ（サオ） Cao ( ào) Perche 15トゥオック 360㎡
スィック（トゥオック）  ch (Thước) Pied agraire 10タック 24㎡
トン（タック） Th n (Tấc) Pouce agraire 10ファン 2㎡
ファン Phân Ligne agraire 6リー 0.24㎡








マウ Mẫu 　10サオ、あるいは2コン 5000
コン Công 2サオ 1000
サオ  ào 15トゥオック 500
トゥオック Thước 33




南部では（表補―19 参照）、フランスの影響で、早くから西洋のマウ（マウ・タイ: mẫu 
tây）も普及していたが、ベトナム式 1 マウの土地面積は 4000 ㎡から 6000 ㎡の間を変
化する[Henry 1932: 17]。『1878 年のコーチシナ』のなかでも、マウは 10 サオ平方=150
トゥオック平方=5000 ㎡[Comité Agricole et Industriel de la Cochinchine 1878: 199]、シュ
ライナーは 6272.64 ㎡[Schreiner 1901: 244]であるとし、地域によって多様に異なること
も指摘されている。南部特有の単位としては、コン(công)がみられ、フィとドレスでも
コンはメコンデルタの単位であると明記している Ng  ễn      t Louis Jacques Dorais 
2008: 460]
65。また、シュライナーはコンはもともとカンボジアから来ていると説明し
ている[Schreiner 1901: 245]。その相当面積は、1 コン＝2 サオ＝30 トゥオック＝1000 ㎡
であった[Nguyễn Tùng 2008: 449][Henry 1932: 17]。また、収穫者が用いるコンは、平均
1250 ㎡であった。[Henry 1932: 17] 
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 シュライナーによると、コンという単位名はもともとカンボジア語からきているという
[Schreiner 1901: 245]。 
63 
 




ック、タック、ファン、リー(lý)を三乗したもので、単位の後に立方( hương   p)あるい
はヴオン・ドゥン(  ông đứng、 vuông は四角、đứng は立を意味する) [    Ngọ  ( h  
biên) 1995: 252]。 
表補―20 体積単位 
ベトナム語
表記 ゴック、ダウ コイ スヴィネ
ホック    10レー 10グー×1グー×1トゥオック 19.056256 16 16
レー  ẻ 25ライ 1グー×1グー×1トゥオック 1.9056256 1.36 1.6
ライ Lai 1立方トゥオック 0.076225024 0.3064 0.064






表補―20 の通りである[    Ngọ  ( h  bi n) 1995: 252][Ng  ễn Đinh Đ   1978: 69]     
Th nh h i         2]。 
土木事業者はダウ(đấu)で量り、このダウの大きさはレーと同じである。そのために
土木事業者はト・ダウ(thợ đấu)、トは職人の意味)と呼ばれる[Ng  ễn Đinh Đ   1978: 
69]。 
湖、池、用水路、運河を掘る時、または道をかさ上げする時には、土木事業者はマ
ウ(mẫu)とサオ(sào)を用いて体積を示す。具体的にはマウ・ホイ(mẫu kh i、 ホイは立



















ホック ヴオン(Vuông), タン ホップ( ợp) トゥオック
(  c) フオン( hương) (Thăng) ハップ(   ) (Thược)
ヒエップ( i p)
スヴィニェ 26 タン=約60L － 10 カップ=約2L 10 トゥオック 10 サオ
コイ 26 タン=60L － 2L － －
バスキエ 26 タン=76.226L － 10 カップ=2.932L － －
ゴック他 26 タン=76.225L － 10 ホップ=2.932L 10 トゥオック=0.293L 約800 粒(h t)
=0.0293L
バン 2ヴオン（フオン) フオン=13 タン 10 カップ=2.932L 0.2932L －
=76.226L  = 38.133L
デ・ミシェル 10 ダウ※ 10タン 10ハップ 10トゥオック 10サオ
シュライナー 26タン=71.905L 10ヒエップ(hi  ) 10トゥオック=0.276L 0.027L
=2.765L
※デ・ミシェルはヴオン、フオンではなくダウ(đ  )を挙げている。
(１)アンリは『インドシナ年報1922年（l'Annuaire g n ral de l'Indochine 1922）』より引用している。
（出所）[Souvignet 1903: 452-453][Henry 1932: 14][Pasquier 1930: 268][  u Ngọc, et al 1995: 240]









た[Nguyễn Tùng 2008: 451]。フエの古物博物館所蔵のホック（阮朝公式、明命年造）は、
樽の形状をしており、容積は 72 リットルであった[Huynh Thị Bích Nhàn 2007: 115-116]。
これに最も近い数値を示しているのはシュライナーである。 
北部では米の糧食単位としてフゥォン( hương)とウィェン(   n)があり、それぞれ 1
フゥォン=30 ウィェン=約 30L、1 ウィェン=1 ダウ(đấ )=約 1L であった[Henry 1932 : 
14][Souvignet 1903 : 454]。 
このフゥォンは中部ではもみ、米の公式単位としてヴオンとともに用いられていた
[Henry 1932 : 16][Pasquier 1930 : 268]。パスキエの１フゥォン=0.5 ホック、1 ホック
=76.226L という記述[Pasquier 1930 : 268]をもとに、レーは 10 月米を用いて実際に計量
し、米 1L は 880 グラムであり米 1 フゥォンは 33.54kg に相当すると試算している[Phan 
Huy Le 1968 : 61]。北部では 1 フゥォンが約 30L（表 4 参照）であったことから、この
結果を応用して計算すると 26.4kg となるが、1930 年代に北部を実地調査したグルーは、
1フゥォン=12.5kgであったとしており[Gourou/ Đ   o hers 1936/2003 : 381/346]、かなり
の相違が見られる。 
南部の事例を示すデ・ミッシェルでは、フゥォン、ヴオンの代わりにダウを挙げて






については、グルーによると、1 バットの米は 350g であったとされる[Gourou/ Đ   






バット(  t) 5 レ=約0.5L




（出所） [Henry 1932 : 14][Đ  Bang 1997 : 20][Lê Th nh  h i 1955: 532]
[Souvignet1903 : 453]より筆者作成。  
 民間における単位は多種多様であり、この他にも米を量る際、木製、あるいは銅製
のトゥン( hùng、桶の意、約 10kg)や、もみの計量には木製の鉢、トゥン・ダウ( hùng 
đấ 、約 1kg)もあった     Ngọ ( h  bi n)        2 0 。北部の米取引にはパニエ
(panier)
67、つまりかごも使われていた[Pasquier 1930 : 269]。地方によってコンデンスミ
ルク缶( ng bơ)68や竹筒で量られ売買されており U  b n nh n   n   nh C o  ằng 2000   
375]、スォン・マウ( ương    )という商標69をもつ中国茶の箱も、広く容積単位とし
て北部で用いられていた Ng  ễn     Ti n            。売買の際には、売り手、買い手
がそれぞれに計量器を持参し、お互いに何度もはかり直しながら交渉を重ね値段を決
めていた     Ngọ ( h  bi n)        2 0 。 
 南部では、米、もみ、魚、魚の塩漬けを量るのに、石油の樽が起源の木製、あるい
は金属製のザ(gi )を使っており、1ザは20リットルであった Ng  ễn        Dorais 2008: 
460]。一方トゥンは、ザは竹片で編まれた深い籠だとしている[Nguyễn Tùng 2008: 452]。
シュライナーは、このザはヴオンの俗称だとしている[Schreiner 1901: 248]。 
ザ＝10オー(ô)であり、オーはクアンナム省では少なくとも 1960年代までは農民が使
用していた。10 オー＝アン(ang)＝30 ロン(lon)であり、ロンとはネスレのコンデンスミ
ルク缶のことである[Nguyễn Tùng 2008: 452]。 
 
 
                                                          
67
 これはおそらく篭（ húng）のフランス語訳だと思われる。商業統計上でも実際かご(panier)が
記載されている（第 2 章第 3 節(2)「ピクル以外の単位とその分布」参照）。 
68
 直訳するとオン( ng) は管、ボー(bơ)はバターを意味するが、現在でもオンボーといえばコン
デンスミルク缶を指し、田舎では米を計る計量器として用いられている。植民地期も、コンデン
スミルク缶は缶詰貿易の主要な輸入品であり、毎年 22－23 万缶輸入していた。1937 年では缶詰
輸入全体に占めるミルク缶の割合は 25.9％（金額ベース）、20.8%（重量ベース）を占め、ミル
ク缶中のコンデンスミルク缶の割合は重量、金額ベースともに 95％以上を占めている[大東亜罐































液体の計量には全ての種類の容器が使われていた[Nguyễn Tùng 2008: 452]。例えばチ
ュ(chum、大壺)、ヴォー(vò、小壺)、ヒュー(hũ、カラフ)、ナム(n m、米の酒用ビン)、
ガオ(gáo、魚醬用、ココナッツの実をくりぬいた容器)、ヴァイ(v i)およびチン(ch nh)
（円柱状のかめ）、ロ(lọ、水差し)、トゥン(thùng、樽) Ng  ễn        Dorais 2008: 459] 
[Nguyễn Tùng 2008: 452]などである。 
 シュライナーはコーチシナで用いられている液体用計量器として、chén（小さな湯飲
み、茶碗）、bát、 t （椀）、tô（どんぶり）、ti m（桶）b u（つぼ）、chình、vò、hũ、















ビン イェン カン ネン ラン(  ng)
(Bình) (Yến) (Cân) (Nén) ルオン（ ương）
kg kg kg kg g
スヴィニェ 10 イエン - 10 カン 16 ラン - 10 ドン
コイ ＝60.45 - 6.045 0.6045 - =37.783g
42貫銭（亜鉛銭） - 10 カン 16 トゥオン - トゥォン
60.4 - 6.04 （T  ng） - =10ドン=37ｇ
10イエン - 10カン 16ラン - 10ドン
61.28 - 6.128 =0.6218 - =38.3ｇ
10イエン - 10カン 16ルオン - 10ドンカン
60.4 - 6.04 0.604 - (Đ ng cân)=37.75ｇ
100カン 50 カン 10カン 16ルオン 10ルオン 10 ドン
62.48 31.24 6.248 0.6248 390.5 39.05
シュライナー 62.48 31.24 6.248 0.6248 390.5 39.05
※ドン以下、十進法でファン(Phân)、リー(Ly)、ハオ(Hào)、ホット(   )、チャウ(Châu)、フィ(Huy)、
チャン(Tr n)、アイ(ai)が展開されている。また、タより大きい単位として、
クアン(Quân)＝500カン＝312.4kgもシュライナーとデ・ミッシェルによって示されている。
（出所）[Souvignet 1903: 454-455][Henry 1932: 15][Pasquier 1930: 269][  u Ngọc, et al 1995: 253]














ミシェルとシュライナーが 1 タは 62.48kg と若干重量の重い相当量を示している。同じ
く南部の事例としてアンリは 1ピクル＝1タ＝60kgと公式ピクルを紹介しているが、も
みの買い付けではザ＝20.4kg、ピクル＝3.33 ザ＝68kg を使うと報告しているのは注目
に値する。また 1942 年の日本南方軍経理部による度量衡比較表でも、仏印は 1 ピクル






















研究史の中では、グエン・ディン・ダウ[Ng  ễn Đinh Đ   1978a/1978b]やファン・タ
イン・ハイ[ h n Th nh   i 200 a]といった、具体的な事例をもとに比較、検討された





























































第 1 章 度量衡関連法の整備 
 
第 1 節 前史 
(1) 黎朝による度量衡制度 
①五量法の導入 

















示すために過ぎなかった Ng  ễn     Ti n     : 333]。コイでは、統一的な度量衡制度は 1664 年
から非常に理にかなった制度が広まる[   Th nh  h i     : 256]とあり、ニャーは度量衡制度に
関する最も重要な決定を 1664 年の五量法だとしている[Nguyen Thanh Nha 1970: 155]。またドゥ
ルスタルも、確立された度量衡制度はなかったとした上で、容積に関しては 1664 年の制度が最
初に紹介されている[Deloustal 1910: 42]。以上から、少なくとも黎朝以降では、本格的な度量衡


















1977、507 頁注）、黄鐘管に 1200 粒のキビを満たした重量が 1 籥（龠）となるが、この籥（龠）
は短い笛を意味していることから、黄鐘管とは筒型の楽器であったと思われる。 
76
 漢書では権が重量単位の総称である（『漢書』巻 21 律暦志第 1 上）。 
77
 班古撰『漢書』巻 21 律暦志第 1 上。 
72 
 
表 1―1 中国とベトナム黎朝の五量法の比較 
       
斛 10　斗 斛 ホック（Hộc） 10　斗
斗 10　升 斗 ダウ（Đâ ́u） 10　升
升 10　合 升 タン（Thăng） 10　合
合 2　龠 合 カップ（C p） 10　龠




Ng  ễn    i c  ịch，Lê triều chiếu lịnh thiện chính.
 àigòn: Nhà in   nh Minh, 1961,tr.129.
『越史通鑑綱目』巻33　初定五量法の条
Ban Nghiên  ứ   ăn    địa biên  ịch  à  hú gi i, 
Vi t    thông gi    ương ục, T p 16, à N i: Văn    địa, tr.12. 
『歴朝憲章類誌』国用史，玄尊景治2年の条
Vi n    học Vi t Nam  ịch, Lịch triều hiến chương loại chí,
T p 3, à n i:    học, 1960, tr.55.より筆者作成。
『漢書』律暦志 『善政』・『綱目』・国用誌
 
                                     
おそらく、1664 年の五量法は中国の旧制度の模倣であり、十進法に修正して導入さ
れたものと思われる。容積単位以外の制度も合わせて取り入れたのかについては記さ
れていないが、『国朝詔令善政』と『国用誌』では、1 斛（容積単位）が 1 石（重量単
位）であるとの記述が見られる。『漢書』律暦志によると、同制度による重量単位は、
黄鍾 1 龠に 1200 粒のキビを入れ、この重さを 12 銖とし、24 銖=1 両、16 両=1 斤、30





粒は 26.7g と結論付けており[Deloustal 1910: 467]、1 升 2.67kg となる。桜井によると、
ベトナムのもみ重は 19.6‐33.6mgの間に分布しており、1升 2.35‐4.03kgと試算してい
る[桜井 1986: 75]。 
② 鉢による容積単位制度 
 黎朝後期からベトナム北部では、鉢も米粟の容積単位として用いられており[桜井 




い[Rhodes 1651/1991: 29-30/37]。 





この鉢を本格的に度量衡制度の中に導入する試みが、陽徳 3 年（1674 年）6 月の勅令
をもって始められ[Nguyen Thanh Nha 1970: 155]、1鉢(b  )が 7手合( h     )、１升(thang)
が 7 鉢、10 升が 1 斗(đ u ママ) 、10 斗が 1 斛(h c)=1 石( h  h)と定められた79。これ以
降鉢については、『国用誌』、『綱目』の中で 1728 年、1741 年に断片的な記述がみら
れ80、またズンによっても、18 世紀の鉢による制度が紹介されている[Ng  ễn Tiến 
 ũng( h  bi n) 2005: 435]。これらを総合すると、1 鉢=8 万 4 千粒=7 手合（合）、7 鉢=1
升、10 升=1 斗（娄）、10 斗（娄）=斛（容積単位）・石（重量単位）となり、史料間
での齟齬も見られないことから、少なくとも 1741 年まではこの鉢を用いた上記の制度
が、広く用いられていたことが推測される。 
しかし、この鉢による制度は、朝廷によってのみ用いられ[Nguyễn     Ti n 1934: 
334]、税の徴収をいくらか容易にはしたが、商業活動上の慣習的な度量衡に取って代
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 『国用誌』保泰 9 年(1728 年)、再定田租法、割注に「七鉢為升、十升為娄」、『綱目』巻 39 
景興 2 年条の注 「官鉢。七合為鉢、毎鉢得粟八萬四千字。」娄は婁の俗字。 
81
 度量衡制度の選択は地方分権主義に基づいて自由であり[Đ ng  hương Nghi     : 104]、民間に
おいても計量に使えるものは何でも、様々なものを用いていたため[Ng  ễn     Ti n          ]
法的拘束力は弱かったと考えられる。 
82
 『国朝刑律』巻 2 違制章、通条第 91 条「諸京城郷村市肆，不依官秤及升斗而私改作以買売
者，以貶徒論。諸工人，造升斗秤度不如法者，笞伍拾貶壹資。」 
83






ム語訳と合わせて示したのが表 1―2 である。 
 
 
    




1 桶が 500 升、水軍への食糧供給では、1 斛が 33 升 5 合と、表 1－2 と比較するとそれ




は官鉢 40 鉢(b  )にあたると記されており86、鉢という容積単位が 17 世紀から中部にお
いても使用されていたことがわかる。 
 
                                                          





 「公田一等徴粟四十升、當官鉢四十鉢」（注 42 と同箇所の記事）。 
75 
 
第 2 節 阮朝（1802－1945 年）による度量衡関連法 
度量衡制度統一に向けた動きは、初代皇帝嘉隆帝によって着手されていた。嘉隆帝
は度量衡の統一は政治の重要事項であると認識し、1804 年、斤(カン、cân)・尺(トゥォ







2 つに分け、大方は米 13 升=30 盌とすることも定められた88。 
 明命帝政下では、各地によって 1 斛の基準が異なっていたことを受け、1825 年に 1
斛を 26 升と定めた89。同記事には「度量衡は政治の要」であるとも明記されている90。 
一方で、1834 年、実際に 2 方(容積単位、1 斛=2 方=26 升)の米と粟の重さを量ってみた







その後、施政末期の 1839 年に、米は方で、粟は斛で計ることが決められた93。 
                                                          
87
 『会典』巻 54、戸部、倉諸権量、尺衡の条/「旨、同律量衡乃為政之要務。斤尺斛方升盌等 
項、宜遵･･･」以下度量衡計量器の作成者、器具の認定などについての記述が続く。 h    ịnh  
 ại n   h i  i n    lệ, tr. 65-66. 
88




 『会典』巻 54、戸部、権量の条/「以二十六升之斛為準」。 
90
 『会典』巻 54、戸部、権量の条/「同律量衡為政之首務」。 
91



































長さに関しては、『大南寔録正編』第一紀巻四一によると96、嘉隆 5 年（1806 年）に
中平尺という尺が定められており、この中平尺は黎朝の旧尺よりも長さが少し長かっ










































検討する行政区画の枠にとらわれない共通文化圏の検討（第 2 章第 6 節）に対しても、
示唆を与えてくれる。 
明命帝の時代になると、明命 6 年（1825 年）、土地測量用に作られた新しい尺が内
務府に渡された際、新旧の尺の長さが異なっていたことが明らかになった。統一的な
尺度にするため、各地方に官縫銅尺と官木銅尺のふたつを納めさせることを命じ、そ
















服に関する記述の中に見て取れる。明命 9 年（1829 年）に宮廷内の衣服を改めること
を決めた。明命 12 年（1831 年）には、繰り返し、そして詳細に内容（女性は四角い頭
巾をかぶり、それが腰帯にまで届くことを禁ずる）と違反した場合の厳しい罰則規定



























 『国史遺編』中集、明命 9 年 9 月の条/「北城副総鎮潘文璻、請改北城衣裙。従之。」および







































進法によって展開し、面積、体積の単位は長さの 2 乗、3 乗、重さは体積と直接結びつ




















ドイツ 1871 年[強]    スペイン 1871 年[強]   フランス  1837 年[強] 
 イギリス 1897 年[任]   イタリア 1861 年[強]   オランダ  1816 年[強] 
 
アジア105 
 中華人民共和国 1929 年[任] 台湾  1954 年[強]   大韓民国  1949 年[強] 
 インドネシア  1923 年[強] インド  1920 年[任]      フィリピン 1917 年[強] 
 カンボジア   1914 年[強] タイ  1923 年[強]   南ベトナム 1911 年[強] 
 北ベトナム   1912 年[任] 
 
 ここから傾向として読み取れるのは、ヨーロッパの主要国は 19 世紀、アジア各国は
20 世紀に入ってからメートル法を受容していったということができる106。 
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 ②は松本[2000: 74]による。 
104
 各国のメートル法採用年については、国際度量衡局が発行した資料によってまとめられてい
る小泉[2006: 164-169]による。資料名は Les Récents Progrés du Systéme Metrique, Création de Bureau 
International des Pois et Mesures et son Oeuvre および 1960 年第 11 回国際度量衡総会における報告
（両者とも筆者未見）。 
105中華人民共和国は商用系という 2 次系統の単位が存在していたが、1959 年全面的にメートル
法を採用することを宣言している。また、インドは、1956 年にメートル法単一制を国会で可決






 例えば、日本は 1885 年（明治 18 年）にメートル条約に加入、1889 年（明治 22 年）
にメートル原器の交付を受け、1891 年（明治 24 年）に施行された度量衡法で尺貫法と
併用する形で導入された、とある。しかし、メートル法の使用を義務づけたのは 1951
年（昭和 26 年）の計量法、あるいは 1959 年（昭和 34 年）に全国一斉に実施されたメ
ートル法であるといえる107。 
 また、ベトナムに関しては、省令によって南ベトナムは 1911 年 12 月 14 日に強制、























                                                                                                                                                                          
106
 ここで挙げた国の中で、メートル条約に加入している国と加入年は以下の通りである[小泉 
2006: 164-169]。ドイツ：1875 年、スペイン：1875 年、フランス：1875 年、イギリス：1884 年、













①1887 年 10 月以前 




支配下に置き、1874 年の第 2 次サイゴン条約でコーチシナ 6 省におけるフランスの完
全な主権を承認させ、直轄領としてのコーチシナ植民地が成立した。 
 こうした支配体制の確立とともに、度量衡の関連法も早い時期から制定されている。




また、1919 年 3 月 10 日にインドシナ総督に宛てて作成された報告書109の中では、
1863 年 9 月 28 日に公式報告(rapport légal)の中でベトナム式度量衡制度をフランス式に
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 1898 年 2 月 11 日インドシナ総督によって公布された「特定の容積単位を植民地全域で使う




 TTQGI, RST, 71315-03, Rapport à Monsieur le Gouvernement Général de l’Indochine (Hanoi, le 10 









ち、1880 年 8 月 30 日に特別委員会が任命され、度量衡統一計画に関する報告書が作成
された110。それを受けて 1881 年 2 月 21 日にコーチシナ知事によってアレテが公布され、
1882 年 1 月 1 日から 20 区（サイゴン、チョロン、ザーディン）における市場、商店、























                                                          
110
 1881 年 2 月 21 日コーチシナ知事によって公布された「20 区における市場、商店、船、作業




第 9 条：1882 年 1 月 1 日から、上記で定義した以外の度量衡を維持することは全て
の商人に対して禁止される。 
第 10 条：全ての不許可、不備、変造された計量器は廃棄される。 












筆者が確認できた計量検定税の金額表は 1887 年 1 月 3 日に出された植民地評議会の











 1882年 7 月 31 日には、商業上穀物を計量する際の容積単位として、10 リットル、20
リットルと 40 リットルの計量器の使用と製作を許可するアレテが公布された112。 
 こうした度量衡法令史上重要となる 1882年のアレテと、その背景となった 1881年の
特別委員会の設置と報告書作成、そして計量検定の税額の確定は、全てコーチシナの
                                                          
111
 TTQGI, RST, 71315-03, Rapport à Monsieur le Gouvernement Général de l’Indochine (Hanoi, le 10 
Mars 1919). Le directeur des affaires économiques au Gouvernement Général. Signé : GARNIER 
112
 1898 年 2 月 11 日インドシナ総督によって公布された「特定の容積単位を植民地全域で使う





初代文官総督、ル・ミル・ド・ヴィレ(Le Myre de Vilers)（任期：1879-1883 年）の在任
中に行われている。ヴィレは軍政下のコーチシナをより民主的制度へ置き換えるため
起用され、インドシナ最初の諮問的代議機関であるコーチシナ植民地評議会を設置し
た総督である[太平洋協会編 1940: 24]。 
 以上から、コーチシナでは 1860 年代前半から度量衡への関心が高く、統治上最重要
な面積単位は、コーチシナ全域を対象として早くからヘクタールが導入された。一方、
計量検定など度量衡周辺の幅広い分野にまで詳細な規定が盛り込まれた法令も公布さ
れていたが、その施行範囲は 20 区という非常に限定された区画でのみ行われた。20 区
はサイゴン、チョロン、ザーディンという商業的にも最も栄えていた地域であり、ま
ずそうした商業の中心地からのメートル法の定着を目指していたことがわかる。 
穀物計量の容積単位に関しては、1863 年ではヴオン＝40 リットル、1870 年ではヴオ




1883 年 8 月 25 日の第 4 回仏安条約によって、アンナンはフランスの保護権を承認し、
トンキンも事実上フランスの統治下に入った。アンナン（阮朝）による度量衡法の整備





いて最初に協同主義を実践に移した科学者出身の総督である。1886 年 1 月にアンナン
及びトンキンの理事長官に任命され、同年 11 月にハノイで客死するまでわずか 6 ヶ月
間しか統治しなかったが、彼の施政はフランスの対インドシナ政策史上、一新紀元を
画するものとさえ言われる[太平洋協会編 1940: 27]。 
コーチシナ、トンキン共に、統治上注目すべき改革、政治を行った総督によって、
度量衡問題が取り上げられてきたことが、大きな特徴といえる。 
②1887 年 10 月以降（仏領インドシナ連邦成立以降） 
 仏領インドシナ連邦が成立して以降、最初に出された度量衡の法令はコーチシナに
限定されたものであった。コーチシナ知事は 1891 年 6 月 22 日、サイゴンとチョロンの
薬剤師の用いる度量衡は 1892 年 7 月 1 日からフランス式の制度とすることを定めた
[JOIF 1891: 702]。これは 1881 年 2 月 21 日のアレテの規定に順応させるためであり、ま
                                                          
113











期：1897-1902 年）以降、本格的に行われた（表 1―3 参照）。 
 ドゥメール総督着任以降、1897 年から第 1 回植民開拓プログラム、耕地面積測量政策
を実施することとなり、1897年6月7日、北部における長さに関するアレテが出され、
アンナンメートル（つまりトゥオック、 hước）は 0.4 メートル、1 マウ( ẫ )=3600 平方


































1 トゥオック＝40cm、1 マウ＝3600 ㎡へ（アレテ）
1898 度量衡統一法草案に対する意見
1901 各省における度量衡実態調査依頼
















(出所)Jo rn     i i       ’In o hin   r nç i    8  年p.481, 1903年p.826-828, 1911年p.2655-2657, 1912年p.1763, 1919年p.1254,
 1938年p.1732, 1943年p.2025およびベトナム国家第一文書館トンキン理事長官府コレクションNo.71312, Extention
 au Tonkin de la r glementation des poids et mesures en application en Cochinchin et au Cambodge 1899-1937.
 No. 71315, rr   s et circulaires du Gouverneur g n ral.1886-1937. No.71315-02, Application au Tonkin
 et en Indochine du      me  trique francais 1901. No.71315-03, Application du      me  trique francaise
 en Indoochine 1914-1934. No.71315-01, rr   s et circulaires du Gouverneur g n ral, Rapport des chefs des
 province 1886-1937. No.71315-04, Application au Tonkin du      me  trique francaise 1936-1938から筆者作成。
斜体は度量衡関連法。  
 
 これらふたつの法令公布の間に、総督府はコーチシナ地域に限定して 1898 年 2 月 11
日にアレテを公布している。これは、1881 年に公布された全 12 条に及ぶアレテを発展




第 1 条：1898 年 7 月 1 日から、植民地全域で以下の定められた容積単位を用いる。 
    升(mesure)、あるいはヴォン(vuông)＝1 リットル 
                    ＝5 リットル 
                    ＝10 リットル 
                    ＝20 リットル 
                    ＝40 リットル 
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    この計量器は、一級ブリキで作られていなくてはならない。補強のために鋳



























第 12 条：不許可、不備、変造された計量器は全て没収され破棄される。 
第 13 条：このアレテの違反は、刑法典 479 条、480 条、481 条と 482 条に従って罰せら









 1881 年のアレテと比較して、大きな変更点は以下の 8 点である。 
第 1 に、対象となる度量衡がフランス式度量衡全般の適用から、容積単位のみの適
用となり、その容積単位もベトナムの慣習で用いられてきたヴオンという単位名の使





明示された。罰金の額も 100 ピアストルと非常に高額な金額が提示されている。 
第 4 に、計量検定員は新たにスタッフを設ける（増員する）のではなく、各監督庁の
会計が兼務することになった（第 3 条）。第 5 に、計量検定員は個人個人の商人の住所
に赴いて検定を行う方法ではなく、村ごとにまとまって、一度に検定を行うことにな
り、各村には計量検定税の徴収を担う集団が設けられた（第 8 条、第 9 条）。第 6 に、
年次計量検定の税額は 1 検印につき一律 10 セントに定められた。第 7 に、計量検定員
の具体的な手当支給額が明示された（第 14 条）。第 8 に、計量検定員の職務内容につ
いての細かい内容が追加された（第 4 条、第 5 条）。 





検定、計量器製造関連項目まで備えた体系的なアレテが総督により 1903年 7月 10 日に
公布された [JOIF 1903: 826-828]。このアレテは全 20条で構成されている。主な内容は、
表 1―4 に挙げられた度量衡制度をコーチシナ全域で実施すること（第 1 条）である。 
  表 1―4に挙げられた制度を実行するため、第 2、3、4、6条は、計量器の素材、形状
について細かく規定されている。第 5 条は、公式ピクルは 60kg に固定することが挙げ
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 1898 年 2 月 11 日のアレテと比較すると、以下の 2 つの条が本文が完全には一致しない。そ
の箇所は、第 14 条で「第 6 節」が欠落していること、第 19 条では計量検定員の手当が具体的な
額の提示から「1897 年 7 月 3 日に定めた巡回費用の手当を受け取る」と変更されていることで


















































（vuông 数 thuoc tây）





























同じく 1903 年 7 月 10 日に、上記のアレテの第 1 条から第 5 条は、インドシナ全域で








 この時期発信された通達に目を向けると、1898 年および 1901 年に「度量衡統一草案
に対する意見」115と「各省における度量衡実態調査依頼」116の通達が出されていること
から、1903 年の 2 つのアレテはドゥメール総督時代から草案が練られ、準備されてき
たものだとわかる。 
 1903 年のアレテに関してであるが、コーチシナで 2 回にわたって条文の修正が行わ
れている。最初は 1905 年 3 月 7 日の GGI によるアレテで、1903 年のアレテ第 7 条が以
下のように変更された。 
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 TTLTQG1, RST, 71315。 
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 これらふたつの条項の修正、追加は、より実態に即した形で実際に 1903 年のアレテ
を実体化しようとしていることが読み取れ、ある程度コーチシナではこのアレテが機
能していた、あるいは機能させようとしていたことがわかる。 
 1911 年 10 月 27 日には、共和国大統領によって署名されたデクレ（décret）が公布さ





 1903 年のアレテと 1911 年のデクレを比較して最も大きな特徴は、重量、容積に加え




それ以外に、1903 年のアレテと 1911 年のデクレで趣旨が大きく異なるような条項の
変更は行われていない。第 2―15、17―19 条は 1903 年のアレテと同じである。その他、
細かな相違点は、以下のようになる。 
①第 1 条に関して：表 1―4 の「1 センチグラム＝   h   đông    」が「   h n đông    」
となっており、ベトナム語のスペルミスが訂正されている。 
また、計量器の形状として、1903 年のアレテでは 1-20g の分銅は銅製の円柱状の形
状とされ、50g から 50kg の分銅は鋳鉄の分銅を用いることになっているが、1911 年の
デクレでは 1gから 50kgまで、全ての分銅は銅製の円柱状の形状を持つものになってい
る。 
②第 16 条に関して：1903 年のアレテは、年次計量検定税は検印ごとに 10 セントで
あったが、1911 年では初回は無償で行い、年次計量検定では長さ：0.08 ピアストル、






③第 20 条に関して：法の実行責任者が、1903 年ではコーチシナ知事のみであったが、
1911 年のデクレでは植民地省、司法大臣、法務省となり、より上級機関が責任を負う
ことになった。 





一方、保護国に対しては、1912年 8月 26日、アルベール・サロー(Albert Sarraut)総督
（任期：1911-1914、1917-1919）によって外国発祥の度量衡の使用が禁止されるアレテ




1897 年 6 月 2 日の 1 トゥオックを規定したアレテの条項と、インドシナ全域で公式ピ














前者は、1912 年 10 月 15 日にトンキンの主要各省における広東、福建といった帮の
代表者によって作成されたもので、各帮の印鑑と署名がつけられている（写真 1―1、
写真 1―2、写真 1―3 参照）117。 
                                                          
117
 TTLTQG1, RST, 71315-02。Lettre: les chefs des congrégations chinoises soussignés à Monsieur le 
Résident Supérieur au Tonkin(le 15 octobre 1912). この書簡の最後には、フランス語で各帮と帮の所
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写真 1―1        写真 1―2        写真 1―3 
         
写真 1―1，1―2、1―3 
1912 年 10 月 15 日に中国の帮代表者によって作成された書簡。 
TTLTQG1, RST, 71315-02。Lettre: les chefs des congrégations chinoises soussignés à Monsieur le 
























 TTLTQG1, RST, 71315-02。Lettre: Monsieur Ferrand, Avocat-défenseur à Monsieur le Résident 
Supérieur au Tonkin(le 12 novembre 1912). 
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省からの興味深い報告が残されている120（写真 1－4 参照）。 
 
写真 1－4              写真 1－5 
   
写真 1－4、写真 1－5 
アメリカのはかり“Fairbanks U.S.A”に関するニンビン省からの報告。 
写真 1－5 はスケッチ部分の拡大。はかりの台座下部に、“Fairbanks U.S.A”の文字が見え
る。 
Letter l’administrateur de 3ème classe Bride Résident de France à Ninh Binh à Monsieur le Résident 
Supérieur au Tonkin. A.s. de l’application de l’arrêté du 26 Aout 1912 interdisant l’emploi dé mesures 
étrangères(le 22 novembre 1912).  
 
ニンビン省の知事は、このはかりを使ってメートル法への換算方法があることを報
告している。リーブルの銅製分銅 A と滑り金具 B は C と D、C と E の間を動くことが
でき（写真 1－5 参照）、その滑り金具というのは D から E の間で 1kg の差を量ること
                                                          
119
 TTLTQG1, RST, 71315-02。Lettre circulaire. 1er bureau. Le Résident Supérieur au Tonkin à 
Résidents chefs de province et commandants Territoire Militaire. A.s. usage de balances granduées ou 
mesures étrangères (le 6 septembre 1912). 
120
 Letter l’administrateur de 3ème classe Bride Résident de France à Ninh Binh à Monsieur le Résident 
Supérieur au Tonkin. A.s. de l’application de l’arrêté du 26 Aout 1912 interdisant l’emploi dé mesures 




















第 3 の変更点は、違反した際、その処分の根拠とされる法令が、1851 年 3 月 27 日の
法(loi)から、1905 年 8 月 1 日の法へ変更されたことである122。 





を定めたもので、1919 年 4 月 2 日に公布されている。インドシナにおいてもその法を
適用すると、1919 年 6 月 19 日に総督がアレテを出した[JOIF 1919: 1254]。一方デクレ
については、幾何学、重量、力学、時間、電力、熱、光学といったそれぞれの専門分
野の度量衡について詳細に決めたもので、1919 年 4 月 2 日に出された上記の法を充足
する形で同年 7 月 26 日に共和国大統領が署名、公布された。それをインドシナにおい
ては、同年 11 月 28 日、行政機関において適用するアレテが総督から出されている
[JOIF 1919: 2351]。このフランスでのデクレは、もちろん単位名もすべてフランス語表
                                                          
121
 TTLTQG1, RST, 71315-02。Note postale cerculaire, le Résident Supérieur au Tonkin à Résidents 
chefs de province et commandants Territoire Militaire et Maires de Hanoi et de Hai Phong (le 22 octobre 
1912). 
122
 違反した場合、刑法典 479、480、481、482 条に従って罰せられるとしているのは両アレテと
も同じである。理由がある場合に依拠する方としてあげられているのが変更前は 1851 年の法で
あり、変更後は 1905 年の法である、ということである。 
123





1912 年以降、実態のない 1919 年のアレテを除外して考えると、体系的な度量衡に関
する法令の公布は見られない。 




1936 年 6 月 6 日には、各邦において度量衡地方委員会を設置するアレテが GGI によ
って公布されているが[JOIF 1936: 1732]、これは 1936 年の通達で指示される各省にお
ける度量衡調査127を有効に実施するために設けられたものである。 
個別の単位に関しての法令として、1943年 4 月 30 日に GGIは木材や石炭の計量の際、
デジステール(décistère)、ステール(stère)とその倍量単位を用いることを義務づけた
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 TTLTQG1, RST, 71315-03。 
125
 TTLTQG1, RST, 71312。 
126
 TTLTQG1, RST, 71315-04。 
127
 TTLTQG1, RST, 71315-04。 
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北部では 1930 年代になってようやく実現した[   T ấn Dung 2003: 48]。 
 また、アンリはコーチシナではメートル法が徐々に普及していると指摘した上で、
ベトナム固有の度量衡制度を紹介しているが、トンキンとアンナンについては、メー




ティエンの「度量衡統一の必要性」[Nguyễn H   Ti n 1934: 333-336]が『南風雑誌』に
掲載されたのは 1934年であり、また 1930年代に大きな影響力を持っていた文学団体で
ある自力文団が、1938 年に出した「平民戦線の各団体の選挙に関する最小の章程」[今
井 1988: 162、187-188]、および 1941 年に出されたベトナム独立同盟綱領[アジア・ア
フリカ研究所編 1970: 229]のなかでも度量衡の統一が掲げられていた。また、1936 年












                                                          
128 TTLTQGI, RST, 71312. Lettre le Résident Supérieur au Tonkin, officer de la Légion d’Honneur, à 





















第 5 節 阮朝における植民地期ピクルの導入 






にされていないが 10 リー(Ly)＝1 ファン(phân)、10 ファン＝1 ドン(đ ng)、10 ドン＝1
ラン(  ng)、16 ラン＝１カン(cân)、10 カン＝1 イェン( ến)、10 イェン＝1 タ(  )という






























かった」[Deloustal 1910: 42]と述べている。17 世紀に北部の語彙を収録したロードの辞
書にも、ニャーが主要な単位と主張するタについては記載されていない129。一方中部
に関しては、中南部の語彙を収録し、1773 年宣教師ピニョーによって編纂された辞書
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 同辞書で補論で挙げられている単位名すべてを調べたところ、度量衡の単位として掲載され
ている単語はカン(cân)、ダウ(đấ )、カップ(   )、ホック(h  )、ダオ(đão)、ラン(  ng)、ルオン( ương)、
ネン(n n)、タン( hăng)、トゥン( hưng)、ホム(hò )であった[Rhodes 1651/1991]。 
130
 トゥンも、このタは 17 世紀半ばより後に生じた単位ではないかと推論しているが、時代背景












1930: 265]。パスキエは補論表補―23「重量単位」に示した通り 42 貫銭で 1 タとしてい
るが、シュライナーは扱う商品によって 1 タがそれぞれ 40、42.5、45、50 貫銭
[Schreiner 1901: 251]、スヴィネは仲買人によって 40、45、50 貫銭の 3 種類のタ（それ






て 3 種に分けられ、その重さは第 1 期:1.3-2.47g、第 2 期:2.05-2.3g、第 3 期:3.3-3.62g に
分布していた[ h      c Quân( h  bi n) 2005: 60]。仮に 1 通宝の重量平均値を 2.5gとし












[Nguyễn H   Ti n 1934: 333]。 
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 TTLTQGI, GGI, 9553，Statistiques commercials de la province de Rach Gia 1904-05, 1909.  
132
 阮朝の銅銭、亜鉛銭に関しては、藤原[1976: 303-324] に詳しい。 
133
 60 サーペク（銭、sap que）が 1 ティエン( i n)で、10 ティエンが 1 リガチュール（貫銭、ligature、 
ベトナム語で quan）であり    Th nh  h i        28]、つまり 1 貫銭は 600 銭であった。1922 年




















指摘している[Nguyễn Tùng 2008: 454]。 
植民地期ベトナムにおいては、植民地政府による公式度量衡制度はあったが、地方













                                                          
134
 例えばタイではピクルはハープ(hap)であり、語意は「担ぐ」である[野村・末廣 1986: 67]。 
135
 TTLTQGI,『阮朝硃本』成泰 巻 48 成泰 10 年 9 月 18 日戸部奏の条。 
136
 TTLTQGI,『阮朝硃本』維新 巻 40 維新 4 年 8 月 14 日領富安省布政使阮咨呈の条。 
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第 2 章 商業統計における度量衡とその地域的多様性―米穀計量単
位を中心に－ 
 
 第 2 章では、各省月別商業統計の中に記載されていた、米穀計量単位の事例を対象
として、トンキン、アンナン、コーチシナの省別比較を行う。米の計量には、公式計
量単位、ピクル(60kg)を用いることが、1903 年のアレテで定められていた。しかし、
実際には 1 ピクルあたりの相当重量が 60kg でない事例や、ピクル以外の単位も使用さ
れて計量されていたことが、商業統計の事例から明らかになった。 









性を規定する諸条件の概要も提示し、第 3 節以下の地域性の分析に備える。 
 商業統計には、米価の他にも様々な産品の物価が記載されており、それに伴ってそ
れぞれ計量に用いられた度量衡単位と相当量も記入されている。ここで、米に関わる
単位に着目する理由は、以下の 2 点である。 





 以上から、第 2 章では商業統計上の事例から、インドシナの地域性を明らかにする
こと、度量衡統一の過程、実態について明らかにすること、の 2 点を目的としたい。 
 
第1節 物価関連史料の概要 












ンキン各省、月別の物価統計は、1885 年から 1944 年の間に作成されたものの所在が確
認できた。これらの物価関連史料は、その特徴から時期を 2 つに分けることが出来
る。 




(Fonds du gouvernment g n r      l’Indochine、 以下GGI)、トンキン理事長官府コレクシ
ョン( on           i  n       ri  r     Ton in 、以下RST)、トンキン農業省コレクショ








次に、1935 年から 1944 年の期間に作成された各省月別の物価関連史料は、商業統計
や公設市場価格表とタイトルがつくものは確認できなかった。しかし、「第一必需品の
中の食料品価格リスト」138、「トンキン各省における食料品及び実用品の価格変動」139
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 TTLTQG1, RST, 75223-08, Listes des prix derées de 1er nécessité pour le mois des Juillet 1937 dans 
Nam Dinh, Ninh Binh, Phu Tho, Phuc Yen, Quang Yen, Son La, Son Tay, Thai Binh, Tuyen Quang, 
Vinh Yen, Yen Bay. など。 
139
 TTLTQG1, RST, 75227-02, Movements des prix des derées et Marchandises produité pratiqués dans 
les provinces au Tonkin pendent Décembre 1936. など。 
140
 その他、TTLTQG1, RST, 75227-01, Mouvement des prix des denrées et marchandaises de première 
nécessité au Tonkin pendant de Novembre 1936. 75218-06-08, 75189-02-06, 75218-03-010, Surveillance 













移管されており、それぞれアンナン理事長官府コレクション(Phông khâm sứ Trung K 、 
















トンキンに関しては、商業統計は GGI、DAT、RST の 3 つのコレクションの中に所
蔵が確認できたが、重複する部分も多い。そのため、本章では 1890 年代後半から 1908
年は GGI、それ以降 1918 年までのものは DAT に収められている商業統計（一部重複も
見られる）を対象とした。GGI 中の商業統計も、1907、1908 年に関しては 1 月-12 月ま
で、ほとんどすべての省において欠損なく保管されているが、それ以外の年について
は断片的であり、これは DAT 中の商業統計も同様である。そのため、比較的データが
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多く集まる 1900-1904、1907-1910、および 1912-1917 年のもみ、精米済み白米 1 等・2
等米の度量衡の記入事例、28 省分約 1280 事例を対象とした。 
アンナンの商業統計は、GGIにおさめられていた 1900-1909年のもみ、精米済みの米
の度量衡の記入事例 14 省分、約 360 事例を対象とした。 
コーチシナの商業統計は、同じくGGI中の1900-1909年、もみ、精米済みの米の度量
衡の記入事例 21 省分、約 500 事例を対象とした。 
(3) 商業統計の概要 
商業統計はすでに品目・等級が印刷されており、それぞれ単位名、一単位に該当す
る相当量、単位当り最高・最低価格、100kg ないし 1 リットル当りの最高・最低価格を
記入する表が設けられている（写真 2―1 参照）。   
写真 2―1  






































 他方で、カオバンでは一度リーブルの記入が見られるが、それ以外では 1901 年とい
う早い時期から 1 ピクル 60kg で統一されていた。しかし、『カオバン地誌』には「仏
領期においては、商品の流通および交換のための重量単位についての統一された規定
がなく、それぞれの地区、区域の規約に従っている」とも記述されている[U  b n nh n 



















第 2 節 対象地域の歴史的背景―各地域の勢力圏の変遷 
 第 2 節では、度量衡の地域差に影響を及ぼしたと考えられる対象地域の歴史的背景
について、特に版図拡大の過程に注目して整理する。 
(1)ダン・チョン(Đàng Trong)とダン・ゴアイ(Đàng Nogài) ―南北分裂時代 
 ベトナムは、黎利が 1428 年に明の支配から独立し、黎朝（大越国）を建てた。15 世
紀半ばまでに紅河デルタの農業を重要な基盤とし、その版図は現在の中部と北部であ
り、東南アジアでは例外的に早熟な集権的国家体制を持つ自給的で閉鎖的な自己完結
的国家となった[古田 1995: 23-24]。この背景には、15 世紀までに紅河デルタ堤防網は
基本的に完成する[桜井 1987: 237]が、その大規模な土木事業推進の過程で上級権力
が村落内部に浸透していったことが考えられる[桃木 1990: 245]。 
 黎朝は 1471 年に中部のチャムパ王国を滅ぼし、版図は現在のビンディンあたりまで
拡大した。北部紅河デルタの農業を基盤に置き内向的な農業国家として発展を遂げて
きたベトナムは、ここで海のシルクロードの重要ルートを自らの領域に併合して、国
際貿易への進出に本格的に乗り出した[古田 1995: 24]。 









南（中部）の人が 1620 年代に付けた呼び方である。この言葉の出現により、17 世紀以
降紅河デルタがベトナム唯一の文明の中心ではなくなり、ベトナム人が 2 つ別物とな
る概念が生まれた[Li Tana 1999: 16-17] 
 1651 年に出版されたアレクサンドル・ド・ロードの辞書にも、すでにダン・チョン
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ナはポルトガル人が付けたもので、マレー語の KUCHI が語源だと主張している144。 
一方グエン・ディン・ダウは、コーチは交趾の音がもとになっているが、コーチと
いう地名はインドにもあったため、誤解を避けるために「清(sin, Ts’inn)」に近いコーチ、
という意味でコーチシナ(Giao Ch  g n T n)となり、それがラテン語表記になると
Cocincina、フランス語や英語だと Cochinchina, Cochinchine、日本語、中国語だと交趾
支那となる、としている[Nguyễn Đinh Đ u 2007: 46-48]。 
 リ・タナは、一部の他の研究者はコーチは日本人が漢字で交趾と呼んでいたものが
語源だと主張しているが､16世紀まで日本はベトナムと深い関わりはないのでオールソ
ウの仮説の方が理にかなっている、と結論づけている[Li Tana 1999: 19]。 
 いずれにしても、このように 19 世紀まではコーチシナはダン・チョンのことを指し
ており、フランスが進出してからは特に南部を指す言葉となったことは、リ・タナも
指摘しているようにこれまでの研究上でも混乱している[Li Tana 1999: 18]。文献資料に
あたる際注意が必要となろう。 
 ダン・ゴアイについても、すでに外国からドンキンと呼ばれており、その表記は言





失っていたため、南部の農業開発が必要となったこと[Shigeru Ikuta 1991: 260]、中部の
平野は農業を主としているベトナム人には狭小すぎたこと[八尾 2001: 252]による。 
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1802 年以後北部に進出した[坪井 1991: 104]146。 
南進の詳しい過程については表 2―1、地図 2－1 も参照されたい。 
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[藤原 1986: 211、226]147。 
 このようにして、「南進」は明
命帝の治世（1820-1841 年）まで続    
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 鄭玖は 17 世紀末から 18 式初めにかけてハーティエン地方の統治者として知られた華僑であ
る。初めカンボジアの大官となりハーティエン地域を開拓し、カンボジアから離脱したのち阮氏
広南国に帰属し、総兵の官となった。鄭玖に関しては「広南王阮氏と華僑」「鄭玖事跡考」「鄭
玖の広南阮氏への帰附の年次」[藤原 1986: 191-235]に詳しい。 
114 
 
第 3 節 トンキン 
本節から第 5 節にかけて、商業統計上の度量衡の事例を、行政区画によって分けら
れた 3 つの地域（トンキン、アンナン、コーチシナ）ごとに分析する。 
トンキンは、1900-1917 年の 28 省、約 1280 事例を対象とする。トンキンの全体的傾
向は、米の計量に際してピクルを用いることは比較的浸透しているが、その相当量は
まだ 60kg に統一されていない。以下、ピクル以外の単位も含め、その傾向・地域的特
徴をまとめる（トンキンにおける商業統計の事例は、表 2－2 参照）。 
 
表 2－2 トンキンにおける商業統計上の度量衡の事例 
省名 1900-1903年 1904-1910年 1912-1917年
ピクル ピクル=60kg
II.6,7 V.1,2, VII,VIII.1,3-6,8,10-11 ピクル
Kｇ ピクル XII,XIII.1-9,XIV.3-12,










III.3,4 VI.1, VII.11-VIII.2,4,6-8,12 XII.10-12
ピクル＝60kg タ(Tạ)
ピクル IX 1,4 XIII.1-3
II.6 60kg 60 Kｇ












II.3 V.8, VI.1,7,8, VII.1-4,7-VIII.6,8-IX.1,4, X.1,2
ピクル=60Kg
ピクル=60kg XII.1-11,XIII-XVII.4,10,12
VI.6,8, IX.1,3,4, X.1,2 100アンナンKg(kilo annamite)
XVII.9
ピクル=60.4Kg ピクル=60.4Kg




0.5,8-11, I.4,8-9, II.1,6-7 ピクル=62Kg XII.3,6,8,XIII.6,10,XIV.1,3
III.3,5,6 V.1-3,9, VI.1,7, VII-VIII.2,4-12 60kg














































0.8,10-12, I.2,4-II.7,III.3-4 ピクル=60.4Kg XII-XV,XVI.4-9,XVII.1-6,10-12
ピクル X.1,2,4,8, VI.1,8, VII-IX.1, .X 100Kｇ
0.5-6,I.5  XVII.7-9
ピクル ピクル




































































0.4,10,12-I.2,7 VIII.1-9, IX.1,3,4, X XII.1-11,XIII-XV,XVI.7
アンナンピクル ピクル 100Kｇ
I.10-12,II.2-3 IV.4,6,10,12, V.2,4,7,8, VI.1,2 XII.12,XVI.8-10
ピクル
0.4,5, III.3,6 ピクル ピクル=60Kg
パニエ(panier)=20Kg V.1,2,8, VI.3,9, VII.2,4-11 XII.1-9,12,XIII.4-6
II.6-7 VIII.1-4,6-7,IX.1,4, X.1-7,9-12
ピクル=60kg
0.11,12, I.4,12-II.7 ピクル ピクル






















史料番号9381, 9386, 9388, 9391-9394, 9397, 9399-9400, 9403-9405, 9407, 9410-9411, 9414-9416, 9418-9420, 9422-9423,
9426-9429, 9431-9435, 9437-9439, 9442-9445, 9447, 9449-4951, 9453-9457, 9459-9463, 9465-9466, 4006-4009, 7974.










①1 ピクル＝60kg で統一されていた省とその分布 
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 1908 年において、喫水線 1.7 メートル以上の船舶が航行できたルートは以下の通りである[関
本 2006: 48-50]。①紅河：フンホア( ưng    )-ヴィエトチー(Vi t Trì)間（6 月-9 月）およびヴィ
エトチー-イェンバイ(Yên Bái)間（6 月-10 月）。②カウ(C u)川：セプト・パゴダ(Sept Pagoda)-








②ピクル 1 単位あたりの重量の差異とその分布 
トンキン各省において、1 ピクルが 60kg ではなかった省は以下の通りである。 
a)1 ピクル 60.4kg の省： ハーナム省、フンイエン省、ナムディン省 
b)1 ピクル 62kg の省： ハードン省、ハイズオン省、ニンビン省 
c)1 ピクル 63kg の省： ランソン省 
d)1 ピクル 60.45kg の省： バッカン省 
データの欠損から年代を追ってその変化を見ることができない省もあるが、ハーナ
ム省は 1910 年から、フンイエン省は 1907 年から 60kg に変更されており、トンキン全
体では 1 ピクル当り 60kg に統一されていったことがわかる。しかし、ナムディン省、
ランソン省とバッカン省にはこうした変化が見られない。ナムディン省は 1918 年にい
たっても 60.4kg を守り続けており、ランソン省も同様に 63kg から変更は見られない。
またバッカン省は、1910 年 8 月以降ピクルは使用されなかったが、1917 年 2 月から再
びピクルが使用され始めた時は 60.45kg となっていた。このピクルが使用されていなか
った期間はキログラム表示か、あるいはカン(cân)という重量単位を用いており、これ
は 1 カン当り 6.04kg であった。 
上記の a)から d)の省の位置関係を見ると、バッカン省とランソン省を除く省はハノ
イ以南のデルタ地域に集中している。この地域は米田の歴史が古い地域であり149、そ
                                                                                                                                                                          







 ベトナム北部の人口については、大西[2011: 5-6]、桜井[1997: 25]が、『漢書』地理志に見え
















ナムディン省は、1918 年に至っても 60.4kg のピクルを使い続けていた。ここは稲作
がトンキンデルタでももっとも盛んであることが知られ、鉄道によるもみ、精米済み
米の輸送量は、首都ハノイに次いで 2 番目に大きい[関本 2006: 43]。紅河とダイ(Đ  )
川という北部の 2 大河川とその支流がナムディン省内を通じて流れており、またその
幅や深さも十分に広く深かったため[Đo Đinh Nghi  , Ngo Vi  i n  n   h   V n Thư 
1927: 63]、蒸気輸送船会社のほとんどは 1875 年からナムディン省から各地への定期便
を運行していた[関本 2006: 51-52]。中心部タンロンから紅河を通り、海へと続く通り
道でもあったため、東西南北を結ぶ結節点として、行政、商業上重要な地位を築いて





かったこと[Đo Đinh Nghi  , Ngo Vi  i n  à  h   V n Thư 1927: 13-14]などが関係して
いたと考えられる。 
第 1 章第 5 節「阮朝における植民地期ピクルの導入」で検討したとおりタ、ピクルは
貫銭の重さが基準となっており、流通していた通貨にも影響を受けていた可能性があ
る。本論が用いた商業統計には、1ピアストルあたりのサーペクの換算率を記入する欄
                                                                                                                                                                          













みると、1918 年のデータではランソン省では出発 1805.4 トン、到着 222.5 トンであり、出発に



















① タ(  )：バクニン省（相当重量不詳。以下「不詳」）、ソンタイ省(62.4kg) 
② カン(cân) ：バッカン省(0.604kg) 
③ アンナンキロ(kilo annamite)：ハーザン省（不詳） 
④ キンタル・メトリック(quintal metrique)：ランソン省（不詳） 
⑤ アンナンピクル(picul annamite)：フート省(60kg)、トゥエンクアン省（不詳） 
⑥ フランスピクル(picul française) ：タイグエン省（不詳） 
⑦ ノイ(n i)：タイグエン省（もみでは 1 ノイ 20kg、精米済みの米は 1 ノイ 12kg、 
もち米はもみも精米済みも 1 ノイ 20kg と記入されている） 
⑧ リーブル(livre)：カオバン省(0.6kg) 
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 リガチュール、ティエン、サーペクについては注 92 参照。 
152
 1908 年 1－6 月、8－9 月、1910 年 4－6 月のハイニン省の商業統計に“I  n’  i               ques 
o  zin    n      ro in        i Ninh”との記入が見られる。 
153
 1908 年 12 月のランソン省の商業統計に“             n   on       mployes dans la province de 
  ng  on”との記入がある。 
154











 キンタル・メトリックは一般的には 100kg とされる単位である155。しかし、ランソ
ン省では実際に何キロに相当するか記入されていなかった。 






















                                                          
155メートル法以前（1795 年以前）の制度ではキンタルは約 48.95kg であったが、現行では 100kg
である[新倉 1999: 612-613]。 
121 
 
第 4 節 アンナン 




っては 1904 年、1908 年で一貫してピクルが用いられているがその相当量が不明である
ため、分析から外す。 
表 2－3 アンナンにおける商業統計上の度量衡の事例 
ビンディン ビントゥアン ダックラック ハーティン
ピクル=60kg ピクル=60kg ピクル=60kg ピクル=60kg
VI 11, VII 1, 4-6, 8-12 VI 10-12 VI 11,12 VI 11,12-VII-2
IX 9, X 1-3 VII 1-5,12-VIII VII,VIII ピクル=60.4kg
IX 4-9 VIII 3-12, X 1-3
X 1-9 ピクル
VII 3-6
フォン( ương)=22   g
ピクル VIII 1





カインホア ニントゥアン ゲアン フーイエン
ピクル=60kg ピクル=60.4kg ピクル=60kg ピクル=60kg
VII 5-6 IX 4-9 VII 1,2,5-10, VIII 7-9,  1-6 VIII 1-2
ピクル ピクル=62kg ピクル
VII 1-2 VII 3-4 VII 3,4, VIII 5,6,9
ホック(h  )( ) タ(  )= 0 g ピクル ザー(gi )
フオン=22.5kg(B) VI 11,12, VIII 1,2 VIII 4 VII 5-12
VII 9-10 60kg ヴォン(vuông)(P), ピクル
VII 11-12, VIII 1-2, 5,6, IX 4-6 VII 1,2
4.5フォン=100kg（P) ザー（P),ピクル（B)
2フォン6バット(bát)=100kg（B) VIII 3,4,10,12, IX 4-9
VI 11,12
クアンビン クアンナム クアンガイ クアンチ
ピクル=63kg ピクル=60kg ピクル=60kg ホック(hoc)=44kg（P), 40kg(B)
VII 7-12, VIII, IX 4-9, X V 3,4, VI 11,12, VII 1,2 VI 11-12, VII, VIII,  IX 4-9, X ユニオン(union)=40kg(B)
タ=63kg ピクル VI 11,12
VII 7-8 IV 7-9,V 6-8, VII 3-12 ホック（P),ヴォン（B)




















①1 ピクルが 60kg であった省とその分布 





ハーティン省を除く 6 省は、1904 年から 1909 年を通じて一貫して 1 ピクル 60kg で










インドシナで第 5位の規模を誇るツーラン(Turane)港[Bouault 1930(vol.2): 61]、ホイアン
の貿易港として有名なファイフォ(Faifo)港を有しており、またビンディン省もインド
シナで第 7 位に位置するクィニョン(    Nhơn)港[Bouault 1930(vol.2): 61]があった。ま
たそれ以上に、これら 2 省はそれぞれトゥーボン(Thu B n)デルタとビンディンデルタ
を有している。この二つのデルタは農業に適した耕作地であり、当時すでに中部の米
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 中部各省の人口は 1899 年のデータで以下の通り[AGI 1899: 343-368]。トゥアティエン省：ヨ
ーロッパ人（以下 E）66 人、ベトナム人（以下 A）77 万人、中国人（以下 C）375 人、カインホ
ア省およびビントゥアン省：E30 人、A13 万 2 千人、C1300 人、チャム族およびモイ族 3 万人、
クアンビン省：E22 人、A35 万人、C56 人、タインホア省：E16 人、A125 万人、C180 人、ゲア
ン省：E69 人、A86 万人、C256 人、ハーティン省：A69 万人。ビンディン省、フーイエン省、
クアンガイ省はデータなし。 
157
 トゥーボンデルタはトゥーボン川とその支流によって形成されるデルタで、面積は 1800 平方
キロメートルにおよぶ。一方、ビンディンデルタは、ダーザン(Đà  ằng)川とライザン(Lai Giang)
















②ピクル 1 単位当たりの重量の差異とその分布 
1 ピクルが 60kg でなかった省と重量の差異は以下の通りである。 
a)1 ピクル 60.4kg の省：ハーティン省、ニントゥアン省 
b)1 ピクル 62kg の省：ゲアン省 
c)1 ピクル 63kg の省：クアンビン省 
 ハーティン省、ニントゥアン省とゲアン省では、ピクル以外の単位も頻繁に用いら
れており、米を量る際ピクルがまだ主要な単位として機能していたとは言えない。こ
れら 3 省は、以下 3. 「ピクル以外の単位とその分布」で他の単位と合わせて検討する。 
 一方クアンビン省では、一貫してピクルが米の計量単位として用いられており、そ





鄭氏が、南を阮氏が領していた[藤原 1986: 236]。1627 年から 1672 年頃まで両軍の戦
闘が繰り返されたが、その後休戦が実現し、南北の境界はこのザイン川（リンザン/ 
Linh Giang）となった[藤原 1986: 254]。つまり、この地域は重要な軍事拠点として位
置づけられていたことになる。こうした軍事拠点への物資輸送はきわめて重要な国家
事業であり、長期にわたる戦いの中で、軍事物資供給を通じて度量衡が徐々に統一さ
















商業統計上では、ピクルの他に以下の 7 つの単位が確認された。ホック(h c)、 フゥ












れている[Bouault 1930(vol.2): 3]。また、カインホア省の中心、ニャチャン(Nha Trang)
では、カイ(Cái)川沿いの谷間、盆地であり、8-9 世紀の中国の史料によると、ニャチャ
ンとファンラン(Phan Rang、ニントゥアン省)、ファンリー(Phan Rí)とファンティエッ
ト(Phan Thiết、ビントゥアン省)は、中部 3 つの盆地であり、これはひとつひとつ独立
した国のようであったとある[Li Tana 1999: 21]。 









 フランス名の単位では、パニエとシャージの 2 種類がハーティン省の商業統計上で
みられた。 
 まず、パニエであるが、パニエとは籠の意味であり、前節トンキンの中でも言及し
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 フーイエン省で信仰されている鯨神は、三国志の関羽がモデルとなっており、これは中国か
らの強い影響が見られることを示している（2012 年 11 月 20 日ベトナム宗教研究院客員研究員
大西和彦氏へのインタビューによる。これはベトナム文化通信研究院フエ分院院長グエン・ヒュ





















第 5 節 コーチシナ 
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 1907 年のデータによると、フーイエン省には約 700 人の中国人が住んでおり、その多くは商
業に携わり、コーチシナと香港に向けてココナッツ、籾、トウモロコシ、アヒルの卵などを輸出
し、カインホア省でも、米、綿、トウモロコシ、たばこ、さとう、絹を輸出していた[Annuaire 





ンチ省、クアンビン省、ハティン省）が 22％となっている[満鉄東亜経済調査局 1939: 52-53]。 
162
 アンリも、籾の買い付けには 1 ピクル＝68kg であったとしている[Henry 1932: 17]。ピクルの
種類について、AGI では以下の 3 種類を紹介している[AGI 1889(2e): 399]。①米・もみ用：42.5
リガチュール（1 リガチュールは 1.5kg なので 63.750kg）、②塩用：45 リガチュール、③鉄・薪
























0 10-12. I 1, 6-9 ザー=20kg(P) ピクル=68kg(B)
II 6-12, III 3-10 ピクル=60kg(B) 0 12, I 1, III 12
0 11,I 1,3,5,9 ザー(P)
II 7,8,10,12 ピクル=68kg(B)




V 1,2, VII 3,4 IV 2,4,8,10,12
ザー=20kg(P) V 5,6
ピクル=60kg ザー=40lit(P)





ザー(gia)=40lit(P) V 1,2, VII 1-4, IX 1,2,4-9 ピクル=60kg
ピクル=62kg(B) V 1,2, VII 1-4
VII　1-2 ピクル=68kg
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 トンキンデルタの稲作の歴史に関しては、注 108 参照。トンキンは、植民地化される前には





0 9-12, I 3,5-7, II 6-12 0 9-12, I 4-6,8,9,12





IV 1-10, V 1-6, 9,10 V 3-6
VII 1-4, IX 1-5 ピクル=68kg（P)、60kg（B) ピクル=60kg
ピクル IV, V 9,10 IV,　V 1,2




100kg 0 10, I 1
0 9 ヴォン(vuon)=40lit（P)
ピクル=68kg（P)、60kg（B) ピクル=60kg(B)
ピクル=60kg 0 9,11,12,  I 1,3,5,7,9,10 0 11
0 10, I 1 II 8,10, III 12 40リットル升（P)
ピクル=60kg(B)
100kg（P),　ピクル=60kg（B) I 4-9,12, II 1, 6-12
I 3,5,7, II 7,8,10,12, III 12 III 3,4,7-12
1904年以降 ピクル=68kg（P)、60kg（B)
100kg（P),　ピクル=60kg（B) ピクル=68kg（P)、60kg（B) IV 1-3
IV 4 IV 1,4,6,8,10,12, V 1,2,5,10 40リットル升（P)
VII 1-4, IX 1-6 ピクル=60kg(B)
ピクル=60kg IV 4-10, V 1-6, 9-12
IV 2,6,8,10-12, V 1-6 ピクル=60kg ザー=40lit（P)
VII 1-4, IX 1-6 V 3,4 ピクル=60kg(B)
VII 1-4, IX 1-6
ゴーコン ロンスエン ハーティエン
1903年まで ピクル=68kg ピクル=79lit(B), 129lit(P)
0 11, I 1,3,5,7,9, II 7,8,10,12 0 10
III 2,10,12 ピクル=68kg（P)、60kg（B)
ピクル=60kg 0 11
100kg（P), ピクル=60kg（B)　 0 10-12 ピクル=60kg
III 4 I 1,5,6,8,9, II 9-12
III 1-4,10-11
1904年以降 ピクル=68kg ピクル=60kg ピクル=60kg
IV 2,4,8,10,12, V 1-6 V 3-6, VII 1,2 IV 1-6,8,10-12, V 3-6,9-10
40リットル升 ピクル=68kg VII 3,4, IX 1-3
VII 1,2 VII 3,4, VIII 12, IX 1,4 ピクル
ピクル VII 1,2, IX 4-6
VII 3,4, IX 1-6
ミート ザックザー サデック
1903年まで ピクル=45貫銭=67.95kg（P)　 ピクル=68kg（P)、60.04kg（B)
ピクル=40貫銭=60.04kg（B) 0 10, I 6-9, II 6-10
0 10-12, I 1-3,8,9,10  III 1,2,4,9-12
ピクル=68kg  II 5,7-11, III 3-12 ピクル=68kg（P)
0 11,12, I 1-3,6-11, II 4,6,8,10 ピクル=45リーブル=67.95kg（P) ピクル=60kgまたは60.04kg（B)
ピクル=40リーブル=60.04kg（B) 0 12, I 1, III 3,7,8
I 5,7 ピクル=68kg（P)、60kg（B)
II 11
1904年以降 ピクル=68kg ピクル=45貫銭=67.95kg（P)　 ピクル=68kg（P)、60.04kg（B)
IV, V 1-6, 9-10 ピクル=40貫銭=60.04kg（B) IV 1,2,4,6-12, V 3-6,9,10
ピクル IV, V 1-6,9-10, VII 1-4
VII 3,4, IX 1-6 IX 1-6 ピクル=68kg（P)、60kg（B)







1903年まで キンタル(quintal) ピクル ピクル=68kg（P)、60kg（B)
IXIX 3-9,11, 0 1 I 7 0 11, I 1,7,9,11, II 8,10,12
ピクル III 4,6,8,10,12
0 10,11 ピクル=60kg ピクル=60kg
ピクル=68kg（P)、60kg（B) 0 11, I 1,3,5,9 II 7
0 12, I 1-3,6-9, II 8-12, III II 7,8,10,12, III 4,8,10
1904年以降 ピクル=68kg（P)、60kg（B) ピクル=60kg ピクル=68kg（P)、60kg（B)
IV, V 1-6, 9,10 IV 3,4,7,8,10,12, V 3-6,10 VII 2,4,8,10,12, V 3-6,10
ピクル=60kg 40リットル升（P)、ピクル=60kg（B) ピクル=60kg
VII 1-4, IX 1-6 VII 1-4, IX 1-6 VII 1-4
トゥーダウモット チャーヴィン ヴィンロン
1903年まで 仏式40リットル升 2種類※1 ピクル=79lit(B), 129lit(P) ザー=40lit（P)、ピクル=60kg（B)
I 1,3,5,7, II 7,8,12, III 1,3,8,10 0 11
0 3,10-12, I 1-3,6-9, II 6-12, III ピクル=78lit ヴオン=20kg（P)、タ=60kg（B)
III 12 I 1
1904年以降 仏式升40リットル　4種類※2 ヴオン=20kg（P)、タ=60kg（B)
IV 1-6, V 9,10, IX 1-3 ピクル=79lit(B), 129lit(P) V 1-2, 5,6
仏式升40リットル　3種類※3 IV 2,4,6,8,10,12, V 1-6,10 ザー=20kg（P)、タ=60kg（B)
IV 7-12, V 3-6 V 3,4
仏式升40リットル　6種類※4 タ=68kg（P)、60kg（B)
VII 1-4 ピクル=60kg IX 3
仏式升40リットル VII 1-4, IX 1-6 タ=68kg







※2 仏式升40リットル=23kg（P), 31kg（B1級), 32kg(B2級),22kg(不明）
※3 仏式40リットル=23kg(P),32kg(B),22kg(不明）
※4 仏式升40リットル=23kg（P1級), 21kg(P2級), 30kg（P3級), 32kg(B1級), 31kg(B2級), 22kg(B3級)















に米の輸出を開始した[高田 1995: 154]。1877 年には南部の米は外国にもかなりの量






























の流通の独占と精米業の発展と関係が深い[高田 1979:58-59; 1994: 244]。 









とんど全てヨーロッパ人が独占していること[満鉄東亜経済調査局 1939: 47][Robequain 1939: 43]、
による。 
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 阮朝期、米は中国や諸外国へも密かに流出していた[高田 1995: 154][藤原 1986: 283-285]。 
166
 輸出米の動向については Coquelrel[1911]の巻末統計に基づき、分析されている。 
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(Gò Công)米」、「ヴィンロン(V nh  ong)米」、そして「バイサウ(Bãi Sau)米」である。






資本のスプーネ・ルナール会社で、1869 年チョロンに建設された[Coquelrel 1911: 88]168。
19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて、サイゴンとチョロンには多くの工場が開業したが、
この工場のほとんどは華僑に属する精米工場であった[Nguyen Phan Quang 2004: 120]。
一方で、サイゴンとチョロン地区以外での各省におけるコーチシナ米改良委員会及び















 コーチシナにおいて特徴的な二重計量制度は、21 省中 18 省で確認できた。これはコ
ーチシナ全土の 85％を占める。1881 年 1 月 5 日のコーチシナ知事による規定では169、
米の計量はピクルを使うよう求められている。この時 1 ピクルは慣習により 60.4kg に
定められたが、同時期、サイゴンの市場では 1 ピクル 60.738kg であった[Nguyễn Phan 
Quang 2004: 16]。19 世紀末、米の計量にピクルを用いることが規定で定められていた
にもかかわらず、1ピクル当たりの重量は統一されていなかったことがわかる。しかし












①1900 年から 1909 年を通じて、二重計量制度を使用している省とその分布 
 1900 年から 1909 年の期間中、米の計量に統一的に二重計量制度を使っていたのはチ
ョロン省、ザーディン省、ザックザー省、サデック省の 4 省である。なかでも、チョ
ロン省は一つの事例（1905 年 3-4 月）を除いて一貫して二重計量制度を使っており、ま
た上記期間中全てピクルで計量されている。南部においては、サイゴン（現在のチョロ
ンも含む）は 18 世紀から華僑による貿易、特に米輸出の中心地となっていた[Nguyễn 
Thế Anh 2008: 201]。華僑の人々は、サデック省、ミート省、ヴィンロン省への移民を
17 世紀後半から開始しており[Brocheux 1995: 11]、これらの省は先ほど述べた当時有
名な米の商標を持つヴィンロン米の生産地であるか、あるいは近接している。1930 年
代の史料によると、サデック省はもみ買い入れの一大中心地であり、チャウドック省、
ロンスエン省、カントー省の一部の移出量も吸い上げていた[Henry 1932: 347]。 
 第 2 代明命帝（在位 1820-40）が、統治の中央集権化を目指したところ、メコン川下
流のヴィンロンあたりにはすでにベトナム人社会が相当の規模に成長していた。版図
の最南端となったメコンデルタの分流、バサック（ハウ）川右岸に、ベトナム人屯田兵













った直後の 1863 年から 1882 年にかけて、この容積単位についての法律が 3回出されて
いる（第 1 章第 3 節(2)「1887 年 10 月以前」参照）。 
 ヴオンに関しては、1789 年 4 月当時の米の計量方法について『ホーチミン文化地誌』
の中で国朝正編(Qu c tri u chánh biên)から引用されており、それによると当時の米を量
133 
 
る単位はヴオンであり、ヴオンはザを意味する、とある[Tr n Văn  ià   n  Tr n B ch 
Đằng 1998: 258]。つまり、このヴオンとザという 2 種類の単位は少なくとも 16 世紀以
降から使われている旧制度の単位といえる。その容量であるが、フランスが 40 リット














40 貫銭=60.04kg、精米済みの米の計量には 1 ピクル 45 貫銭=67.95kg を使うと報告され
ている。阮朝初期、ピクルの元となったタは嘉隆通宝の貫銭の重さで計量されていた










 コーチシナでは 21 省中 8 省で二重計量制度から公式ピクルへ移行する傾向が見られ
た。その 8 省とは、バーリア省、ベンチェー省、チャウドック省、ハーテェン省、ソ
ックチャン省、チャーヴィン省、タイニン省とヴィンロン省である。 



























 タイニン省は稲作ではなくゴム栽培に適した土壌であり[Bouault 1930(vol.3): 41]、
1907 年時点で最も重要な生産品は木材であったとされることからも[Annuaire 





















タールに達していた（表 2―5 参照） 
 
表 2―5 コーチシナにおける水田面積と省面積に占める割合および成長率 
省全体
面積(ha) 1888 1898 1888 1898
バックリエウ 710298 18984.98 50175.22 2.67 7.06 264.29
バーリア 187968 7035.48 7574.28 3.74 4.03 107.66
ベンチェー 154508 13594.99 78186.29 8.80 50.60 575.11
ビエンホア 681167 26996.38 23534.35 3.96 3.46 87.18
カントー 230019 80838.02 120669.86 35.14 52.46 149.27
チャウドック 275877 10335.18 15301.58 3.75 5.55 148.05
チョロン市 128007 58032.51 59184.35 45.34 46.24 101.98
ザーディン※3 181725 39662.02 45400.15 21.83 24.98 114.47
ゴーコン 61910 36713.59 37151.5 59.30 60.01 101.19
ハーテェン※1、2 169125 730.04 2396.93 0.43 1.42 328.33
ロンスエン 264433 39706.06 42360.24 15.02 16.02 106.68
ミート 229844 84602.04 90893.92 36.81 39.55 107.44
ラックザー※1 593263 29403.12 70331.13 4.96 11.85 239.20
サデック 152017 46040.58 61500.38 30.29 40.46 133.58
ソックチャン 241413 75380.78 144409.48 31.22 59.82 191.57
タンアン 379284 39030.78 41871.86 10.29 11.04 107.28
タイニン 451654 10334.23 13674.72 2.29 3.03 132.32
トゥーザウモット※1 279341 8865.37 10983.45 3.17 3.93 123.89
チャーヴィン 203407 108798 117288.44 53.49 57.66 107.80
ヴィンロン 114746 69712.72 77394.08 60.75 67.45 111.02


























ンは同じように使われる容積単位であるが、ここでは 1 ザ、1 ヴオンは 20kg あるいは
23kg と重量単位として記載されている。20 世紀初頭、主要な輸出商品となっていたの
は精米済みの米であり、明命帝政期（1820-1840 年）にはヴィンロン省周辺にはすでに


















ゥーザウモット省、バックリエウ省、カントー省、タンアン省の 4 省である。 











1897 年[Lâm Hiếu Trung et al 2001 (vol. 1): 39]であり、表 2―5 で示されているように、
省内の水田専有面積も 1898 年の時点で 4％に留まっている。さらに米の自給率を見て
みると 1918 年―1930 年の平均的動向として、コーチシナは 20 省中米を移出できてい













・ザ：バックリエウ省(40 リットル)、ベンチェー省(23kg、40 リットル) 
   バーリア省(20kg)、カップサンジャック省(20kg) 
  ザーディン省(40 リットル)、ヴィンロン省(40 リットル、20kg) 
・ヴオン：ザーディン省(40 リットル) 
・40 リットル単位(Mesure de 40 lit)：ゴコン省（不明）、タンアン省（不明）、 
ベンチェー省（不明）、トゥーザウモット省(21-33kg) 
・20 リットル単位(Mesure de 20 lit)：バックリエウ省(13kg) 
  







ヘビの楽園であった[高田 1995 : 136]。メコンデルタの地形区分は高田[1988]に詳しい。 
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 まず、ザ、ヴオン、リットルの 3 つの単位について再度整理すると、コーチシナに
おいて 1863 年ではヴオン＝40 リットル、1870 年ではヴオン＝20 リットル、1882 年で
はそれぞれ 10リットル、20リットル、40リットルの容積計量器が認められており、さ
らに 1903 年のアレテではザについても容積単位として掲載されている（第 1 章第 3 節
（2）②「インドシナにおける度量衡関連法とメートル法の受容」参照）。 






 バックリエウ省のみ、1 単位あたり 20 リットルの升も使われおり、これはこの省で
は一般的な計量単位である 40 リットルのザも普及しておらず、歴史的にも新しい地域
で、経済規模も小さい地域であったことがうかがえる。 
























ナム人だけでなく華僑もこの地に移り住み、クーラオフォー(Cu Lao Ph )は 1776 年ま
で南部ベトナムの中心であり続けた。その後西部地域の開拓が始まり、中心地はサイ
ゴンへ移った。1873 年、ビエンホア省は米不足に直面し、コーチシナ西部から米を買




アンリの 1932 年の米穀流動図を見ても（地図 2―2 参照）、その流通経路にビエンホア
は含まれていない。  
地図 2―2 米穀流動図 
 

























第 6 節 行政区画を超えた地域性、共通文化圏の検討 
 
































































































































































第 3 章 度量衡統一に向けた模索―トンキンの事例― 
 
第 1 節 トンキン理事長官が発信した度量衡統一に関する通達 
















⑦1936 年 11 月 17 日「各省における度量衡の実態調査依頼」178 
 
これらの通達は、①現状把握のための現地調査依頼（1901 年、1911 年、1936 年）、
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 TTLTQGI, RST, 71315,     i   ion    Ton in     n In o hin               ri     r nçais 
1886-1900. 
173
 TTLTQGI，RST，     -0       i   ion    Ton in     n In o hin               ri     r nçais 1901. 
174
 TTLTQGI，RST，71315-02, Application a  Ton in     n In o hin               ri     r nçais 
1903-1912. 
175
 TTLTQGI，RST，     -02      i   ion    Ton in     n In o hin              ri     r nçais 
1903-1912. 
176
 TTLTQGI，RST，     -0       i   ion    Ton in     n In o hin               ri     r nçais 
1914-1934. 
177
 TTLTQGI，RST，71312,     n  ion    Ton in       r g    n   ion      oi          r    n 
application en Cochinchine et au Cambodge 1899-1937. 
178
















 本章では、上記②にあたる「度量衡統一に関する賛否とその理由を求める通達 4 本

































第 2 節 1898 年の通達およびその回答 
(1) 1898 年の通達 
 1898 年 12 月 29 日付けで、トンキン理事長官は各省知事、副知事およびホアビンとヴ
ァンブー政府に対して、また同日同内容を軍区の司令官に対して 2 通の通達を出して





である（表 3－1「1898 年の通達とその回答」参照）。 
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ンス革命暦 3 年 7 月 18 日と 1837 年 7 月 4 日に許可した度量衡、あるいは添付
の第 1表、あるいはこのアレテ第 2条の度量衡以外の度量衡の使用は禁じられ
る。 










第 5 条： 計量検定員と副計量検定委員の証書記録は、手書きで書かれなくてはならな
い。これは反証が提起されるまでは正当な証拠となる。 
第 6 条： 全ての計量器は、使用する前にサイゴンとチョロンの村々では直接税の徴税
監督官事務所で、その他の地域では省都の公共企業体における主要な倉庫管
理事務所で検印を受けなくてはならない。 














    年次の検定には以下の税が徴収される。 
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    長さ：0.08 ピアストル、重さ：0.06 ピアストル、容積：0.1 ピアストル、天
秤：0.2ピアストル、竿ばかり：0.4ピアストル、台ばかり：1.25ピアストル。 




第 12 条：徴収された税は、税・関税局の歳入に組み入れられる。 
第 13 条：全ての不許可、不備、変造された計量器は廃棄される。 
第 14 条：不許可、最初の検印のない計量器あるいは年次検印を提出しない者、その所
有者は、刑法典 479 条第 6 項に従って罰せられる。 
第 15 条：このアレテの違反は、刑法典 479 条、480 条、481 条と 482 条に従って罰せら
れる。ただし、植民地において有効な刑法典 423 条および 1851 年 3 月 27 日
の法律の適用を妨げない。 
第 16 条：計量検定員と副計量検定委員は、各年以下の手当を受け取る。 
     500 フラン：主任倉庫管理人と区画長、計量検定員 
     200 フラン：副計量検定委員の活動をした人員または団体（2 名以上いる場
合は、その人員または団体で配分する）。 
第 17 条：以前のアレテは全て廃止する。 
暫定的条項 
第 18 条：このアレテは 1899 年 1 月 1 日からしか執行されない。これまでにすでに使わ
れている計量器は、計量検定員の事務所で検印される。卸売商のためには、
省都で、その他に対しては役所で行う。 
第 19 条：インドシナ税・関税局がこのアレテの実行・執行の責を負う。 
 






して基本的に賛成している省が 4 省、反対している省が 15 省ある。ヴァンブー省は、
アレテ案に対する基本姿勢を明らかにしないまま、修正が必要と思われる条項とその
修正案についてのみ報告している（以下、論点 2 の検討参照）。 


























































1889 年の段階で男子校 14 校、女子校が 7 校あり、生徒数は男子 2673 名、女子 1055 名
であった[AGI 1889(1er): 113]。一方、トンキンにおいては、その 10 年後の 1899 年の時

















































次に、論点 2 について、条項別に各省からの変更・修正案をまとめる。 
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 ヴオン以外の計量器としてあげられているのは、パニエ(panier)、ピクル(picul)、ダウ(đấu)、










































を 350 フランに引き上げるべきだと答えている。 
暫定的条項である第 18 条は、このアレテを施行する日付に関してであるが、フンイ
エン省が数ヶ月の猶予を与えるべき、ニンビン省が 2 年以内に行うのは不可能である

















































































第 3 節 1910 年の通達およびその回答 
(1) 1910 年の通達 
1910 年 3 月 22 日付けの総督からの要望により、1910 年 4 月 15 日トンキン理事長官
はトンキン各省、各軍区、各都市の長に通達を発信している。それに対して全 29 省中
28 省の回答が残っている181。 
トンキン理事長官が各省知事に回答を要求した論点は以下の 4 つである（表 3―2
「1910 年通達の論点 1-4」参照）。 
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 au Tonkin et en Indochine du      me   trique français 1901より筆者作成。  
 
(2) 各省の回答―回答を求められている点に関して－ 



























年よりかけられており[H  Tuấn Dung 2003: 74]、その際効率的に課税するため計量制度
が導入された可能性がある。使われていた単位はピクルであり、前述の通り 1904 年に
公式ピクルは 60kg とされている。しかし 1906 年に至っても塩の徴税は 1 タ(t 、 タは
ピクルのベトナム語名)＝100kg で行われていた[H  Tuấn Dung 2003: 76]ともあり、はっ
きりしない。 






































































第 4 節 1921 年の通達およびその回答 
(1) 1921 年の通達 
1921 年の通達は、1920 年 12 月 29 日、総督から各地方行政の長へ依頼があり、1921
年 1 月 13 日トンキン理事長官はトンキン各省、各軍区、各都市の長に通達を発信して
いる。それに対して全 29 省中 18 省の回答が残っている183。 
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（出所）ベトナム国家第一文書館トンキン理事長官府コレクションNo.71315-03, Application du      me   trique





























オンボー( ng bơ)と呼ばれ家庭での米の計量にも広く使われている（写真 3－1 参照）。 




ホップボー(hợ  bơ, boîte de beurre)とホップスア













毎年 22ー23 万缶輸入していた。1937 年では缶詰輸入全体に占めるミルク缶の割合は
25.9％（金額ベース）、20.8%（重量ベース）を占め、ミルク缶中のコンデンスミルク
缶の割合は重量、金額ベースともに 95％以上を占めている[大東亜罐詰産業協力会 
1943: 11、 仏印罐詰輸入統計]。 
 
                                                          
184
 一般的には、オンボーといえばオント(ông  họ)のコンデンスミルク缶を指す。オントとは「お
じいさん」のことで、パッケージに白髪のおじいさんのキャラクターが描かれているのでそう呼
ばれる。 











   
 
1932年に発行された婦女新聞













4 章第 2 節第 2 項④「容積単位」参照）、1936 年の現地
調査報告でも、ニンビン省では、ネスレのホップボーと
メーカー名も具体的に報告している事例も見られる（第






















































(G.Dumoutier)の絵などにも見られ[Huard et Durand 1954: 172, 203]（図 3－1 参照）、現在
でも、特に北部において自転車や天秤棒で移動しながら販売する人たちの間で使われ






























（出所）[Huard et Durand 1954: 172]
G.ドュムーティエの図版による。
図3－1






















第 5 節 1927 年の通達およびその回答 
(1) 1927 年の通達 
1927 年 9 月 9 日、トンキン理事長官は各省知事に宛てて通達を発信している。この
中で、トンキン理事長官府は 1911 年 10 月 27 日にコーチシナで公布された度量衡に関
するデクレをトンキンにおいても適用する意向があることを示している。このデクレ
は 1911 年 12 月 14 日にコーチシナにおいて施行され、同様のデクレは 1914 年にカンボ



































（出所）ベトナム国家第一文書館トンキン理事長官府コレクションNo.71312, Extention au Tonkin de la réglementation
 des poids et mesures en application en Cochinchin et au Cambodge 1899-1937より筆者作成。  
 
ここで、1911 年 10 月 27 日のデクレの内容について、再度簡単にまとめると以下のよ
うになる。 
第 1 条：コーチシナ全域において、以下の度量衡制度を使用することを定める。 
第 2、3、4 及び 6 条：計量器の製造方法について（材質、形式、寸法など） 
第 5 条：ピクルの正式重量について 
第 7 条：商人に対する度量衡計量器の配布について 
第 8、9 条：計量検定担当者の職務について 
第 10―16 条：年次計量検定における認定計量器への認可済み証明の記載方法について 
第 17、18 条：違法行為について 
第 19 条：計量検定に伴う経費について 
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ープ 18 省のなかで約 6 割の 11 省（ハノイ、ハイフォン、フンイエン、キエンアン、ラ
ンソン、ラオカイ、ニンビン、ソンラー、ソンタイ、ヴィンイエン、カオバン）であ
る。 
 残りの 8 省のうち 7 省（バックザン、ハーナム、ナムディン、フックイエン、トゥエ
ンクアン、ハーザン、ランソン）は、公式度量衡計量器を準備するのに時間が必要であ
り、このデクレはすぐには実現不可能であるとしている。具体的には、トゥエンクア




































































































第 6 節 度量衡統一に対する姿勢・変化とその背景－各省の回答から－ 





たが、1927 年ではトンキン内の約 7 割が賛成の姿勢を見せ、一見導入に対する考え方、
意見が時代の変遷と共に逆転したかのようにみえる。 



































































































通達と、その回答（1901 年、1911 年、1936 年）について考察し、フランス植民地期を
通じトンキン各省において用いられていた度量衡制度がいかなるものであったか、お
よびメートル法への移行の過程について検討する。 











第 1 節 1901 年の通達および現地調査報告 
(1) 1901 年の通達 
 1901 年 9 月 9 日、トンキン理事長官からハノイ、ハイフォン市市長および各省知事
に対して現地調査依頼の通達が出されている（写真 4－1 参照）。 
 
写真 4－1 1901 年 9 月 9 日の通達（1 枚目） 
 
第 3 章で取り上げた通り、1898 年税・関税局によって準
備されたアレテ案に対しての意見はすでに各省から提出済
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 現地で使われている単位として報告された長さの単位系は、表 4―1 の通りである。 
表 4―1 各省において用いられている長さの単位（1901 年） 
相当 換算値
長さ (メートル)
グー（Ngũ） 5 トゥオック 2 バックザン、フンホア、ニンビン*2、クアンイエン、ヴィンイエン*3
チュオン（ rượng） 10 トゥオック 4 バックザン、カウドー(4.2m)、ハーナム、フンホア、フンイエン、
ニンビン*2、クアンイエン、ヴィンイエン*3
リー（Ly） 180 チュオン 720 カウドー(150チュオン=630m)、フンイエン(150チュオン=600m)
ダム（  m） 1000 チュオン 4000 なし
トゥオック（Thước*1） 10 タック 0.4 バックザン、バッカン、カウドー(0.42m)、フンホア、フンイエン、
タイグエン、クアンイエン、イエンバイ*4、ヴィンイエン*3
タック（Tấc） 1/10 トゥオック 0.04 バックザン、バッカン、カウドー(0.042m)、フンホア、フンイエン、
クアンイエン、イエンバイ、ヴィンイエン*3
ファン（Phân） 1/100 トゥオック 0.004 バックザン、バッカン、カウドー(0.0042m)、フンホア、フンイエン、
クアンイエン、イエンバイ、ヴィンイエン*3

























 次に、3 種類のトゥオックが報告されている省が 4 省ある（この 3 種類のトゥオック
については、補論第 2 節(1)「長さの単位」も参照されたい）。そのうちフーリエン省
は、表 4―2 のように、その倍量単位、分量単位についても報告が見られる。 
 
表 4―2 現地で使われいる 3 種類のトゥオック（1901 年フーリエン省の事例） 
倍量単位 チュオン(Trượng) 10　トゥオック チャウ(Ch  ) 40 トゥオック
グー(Ng ) 5　トゥオック ドゥオン(Đượng) 20　トゥオック
基本単位
タット（Tất） 1/10 トゥオック タット（Tất） 1/10 トゥオック タット（Tất） 1/10 トゥオック
分量単位 ファン（Phân） 1/10　タック ファン（Phân） 1/10　タック ファン（Phân） 1/10　タック
リー（Ly） 1/10 ファン リー（Ly） 1/10 ファン リー（Ly） 1/10 ファン








(Thướ     ) (Thướ  đo r  ng)
 
 







写真 4－1                   写真 4－2 
 写真 4－1、4－2 
現在使われているトゥオック・ヴァイ。襟ぐり、袖ぐりのために片側が弓形になっている。
現在のトゥオック・ヴァイは 50 センチメートル。2012 年 8 月 4 日ハノイ市南部ハードン区
















































表 4―3 現地で使われている面積単位（1901 年） 
相当 換算値
面積 (㎡）
マウ（Mẫu）*1 10 サオ 3600 ハノイ*2、フンホア(6000㎡)、フーリエン、タイグエン*2
イエンバイ(50アール）、ヴィンイエン
サオ（ ào） 1/10 マウ 360 ハノイ*2、フンホア(600㎡)、フーリエン、イエンバイ(5アール）
ヴィンイエン
トゥオック（Thước） 1/15 サオ 24 ハノイ*2、フンホア(0.4㎡)、フーリエン、イエンバイ(33㎡)、ヴィンイエン
タック（Tấc） 1/10 トゥオック 2.4 フーリエン、イエンバイ(3.33㎡)、ヴィンイエン
ファン（Phân） 1/10 タック 0.24 フーリエン、ヴィンイエン












 また、9 省のうち 4 省は、表 4―3 とは異なる単位系を報告している（表 4―4 参照）。 
 
表 4―4 異なる面積単位系を示した 4 省とその単位系 
マウ(Mẫu) 10サオ 3969㎡ マウ(Mẫu) 150平方トゥオック 3600㎡
サオ( ào) 90カーン 396.9㎡ サオ( ào) 1/10マウ 360㎡
ミエン(Miếng) 36㎡
カーン( hẩn) 1平方グー 4.41㎡ カーン( hẩn) 3.6㎡
グー(Ng ) 5トゥオック 2.1メートル タン(Thang) 0.936メートル
マウ(Mẫu) 3600㎡ マウ(Mẫu) 10サオ 3600㎡
サオ( ào) 360㎡ サオ( ào) 360㎡
ガム(Ngâm) 120㎡
ミエン(Miếng) 40㎡ ミエン(Miếng) 3平方グー 36㎡
フエット(     ) 4㎡ グー(Ng ) 5平方トゥオック 2㎡













 現地で使われている重量単位は、基本的には 1936 年で報告された表に見られる単位
が主であるが、その相当量は非常に多岐にわたっている（表 4―5 参照）。 
 
表 4―5 現地で使われている重量単位（1901 年） 
相当量 換算値
(kg,g)
イエン（Yến） 10 カン 6 kg 11省
タ（T ） 10 イエン 60 kg 14省
タン（Tấn） 10 タ 600 kg なし
カン（Cân） 16 ラン 600 g 12省
ラン（  ng） 1/16 カン 37.50g 10省
ドン･カン（Đ ng cân） 1/10 ラン 3.75g 10省
ファン（phân） 1/10 ドン・カン 0.375g 9省
リー（Ly） 1/10 ファン 0.0375g ホアビン(0.03775g)、ヴィンイエン(0.0398g)
例外
1. イエン，タ，カンについて






























 ネン(nén)は、バックザン省では 360 グラム、フンイエン省では約 6.04 グラムである
とされ、その相当量は地域によって大きく開きがある。 
 ビン(bình)という単位も、バックザン省のみ報告しているが、相当量は 31.24kg でタ
の半量となっている。 









 ホアビン省は、①カン・タ(cân t )：ピクルで量る、96.640kg まで計測可能、②カ
ン・チュン・ビン：2.189kg まで計測可能、③カン・ティエウ・リー：硬貨、アヘン、
金、銀用、207.625 グラムまで計測可能、の 3 種類を報告している。計量器は竿ばかり
であるが、それぞれ非常に異なるとも指摘している。 
 ハノイ市は、カン・タ：366.66kg まで計測可能（1 目盛り 5.5 イエン）、カン・チュ
ン・ビン：20 ランまで（20 目盛り、1 目盛り 41.15 グラム）を挙げているが、3 つめは
カン・ティエウ・リーではなくカン・イエン(cân yến)：62 ランまで、というはかりを
報告している。計量器に関して、市場では区別なくフランスのはかりやベトナムの竿
ばかりが使われ、これは 500 グラムのリーブルで量っても、0.704kg のカンで量っても、
現地の人はどんな困難も感じないという根拠となる、と指摘している。 
 次に、2 種類のはかりを報告しているのは 2 省ある。トゥエンクアン省はカン・チュ





れら 2 つのはかりは、中国にその起源を求められると報告されている。 






は避ける。1936 年で報告された容積単位の表（表 4－15 参照）では、タン(thang)、トゥ






 タンについては、クアンイエン省のみ報告しており、相当量は 1/26 ホック=32.76 平
方センチメートルであった。トゥン(thùng)についてはヴィンイエン省が米の計量に使















  カップ：1/250 ホック、あるいは 1/390 ホック、トゥオック：1/10 カップ、サオ：
1/100 カップ、トアット(tóat)：1/1000 カップ、米用：フゥオン( hương)：300 カップ、














 ホック＝2 フゥオン 
 ダウ＝1/5 フゥオン 
 タン( hăng)＝1/10 ダウ 
 トゥオック( hược)＝1/10 タン 
 カップ＝1/10 トゥオック＝一握り 
  ②商業用単位系 
 小ズオック(giược)＝2 センチリットル 
 ズオック＝10 センチリットル 











ンイエン省でも、トゥン(thùng)＝パニエ＝20kg 強、2 パニエ＝1 シャージ(charge)、3 パ




















ダウと共に 2 バット=1 ダウなどと報告される単位、および計量器であるが、ダウの状
況が示しているように、そのダウと連携しているバットも、限りなく多様であること











ンチリットル、小ズオック(giuoc nho)＝5 センチリットル、小ズオック(giuoc be)＝2 セ




ス語で椀)分=約 0.7kg、3 ボール=約 1.005kg、バックザン省：10 バット、蜂蜜、カルダモンなど
の高いものを量る際は 5 バット、ハノイ市：穀物用 1.25 リットル、液体用 1 リットル、ホアビ
ン省：大ダウ=3 タス(tasse, フランス語でカップ)=915.15 グラム（米用の場合）、小ダウ=2 タ
ス、ニンビン省：もみの場合小ダウ=468.75 グラム、中ダウ=585.937 グラム、大ダウ=703.125 グ
ラム、米の場合小ダウ=585.937 グラム、中ダウ=732.421 グラム、大ダウ=878.960 グラム、カウ




=21.84 立方センチメートル、トゥエンクアン省：1kg あるいは 0.6kg（実際は人による）、ニン













いが、第 3 章で検討した 1898 年の通達に対する回答で、バッカン省が省内で用いられ
ている計量器のスケッチを添付している。このスケッチからも、容積に関しては生活
の中で各個人個人によって所有されていた食器などが計量器として使われていたこと
がわかる（写真 4－2、写真 4－3 参照）。 
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 段階的に導入することと関連して、地域を限定することを望んでいる省が 5 省、メ
ートル法を使用する取引、業務などを限定する方法を示している省が 3 省、単位によ















































































 チュオン・タイ( rượng tây)：キロメートル 
 タン・タイ(tân tây)：デカメートル（10 メートル、ダム） 
 トゥオック( hước)：1900 年鋳造直径 2.5 センチメートルの 
20 セント硬貨 40 枚分=1 メートル 
















した長さの単位系は、1 トゥオック=20 セント硬貨 40 枚分=1 メートル=10 タック=100
ファンと、分量単位はタイビン省と同じである。倍量単位に関しては、十進法に変更




エン省は 1 トゥオックの相当する長さは 0.5 メートルとしている。 







5 アンパン(empan:親指と小指を張った長さ)=1 メートル=トゥオック・タイ( hước tây) 
10トゥオック・タイ=1タイ・バック・スィック(tây bách xích：西百尺)=100メートル 
10 タイ・バック・スィック=1 タイ・チュオン(     rượng：西丈) 
10 タイ・チュオン=1 タイ・ニャット・リー(tây nhất ly：西一里)  
 ホアビン省の知事は、20 人のアンパンを実際に調査し、平均が 20 センチメートルで











 面積単位系の新たな案を提示している省は 3 省ある。最初に、ハーナム省は表 4―3
の単位系のチュオン（4 メートル）を 1 メートルとし、以下の単位系を示している。 
1 平方チュオン＝1 平方メートル 
 25×1 平方チュオン=1 アール 
  マウ=900 平方チュオン 
 次に、表 4―4 の単位系を十進法に修正したものとして、カウドー省が以下の単位系
を提示している。 
 1 カーン=1 平方トゥオック=1 センチアール 
 1 サオ=100 カウ=1 アール 





 5 アンパン×5 アンパン 
=タイ・ニャット・フゥオン・スィック(tây nhấ   hương    h  西一方尺) 
=1 センチアール 
 100 タイ・ニャット・フゥオン・チュオン(tây nhấ   hương  rượng: 西一方丈 ) 










 重量単位について言及が見られるのは 5 省である。 
 まず 1kg に対応する単位として、タイグエン省はイエン(yến)を採用し、カン(cân)を
100グラムに対応させている。一方カウドー省は、基本単位をどれにするか、また原器
をどうするかは決められないとしながらも、フランス共和国の刻印があり、穴が空い
ていない 1 セント銅硬貨 1 枚がちょうど 10 グラムであることを利用し、1kg はカンに
対応させ、以下の単位系を示している。 
 タ(t )=10 イエン(yến)=100kg 
194 
 
  イエン=10 カン(cân)=10kg 
 カン=100 ラン(l ng)=1kg  
 ラン=10 ドン(đ ng)=10 グラム（1 セント銅硬貨 1 枚分の重さ） 
 ドン=10 ファン(phân)=1 グラム 
 ファン=デシグラム 
 ホアビン省は、1kg をやはりカンに対応させながら、単位系だけでなく 3 種類のはか
りも同時に提案している。最も大きいはかりはカン・タ・タイ(cân t  tây)であり、10kg、
1kg、0.5kg の区分だとしている。中間のはかりはカン・チュン・ビン・タイ(cân trung 
bình tây)であり、10kg まで量れる。その区分は 1kg（カン）、1 ヘクトグラム（100 グラ
ム：ラン）、0.5 ヘクトグラム（50 グラム、ドン）である。最も小さいはかりはカン・






あったと思われる。はかり 3 種類も、1911 年の調査で各省から報告されているもっと
も代表的な 3 種類のはかり（次項参照）に西洋を示すタイをつけた名称にしており、慣
習を生かした提案であるといえる。 




 容積単位については、8 省が回答を寄せている。 





量に対応させている。大ダウを 1kg とし、この新しいダウはダウ・タイ(đấu tây)と呼ば
せる。10 ダウ・タイ=1 トゥン・タイ(thùng tây)=10kg と倍量単位も示されている。 
 フンイエン省は、液体の単位はアルコール公社ができて以来リットルがよく知られ
ているとして、「リットル」にそのまま変更できる、としている。 




























第 2 節 1911 年の通達および現地調査報告 
(1) 1911 年の通達 






































En réponse à votre lettre no.1649 par laquelle vous m’avez invité à vous faire connaitre par 
détail les poids et mesures d’usage local employés dans la province, j’ai l’honneur de vous 
faire connaitre queles bascules et les mesures étaient autrefois dans les années par 
l’Administration, aux bureaux administratifs et aux particuliers pour servir de modele et 
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pour l’usage public. Elles étaient fabriquées d’une façon déterminée. Aussi dans la loi 
annamite, un article a été prevu au sujet de l’interdiction de construire de son propre désir, 
une mesure, une bascule ou un mètre qui ne se conforment pas aux règles.…（以下、略）。 
 
②ベトナム語 
Gi  nh i t  tự no.1649 h i v  ở t nh nà   ngư i    đong  ư ng như  hế nào. K  rõ từng 
kho n, trình đ  quan lớn biết. 
Tôi xét nh ng   i   n   i đấu, từ đ i Gia Long Minh M nh
マ マ
 đã  à    n đấu, ban cho sở 
 ông  à nhà ri ng đ  rùng  Cũng đã     i u mẫu nhấ  định, xem trong lu t Annamites có 
đi u cấm v  vi c làm riêng nh ng đấ    n  à   i  hước. (Trong lu t có m t kh an rằng : 
nế   à  đấ    n  à  hướ  ri ng   à đ   nh ng cái đẩu
マ マ
 c a công, mà làm nhớn hơn   n 
h    à  b      đi…（以下、略）。 
 
③漢文 









































 各省から報告された長さの単位で、主要なものは表 4－6 の通りである。 
 
表 4－6 各省において用いられている長さの単位（1911 年） 
相当 換算値
長さ (メートル)
グー（Ngũ） 5 トゥオック 2 ハノイ、ハードン、ハイズオン(=b )、ニンビン、フート
タイビン、タイグエン(換算値不明）
チュオン（ rượng） 10 トゥオック 4 ハノイ、ハードン、ハイズオン、ニンビン、フート
タイビン、タイグエン(換算値不明）、イエンバイ
リー（Lý） 180 トゥオン 720 ランソン(đ        8  )、タイビン(135チュオン=540m)
ダム（Đ m） 1000 トゥオン 4000 ランソン(đ        8  )
トゥオック（Thước*1） 10 タック 0.4 18省*2
タック（Tấc） 1/10 トゥオック 0.04 ハノイ、ハードン、ハイズオン、ランソン、フート、
タイビン、イエンバイ
ファン（Phân） 1/100 トゥオック 0.004 ハノイ、ハードン、ハイズオン、ニンビン、フート
タイビン










 長さの基本単位であるトゥオックは 18 省から報告が見られるが、約半数の 8 省から
3 種のトゥオックの報告も見られる。 
 長さの計量器、定規については、以下の 3 種類が報告されている。 
 まず、建築に主に用いられるトゥオク・モック( hước m c)について報告している省
が 4 省ある。ソンタイ省とトゥエンクアン省はトゥオック・クアン・モック（官木尺、
 hước quan m c）、フート省がトゥオック・モック、ベトナム語名は出していないが、
「大工用のトゥオック」と報告しているのがハイズオン省である。これら 4 省で言及さ
れているトゥオックは、それぞれソンタイ省が 50 センチメートル、トゥエンクアン省




 次に土地の測量用のトゥオックを報告している省が 4 省ある。ソンタイ省とトゥエ
ンクアン省はトゥオック・クアン・ディエン（官田尺、 hướ     n đi n）、ナムディン
省とフート省がトゥオック・ズォン( hước ru ng)と表記しており、ナムディン省以外は
その相当長さは 40 センチメートルとしている。ナムディン省は、具体的なメートル法
で換算した長さは示さず、明命通宝 18 枚分の長さ、と報告している。 
 最後に、布の長さを測るトゥオックを報告している省が、5省ある。ソンタイ省とト
ゥエンクアン省は、トゥオック・クアン・フン（官縫尺、 hước quan phùng）、ナムデ
















（tây は「西」の意味）と呼ばれており、分量単位も同様に 0.1 メートルはタック・タ
イ(tấc tây)、0.01 メートルはファン・タイ(phân tây)と、ベトナム式の単位名にタイを付
けて区別することが書かれている。ベトナム式とはっきり対照させるために、ベトナ
ム単位名に annam を付けたタック・アンナン(tấc annam)、ファン・アンナン(phân 
annam)、も合わせて紹介している。また、フランスの 1 メートルに対応する単位とし
て、ボ(b )＝2.5 トゥオック＝1 メートル（トゥオック・タイ）を挙げている。 
 以上、定規に関して見てみると、面積を測るトゥオックに関しては、呼び方も漢越






















 9 省中 7 省で使われていた単位系は、表 4－7 の通りである。 
 
表 4－7 各省において用いられている面積単位（1911 年） 
相当 換算値
面積 (㎡）
マウ（Mẫu）*1 10 サオ 3600 カオバン*2、ハードン、ハイズオン、キエンアン(2969㎡）
タイグエン、イエンバイ(換算値不明)
サオ（ ào） 1/10 マウ 360 ハードン、ハイズオン、フート（換算値不明）、イエンバイ
トゥオック（Thước） 1/15 サオ 24 ハードン、ハイズオン、フート（換算値不明）、イエンバイ
タック（Tấc） 1/10 トゥオック 2.4 ハードン、ハイズオン(thôn)
ファン（Phân） 1/10 タック 0.24 ハードン、ハイズオン(6リー=0.24㎡）


















表 4－8 ハイフォン市とタイビン省で用いられていた面積単位（1911 年） 
ハイフォン
マウ(Mẫu) 3000㎡ 10サオ 3600㎡
サオ( ào) 300㎡ 10ミエン 360㎡
ミエン(Miếng) 36㎡ 9タン 36㎡
タン(Than) 4㎡ 25平方トゥオック 4㎡
ガン(Gang) 0.04㎡ ー 0.04㎡
タイビン
 
 表 4－7、4－8 の違いは、1901 年の調査報告でヴィンイエン省が前者が民間、後者が
行政が使用する単位系であると報告している。表 4－8 は、1901 年の報告で見られる 4







 主に使われている重量単位は、表 4－9 に示したとおりである。 
 
表 4－9 各省において用いられている重量単位（1911 年） 
相当量 換算値
(kg,g)
イエン（Yến） 10 カン 6 kg ハードン、ハイズオン、キエンアン、ライチャウ
ニンビン、フート、ソンタイ、タイグエン
タ（T ） 10 イエン 60 kg 16省
タン（Tấn） 10 タ 600 kg なし
カン（Cân） 16 ラン 600 g 16省
ラン（  ng） 1/16 カン 37.50g 13省
ドン･カン（Đ ng cân） 1/10 ラン 3.75g 9省
ファン（phân） 1/10 ドン・カン 0.375g 8省
リー（Ly） 1/10 ファン 0.0375g ハイズオン、ハイニン、ニンビン、タイグエン
例外
1. イエン、タ、カンについて 2. イエン、タについて
　キエンアン：6.34kg, 63,4kg, 634g 　ハイズオン：6.045kg, 60.45kg
ニンビン: 6.045kg, 60.45kg, 604.5g
3. タ、カンについて 4. タのみについて
　ハイフォン：64kg, 640g 　ランソン：100kg, トゥエンクアン：60.4kg
5. カンのみについて 6.ラン、ドン・カン、ファンについて
　ハイズオン：664g, フックイエン: 625g 　ハイフォン：40g, 4g, 0.4g
　クアンイエン：604-605g 　フート：60g, 6g, 0.6g
　タイビン：37-38g, 約3.7g, 約0.37g
7.ラン、ドン・カン、ファン、リーについて 8. ランについて







し、フート省ではラン＝60 グラム、ドン＝1/10 ラン、ファン＝1/10 ドンと、全て十進
法で報告している。これは、1936 年の調査でフートは表 4－9 と同様の展開をみせてい
ることから、報告書を作成した担当官の勘違いだと思われる。 
 また、ソンタイ省では、金や銀を量る際には、ネン(nén)＝10 ラン＝380 グラムの単
位も使われたとしている。 
 この他にも、ノイ(n i)も報告されている。タイグエン省では、省都でもノイが使わ
れ、その系統は 1 ノイが 13kg、7.75 ノイが 100kg となっている。 
 また、タイビン省では長さの単位と同じく、フランス式の度量衡単位を示すために
タイを付ける方法が、重量単位でも同様にあり、その制度をタ・タイ(t  tây)＝100kg、
カン・タイ(cân tây)＝1kg、ラン・タイ(l ng tây)＝100 グラムと紹介している。 
 パニエ(panier)については、ハイズオン省がドン・チェウ(Đông Tri u)地方では、現地
の人々は穀物取引に 18kg のパニエを使い、荷物運搬人には 2 パニエがあてられると報
告している（ノイ、パニエについては、本章第 1 節第 2 項④「容積単位」参照）。 
 また、はかりによっても同一単位名の相当重量が変化するとソンタイ省とナムディ
ン省が回答している。 
 重量の計量器であるはかりに関しては、7 省が数種のはかりを報告している。 
ナムディン省は、5 種類のはかりを報告している。 
①タ（ピクル）用のはかり:100 カン＝45 貫銭、およびカン・タ(cân t )：＝42.5 貫銭 
②50 はかり(balance dite de 50)：50 カンの分銅のみ 
③カン・イエン（10 カンばかり） 
④カン・チュン・ビン(cân trung bình)（＝1 カン） 
⑤カン・ティエウ・リー（バック・ルック(bách lục)はかり）: 5 ランの分銅のみ 
①はもみ、米、薪、石炭、鉄、錫など、②と③は魚、肉、薬、④は砂糖、小麦粉、
金、銀、⑤は金、薬などが量られる。ここで、ランの重さについて、1 ランは 16 亜鉛
船の重さもしくは 14 銀銭の重さと同量であるとされている。 
フックイエン省は、以下 4 種類のはかりを報告している。 
①カン・タ：3 ピクル（180kg まで）、もみ、米、薪、石炭など用 




 バックザン省は、嘉隆帝によって作られたはかり 3 種類と、商業用に使われている
はかり 3種類の計 6種類を報告している。嘉隆帝によって作られたはかりは、①カン・
チェン・ビン(cân chiên bình)：50－300 カン、②カン・チュン・ビン：30－150 カン、




タ：1―300 カン、②カン・チュン・ビン：1 ラン－50 カン、③カン・ティエウ・リ
ー：1 ファン－5 ランと、少量のものから重量のあるものまで、幅広く量れる計量器が
そろっているといえる。 




用）の 3 種類、ハイニン省は①大はかり：100 カン(60kg)、200 カン、250 カン、260 カ
ン、270 カン、280 カン、②小規模商売用はかり：16 カン(9.6kg)、20 カン、25 カン、
③カン・ティエウ・リー：ラン、ドン、ファン、リー用の 3 種類、ソンタイ省は①カ




 フンイエン省では、省内 8 カ所での調査報告を提出しているが、その内はかりにつ
いて言及が見られたのは以下の 5 カ所である。コアイ・チャウ府(ph  Khoái Châu)では、
①カン・タ：3 タまで、②カン・チュン・ビン：10 カンまで、③カン・ティエウ・リ
ー：10ランまで、の 3種類が挙げられている。ヴァン・ラム県(huy n Văn    )では、3
タまで量れるはかりと、10 カンまで量れるはかりの 2 種類、アン・ティ県(huy n Ân 
Thi)ではカン・チュン・ビンのみ、イエン・ミー県(huy n Yên M )では竿ばかりのみ、
フー・クー県(huy n Phù Cừ)では中はかりとしてカン、小はかりとしてカン・ティエ
ウ・リーの 2 種類が報告されている。大から小まで、3 種類のはかりの報告が見られる
のが府だけであることからも、中心部で取引規模が大きいところほどはかりの種類が
そろう、あるいは大きなはかりの報告がみられることがわかる。 
 バッカン省も 3 種類のはかりを報告しているが、山岳地帯にある省であるからか、


















ることを表わす 1 つの事例となるであろう。 
 外国製のはかりの使用を報告している省も見られる。外国製はかりの使用が禁止さ
れるのが 1912 年であるから（第 1 章第 3 節第 2 項「インドシナにおける度量衡関連法
とメートル法の導入」参照）、その 1 年前の報告となる。ハイフォン市では、中国人は
英国の台ばかり：100 リーブル＝約 45kg を使っているとしている。バックニン省は、
このリーブルは 4 貫銭と 15 銭＝255 銭、ヴィンイエン省もヨーロッパと取引のある地
域では、ヨーロッパのはかりや台ばかりを使うとして、リーブル＝4.5 貫銭で使うとこ
ろもあると報告している。ハイズオン省では、中国人の米買入人が使うアメリカの台
ばかりを使う際は、カン・バン(cân bang)＝44.6kg という単位が使われるとしている。 
 ラオカイ省の少数民族の重量単位は、Yi-tchin（アンナンキロ）、Yi Thô（ピクル
=60kg）の 2 種類の単位と、Tân Su というはかりが報告されている。市場において 7－8
種類の竿ばかりが確認され、最も小さいものはアヘンを量る繊細なもの、大きいもの
は 100kg を超える計量が可能なものであった。 
④容積単位 
 容積単位として報告が見られたのは、表 4－10 の通りである。 




タン（Thang） 2 ダウ 2 ハイズオン（10カップ：cáp)
トゥン（Thùng）*2 15-17 バックニン（10-20ダウ）、キエンアン(20 ダウ=20リットル）
ハイズオン（20チャイ:chai=約15リットル）、
ハーナム（20ダウ=20バット）、ソンタイ*1
トゥン（Thưng）*2 20 ダウ 20 ハイフォン
フォン（ hương） 30 ダウ 30 ハードン（25-30ダウ）、ハーナム(25ダウ=25バット）
キエンアン、ソンタイ*1、タイビン
ホック（  c） 60 ダウ 60 ハイズオン（26タン）、キエンアン、フート、ソンタイ*1
ダウ（Đấu） 10 レー 1 17省（換算値は省により多様）
バット（ ắt） 1/2 ダウ 0.5 ハイフォン、ハーナム(ダウ）、ソンタイ*1、タイビン、トゥエンクアン















ウを 2、3 種類報告している192。 





                                                          
191
 各省の報告は以下の通り。バックニン省：0.5－1.5 リットル、ハイフォン市：2 リットル、ハ
イニン省：竹製の箱=約 300 グラムの米が入る、ソンタイ省：840 グラムの米（ブレテルの箱、
オンボ－）、ハーナム省=バット、イエンバイ省：5, 3, 2 椀(bol)=約 765 グラム、タイグエン省：
あるときは 4 バット（このとき 10 ダウ=1 ノイ）、あるときは 3 バット（このとき 13 ダウ=1 ノ
イ）、ヴィンイエン省：2－7 バット、フックイエン省：①4 バット（10 ダウで 1 ノイ）、②3
バット（12 ダウで 1 ノイ）、③2.5 バット（16 ダウで 1 ノイ）、④2 バット（20 ダウで 1 ノイ）、
1 ノイは米で 14－15kg、もみで 20-21kg、バックザン省：ダウ・カー・モン(đấu cá món, mèn)=1
ノイを使い、田舎の市場では木製のダウを使う、ハードン省：30－36 ダウ=1 ノイ、ダウはブレ
テルのバター缶に取って代わられている、タイビン省：多様。ニンビン省は次の注を参照のこと。
ナムディン省は以下の 5 種類のダウ（円柱形）を紹介している。①ダウ・オン(đấu  ng)=3 バッ
ト（3 タック 5 ファンの直径、1 タック 4 ファンの深さ）3 バット分の米、もみと同量の容積の
ため、ダウ・オン・バー・バット(đấu  ng 3 bát)ともよばれる。②ダウ・オン・ハイ・バット(đấu 
 ng hai bát)=2 バット分の米、もみ（直径 3 タック、深さ 1 タック）。③ダウ・オン・モット・
バット(đấu  ng 1 bát)（直径 2 タック 5 ファン、深さ 6 ファン）。④ダウ・ガン・ハイ・バット(đấu 
ng n de 2 bát)=2 バット分の米、もみ（直径 4 タック、深さ 6 ファン）。⑤ダウ・ガン・モット・
バット(đấu ng n de 1 bát)=1 バット分の米、もみ（直径 3 タック、深さ 4 ファン）。 
192
 フンイエン省の調査報告は以下の通り。コアイチャウ府(Phu de Khoai Châu)：大ダウ=ダウ・
ニョン(đ   nhơn)（直径 15cm,高さ 6cm）、中ダウ（直径 14cm, 高さ 5cm）、小ダウ（直径 13cm, 
高さ 4cm）。アンティ県(huyen de Ân Thi)：木製のダウが使われ、俗称はダウ・アン・アン(đấu un 
an)（米 1 バット分）、ダウ 2 アン(đấu 2 an)（米 2 バット分）、ダウ 3 アン(đấu 3 an)（米 3 バッ
ト分）。キムドン県(huyen de Kim Dông)：穀物の売買には 4 種類のダウ（1.5 リットル、1 リッ
トル、0.8 リットル）を使う（実際報告されているのは 3 種類のみ）。フークー県(huyen de Phù Cù)：
大ダウ（3 バット（1 ダウの米は 20 ティエンの値段）、小ダウ=1 バット（1 小ダウの米は 40 サ
ーペク）、15 大ダウ=1 トゥン(thùng)。ミーハオ府(Phu de My Hào)：大ダウ、小ダウあるが彼ら
の慣習に従っており、定義付けは極めて困難。イェンミー県(Huyen de Yên My)：大ダウ=約 5 バ
ット、中ダウ=約 3 バット、小ダウ=2 バット。ヴァンラム県(Huyen de Van Lâm)：大ダウ、中ダ
ウ、小ダウの 3 種類ある。ティエンルー県(huyên de Tiên Lú)では、地域によって大ダウ（3 バッ
ト分）、中ダウ（2 バット）、小ダウ（1 バット）をそれぞれ使っているとしている。 
 ニンビン省の調査報告は以下の通り。イエンカイン府(Phu de Yên Khanh)：2 バット、2.5 バッ
ト、3 バットに相当する 3 種類のダウ。ニョ－クアン府(Phu de Nho Quna)、ザーヴィエン県(huyen 
de Gia Viên)、イエンモー県(huyen de Yên Mô)：2 バットのダウ、キムソン県(huyen de Kim Son)：
3 バットのダウ、イエンホア県(huyen de Yen Hoa)：2 バット、2.5 バット、3 バットのダウ、ザー












使うとし、その相当量は一定ではなく、14-32 ダウの間を推移する、ハードン省も 1 ノ
イは 30-36ダウの間を推移するとしている。フックイエン省は、ノイは量るものによっ
ても異なり、米の場合は 1 ノイ 14-15kg、もみの場合は 1 ノイ 20-21kg であると報告し



























量り、漆はバット(300 グラム)で量る、その他容積が 100 バットとされるルオンを、ニ
ンビン省も、ガオ、ズオック(du c)、ヴォー(vò, 8 リットル)を液体用として列挙してい
る。 
 ラオカイ省によって報告されている容積単位は、xin（米ととうもろこし用）と Thia
（アルコール用）である。この xin は長角錐の形状をしており、米の場合は 16xin で 1
ピクル、1xin の米は 18－22 セントの値段であった。とうもろこし用には大きめの 
xin が使われ、10xin＝1 ピクルとなる。1xin のとうもろこしは 38－40 サーペク（19－20
セント）の値段であった。アルコール用の Thia は、竹で作られており、容量は約 10 セ
ンチリットル、1thia の米酒(choum choum)は 2 セントの値段であった。 
 
(3) 省内における地域差―ハーザン省の事例 






表 4－11 ハーザン省内の地域別度量衡の事例 
地名 長さの単位 面積単位 重量単位 容積単位
ハーザン アンナンメートル マウ(mâu)とサオ(sao) アンナンキロ=0.5kg=16taëｌ 竹箱=15cl
Hà Giang （18サーペク=0.4m） カオ(cao)=稲の苗100束分を アンナンピクル （アルコール、油用）
タック(thac)と呼ばれる。 移植する350kgのもみが シャージ(charge):薪用 竹升=1kg
収穫できる広さ Đi ng  i =   8g（貴重品用） （もみ用）
バッククアン アンナンキロ=600g 立方メートルは
 ắ     ng ハーザンと同じ マウとサオ （液体にも使われる） 中国人が使う。
アンナンピクル ベトナム平方タック(thàc)
Đi ng  i =   8g（貴重品用） （木材、薪用）
バオロック ベトナムの度量衡
  o    仕立てと呼ばれる尺は ベトナムの度量衡 ベトナムの度量衡 ベトナムの度量衡
16亜鉛銭の長さ=0.37m
ドンヴァン ①親指の頂上から中指
Đ ng Văn までの長さ マウとサオ アンナンのキロ －
②中指の端から腕の長さ
Y Chi = 0.35m 竹箱=10 liang（両）=375g 竹箱=4 liang（両）
ホアンスーフィー Y Chön = 0.035m マウとサオ 160個分の竹箱=ピクル（米用） （150gのアルコール分）







































第 3 節 1936 年の通達および現地調査報告 
(1) 1936 年の通達 
1936 年の通達の発信元は、トンキン理事長官ではなく度量衡地方委員会委員長






ついて調査するよう求める通達を 1936 年 11 月 17 日に発信している。 
興味深いのは、この調査の目的がメートル法の施行を目指すだけではなく、「残して
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表 4－12 各省で用いられている長さの単位（1936 年） 
相当 換算値
長さ (メートル)
グー（Ngũ） 5 トゥオック 2 ハノイ，ランソンを除く全省
トゥオン（ rượng） 10 トゥオック 4 ハノイ，ソンラー，フートを除く全省
リー（Ly） 180 トゥオン 720 ランソン
ダム（  m） 1000 トゥオン 4000 フックイエン
トゥオック（Thước*1） 10 タック 0.4 全省
タック（Tấc） 1/10 トゥオック 0.04 ハノイを除く全省
ファン（Phân） 1/100 トゥオック 0.004 ハノイを除く全省






 長さについては、1897 年 7 月 2 日に法定単位、トゥオック( hước, 0.4 メートル)が定
められた。表 4－12 を見ると、1936 年までにトゥオック、及びそれを基本として十進
法で展開する各単位はすでにトンキン各省で普及していたことがわかる。 
ランソン省とフックイエン省の 2 省では、比較的大きな単位としてリー(ly)とザム
(   )が使われていたと報告があるが、この相当する長さはやはり法定単位トゥオック
の 0.4 メートルが基準となっている。その他、表 4－12 以外の単位として、ニンビン省
と山間部に位置するソンラー省、カオバン省、ハーザン省、ライチャウ省の各省が、




20 センチメートル)、ソンラー省はサーイをヴァー(  、1.6 メートル)、ガンをクップ
( ư 、20 センチメートル)と報告し、さらにケン( h n、 h      、両手を合わせた距離)、





 表 4－12 以外にも、1901 年、1911 年と同様に、職業別に専門の単位もいくつか挙げ
られていてる。一般的に仕立て屋ではトゥオック・キン（60 センチメートル、 hước 
kinh）、建築にはトゥオック・モック（42 センチメートル、 hước môc）、織物、布地
の計測にはヴオン(vuông)が用いられていた。ブオンは相当する長さが一定ではなく、












 1937 年の報告書の結果は表 4－13 の通りである。 
 
表 4－13 各省で用いられている面積単位（1936 年） 
相当 換算値
面積 (㎡）
マウ（Mẫu）*1 10 サオ 3600 全省
サオ（ ào） 1/10 マウ 360 全省
トゥオック（Thước） 1/15 サオ 24 19省
タック（Tấc） 1/10 トゥオック 2.4 12省
ファン（Phân） 1/10 タック 0.24 バックニン、ハドン、フンイエン、フート、タイビン







 面積に関する単位も長さと同様、1897 年 7 月 2 日にマウ( ẫu)が法定単位として定め
られた。マウ（3600 平方メートル）とサオ（ ào 360 平方メートル）は、トンキン内の
全ての省で普及していることがわかる。 
 表 4－13 に見られない単位を報告している省も見られる。バックザン省、バックニ
ン省、フンイエン省とフックイエン省はミエン(miêng)という単位が用いられているが、
その相当する面積はやはり法定のサオがもととなっており、9分の 1サオ＝40平方メー
トル）である。バックニンではミエンの下にタン（thân, 9 分の 1 ミエン、4.44 平方メー
トル）、ゲー（ghe, 25 分の 1 タン、0.177 平方メートル）、ガン（gang, 4 分の 1 ゲー、
0.0444 平方メートル）と展開していく単位も用いられている。これらタン、ゲー、ガン
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 タイビン省で紹介されているヴオンが基準となる制度は以下の通りである(表記はフランス
語史料中の表記のまま)。タム（tâm、 40 ブオン＝14 メートル 40 センチ）、ルオム（luom、10
ヴオン＝3 メートル 60 センチ）、ヴオン（vuông、約 8-10 タック  ấ ＝36 センチメートル）、ヌ
アブオン（nua vuông、2 分の 1 ヴオン＝18 センチメートル）、ゴンブオン（ngon vuông、3 分の
1 ヴオン＝12 センチメートル）。それぞれメートル法で相当する長さが示されているが、ブオン















各省における重量単位の使用状況をまとめると表 4－14 になる。 
 
表 4－14 各省で用いられている重量単位（1936 年） 
相当量 換算値
(kg,g)
イエン（Yến） 10 カン 6 kg 全省
タ（T ） 10 イエン 60kg ハノイ以外の全省
タン（Tấn） 10 タ 600 kg ランソン、ハイフォン
カン（Cân） 16 ラン 600 g 全省
ラン（  ng） 1/16 カン 37.50g ハノイ、ソンラーを除く全省
ドン･カン（Đ ng cân） 1/10 ラン 3.75g ハノイ、ソンラーを除く全省
ファン（phân） 1/10 ドン・カン 0.375g 21省
リー（Ly） 1/10 ファン 0.0375g 15省
例外
1. イエン、タ、カンについて
ハーナム、フンイエン、フート、ソンタイ、ハイフォン: 6.045kg, 60.45kg, 604.5g.
ラオカイ、フックイエン : 6.4kg, 64kg, 640g
2. ラン、ドン･カン、ファン，リーについて
ハーナム、フンイエン、フート、ソンタイ、ハイフォン: 37.78g, 3.778g, 0.3778g, 0.03778g.







うよりは、3 つの系統が見て取れる。カン(cân)、タ(  )、イエン( ến)は、カンが 600 グ
ラム、604.5 グラム、640 グラムの 3 系統に分かれ、その後十進法でタ、イエンと続く。
604.5 グラムの系統はハーナム省、フンイエン省、フート省、ソンタイ省、ハイフォン




リー(ly)、ファン(phân)、ドンカン(đ ng cân)、ラン(  ng)も 3 つの系統に別れ、それぞ
れリーが 0.0375 グラム、0.03778 グラム、0.040 グラムから十進法でファン、ドンカン、
ランと続く。0.03778 の系統はハーナム省、フンイエン省、フート省、ソンタイ省、ハ
イフォン市の 4 省 1 都市、0.040 グラムの系統はラオカイ省とフックイエン省、その他
の省は 0.0375 グラムの系統である。 
カン、タ、イエンの 3つの系統と、リー、ファン、ドンカン、ランの 3系統、合わせ
て 6 つの系統があるわけだが、それぞれハーナム省、フンイエン省、フート省、ソン
タイ省、ハイフォン市の 4 省 1 都市、ラオカイ省とフックイエン省の 2 省、その他 20
省の 3 つに分かれるのも興味深い。 
















一方、キエンアン省では唯一ホア(hoa)と呼ばれる単位が見られる。1 ホアは 7.2 グラ
ム、5 ホアで 1 ラン(  ng)＝36 グラムである。ラン以上の単位、カン、タン、イエン、
タは、公式ピクル 60kg を基準とした十進法で、表 4－14 と同様の制度を報告してい
る。 
バックザン省からの報告では、宝石、金や銀といった貴金属、高価な漢方薬の材料
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 TTLTQGI，RST，77501, Statistiques des chemins de fer de l’Indochine de l’annee 1918. No.28, 32. 
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 容積単位について各省からの報告をまとめたのが表 4－15 である。 
 




タン（Thang） 2 ダウ 2 ハードン、ハーナム、ソンタイ、ハイフォン、ニンビン
トゥン（Thùng） 15-17 ニンビン、フックイエン、ナムディン
トゥン（Thưng） 20 ダウ 20 10省
フォン（ hương） 30 ダウ 30 9省
ホック（  c） 60 ダウ 60 ハーナム、ハイフォン、ソンタイ、トゥエンクアン
ダウ（Đấu） 10 レー 1 23省
バット（ ắt） 1/2 ダウ 0.5 8省
レー（ ẻ） 1/10 ダウ 0.1 12省
2. 液体
ズォック（   c） ランソン、ソンタイ、タイビン、ヴィンイエン、ハーザン
ガオ（  o） ソンタイ、タイビン、ヴィンイエン
例外
1. タンについて: フックイエン：4.8リットル
2. トゥン（Thùng）について：バックザン 13 Kg
3. トゥン（Thưng）について：タイビン、イエンバイ：20 Kg, バックザン:22Kg
4. フォンについて：バックザン: 20kg, タイビン: 40 Kg, ヴィンイエン：15リットル






















キエンアン省ではホップボー(h p bơ，boîte de beurre)、キエンアン省とニンビン省では








ることが可能である。調査結果が残っているのは以下の 2 府 8 県である。 
2府：トゥアンタイン(Th  n Thành)府、トゥーソン(Từ  ơn)府 
8県：ティエンズー(Tiên Du)県、ヴォザン(V   iàng)県、ザーラム(Gia Lâm)県、ルオン
タイ( ư ng Tài)県、ヴァンザン(Văn  i ng)県、イエンフォン(Yên Phong)県、ザービン
( i    nh)県、クエズオン(  ế ương)県196 











ヴゥザン県ではフランス語で仕立て屋の尺( hước des tailleurs)と記入し、木製で 0.8 メー
                                                          
196植民地期においてバックニン省には上記の他にドンガン県(Đông Ng n)があった[Đo Đinh 





トルとしている。トゥーソン県はトゥオック･キン･フエ( hướ   inh   ế)＝トゥオック･
ト･マイ( hướ   họ may、つまり仕立て屋の尺)であり、ザーラム県でもトゥオック･キン
と書かれた後「仕立て屋で布を計る尺」と説明を付している。トゥーソン県とザーラム










も小さい単位リーの換算率が 10 分の 1 ファン＝0.24 平方メートルではなく、6 分の 1
ファン＝0.04 平方メートルとなっている。民間での単位は、マウとサオ以下異なる単
位名が使われている。その制度はマウ（3600 平方メートル）、サオ（360 平方メートル）、
ミエン（miếng，10 分の 1 サオ＝36 平方メートル）、タン（than，9 分の 1 ミエン＝4
平方メートル）、ゲー（ghế，25 分の 1 タン＝0.16 平方メートル）、ガン（gang，4 分














は 60kg であるが、それ以外は 1 カン 604.5 グラムを基準としている折衷型である。そ























( h   àng   o  rue de Riz)で 1 箇所、ハンドゥオン通り( àng Đư ng , rue du Sucre)で 3 箇
所、ハンバック通り( h   àng      rue des Changeurs)で 2 箇所、ハンマム通り( h   àng 
Mắm, rue des Saumures)で1箇所、ハンベー通り( h   àng   , rue des Radeaux)で 2箇所の
計 7 地点である198。どの調査地点でも 1 カンは 16 ラン(  ng)であり、用いられていた計
量器は全て竿ばかりであったが、その 1カンあたりの相当重量は最小値が 570グラム、
最大値が 610 グラムと 40 グラムの誤差が確認されている199。7 地点のうち 4 地点で、
法定ピクル 60kg が基準となって算出された 1 カン 600 グラムの原則が守られていた。 
                                                          
197表 4―15 に見られない単位はコイ（  i、約 10 リットル、トゥアンタイン府、ザービン県、ク
エズオン県 ）、トゥン（ húng、約 20 リットル、ザーラム県）、ボー（bơ、0.0016-0.0014 ㎥ 、
ザーラム県）、ガイン（g nh、 40 リットル、ザービン県、クエズオン県）、ホエ（khoe、約 5
リットル、ザービン県、クエズオン県）、チェオ（ h o、2.5 リットル、ザービン県、クエズオ
ン県）である。 
198 通りの名前はすべてフランス語で書かれているが、そのベトナム語名はグエン・バー・チン
の『ハノイガイド』内の通り名フランス語、ベトナム語対応表[Ng  ễn    Ch nh 1923: 31, 44-46]
を参考にした。 
199
 調査地と調査結果の詳細は以下の通りである。ハンガオ通り 20 番地（570 グラム）、ハンドゥ
オン通り 15 番地（600 グラム）、ハンドゥオン通り 26 番地の 2（590 グラム）、ハンドゥオン通









長さについては、ハンバック通り 75 番地にあるベトナム人の仕立て屋 1 箇所での調
査結果が報告されている。ここでは 2 つの尺、トゥオック・ター（0.4 メートル、 hước 




るために 1 箇所だけ調査し報告したものと推測される。 
容積単位は、固体、液体用 2 種類に分けて調査･報告が行われている。固体用の容積
単位、計量器は大市場(gr n  M r h )で調査され、カー(ca)、ホップボー、ホップスア、
ダウゴォ(đ u g )の 4 種類が報告されている（写真 4－8、図 4－1 参照）。 
 





ぞれ異なっている。最も軽いものは 644 グラム、最も重いものは 1.4kg であった200。 
                                                                                                                                                                          
グラム）、ハンマム通り 62 番地（600 グラム）、ハンベー通り 33 番地（605 グラム）、ハンベー
通り 37 番地（610 グラム）。 
200







けられている。落花生を計るダウ・ゴォは 4 箇所で計量が行われ、最小値が 0.078kg、
最大値が 0.488kg でその差は 6 倍以上である201。ゴマを計るダウ・ゴォは落花生のもの
より小さく、6 箇所での計測値が報告され、最小値が 0.014kg、最大値が 0.08kg であっ
た202。 
液体用の容積単位、計量器はハンムオイ通りで調査が行われ、ヌックマム用ズォック
(   c nướ  ắm)、ヌックマム用ガオ(g o nướ  ắ ) 、塩用のダウ(đ     i)の 3 種につ
いて報告されている。ヌックマム用のズォックは 11 箇所の事例が挙げられているが、
全て異なる数値を示しており、最小値は 39 グラム、最大値は 155 グラムであった203。
ヌックマム用のガオは 2 箇所での計測結果しかないが、ガオはココナッツの実に柄を
つけたもので、ココナッツの実の大きさによって、その容積はいくらでも変化するで
あろう。ここでの報告によれば、1 ガオは小さい方は 393 グラム、大きいほうは 492 グ
ラムであった。塩用のダウは 2 カ所での事例が挙げられている。計量器は銅枠の鉢(b   
 h ôn đ ng)で小さい方は 1.326kg、大きいほうは 2.293kg と報告されている。 











地域でも「村の中でも異なる」と、1901 年、あるいは 1898 年の通達の回答と同様の状
況を報告している。しかし、重量はこれまでのように脈絡なく多様ではなく、3つの系
統に収束している様子がわかる。 
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 4 箇所の計測値はそれぞれ、0.078kg、0.170kg、0.322kg、0.488kg であった。 
202
 6 箇所の計測値はそれぞれ、14 グラム、22 グラム、43 グラム、50 グラム、70 グラム、80 グ
ラムであった。 
203
 11 箇所の計測値はそれぞれ、39 グラム、51 グラム、58 グラム、64 グラム、66 グラム、80

























































































































































































































































































































各省、各県それぞれで統一されていない。米の計量に 10 連区(liên khu)ではノイ
(n i)、トゥン(thùng)、ラー(là)を使い、3 連区ではトゥン(thùng)、フゥオン( hương)、
ダウ(đấu)を使っている。村々によっても異なっており．．．（中略）。 
 こうした状況は、度量衡の統一や商業の進展に大きな障害となるため、すぐに規
定が必要である（以下、略）[Vi t Nam Dân Qu c Công Báo 1950(s  1): 7 (t  trình)]。 
 
 つまり、1945 年以降も植民地期と同様の状況が続いていたことがわかる。これを受
けて、1950 年 1 月 20 日に、度量衡に関する国家主席令(sắc l nh)が出された[Vi t Nam 
Dân Qu c Công Báo 1950(s  1): 7 (t  trình)]。この国家主席令は全 11 条で構成されており、
単位名から一切のベトナム慣習度量衡単位名（トゥオック、マウ、ダウなど）が排除さ
れている。表記は全てメートル法単位で、音をベトナム語表記に合わせたもの（例えば
メートルはメッ(mét)）が示されている。計量器に関しても、第 4 条から第 6 条にかけ
















































                                                          
204
 1936 年 11 月発行のニンビン省の新聞(Tinh Ninh Binh Novembre 1936 s     h ng  ư i nă  b o 
































































































































































(1)インドシナ総督府コレクション(Fonds du Gouvernement Général de l’Indochine, GGI) 
各省商業統計(    i  i      o   r i     /  r  ri           ro in     …)
分類記号Ｌ７
史料番号 省名 年 史料番号 省名 年
No.4006 Lao Kay 1901-1902 No.9471 Quang Nam 1905
No.4007 Hanoi 1907 No.9472 Thanh Hoa 1905
No.4008 Bac Giang 1908 No.9473 Thua Tien 1905
No.4009 Bac Giang 1908 No.9475 Binh Dinh 1906
No.4018 Bien Hoa 1900-1903 No.9476 Binh Thuan 1906
No.4019 Bac Lieu 1904-1909 No.9477 Dac Lac 1906
No.7974 Hai Duong 1901 No.9478 Ha Tinh 1906
No.9381 Bac Ninh 1900-1903 No.9479 Nghe An 1906
No.9382 Bac Kan 1901-1902 No.9480 Ninh Thuan 1906
No.9383 Bao Lac 1901-1903 No.9481 Quang Ngai 1906
No.9384 Bao Ha 1901-1903 No.9482 Quang Tri 1906
No.9385 Bac Quang 1901-1903 No.9483 Quang Nam 1906
No.9386 Bac Giang 1902-1903 No.9484 Thua Tien 1906
No.9387 Cau Do 1901-1903 No.9485 Binh Dinh 1907
No.9388 Cao Bang 1901-1903 No.9486 Binh Thuan 1907
No.9389 Coc Lieu 1903 No.9487 Dac Lac 1907
No.9390 Hai Phong 1900-1907 No.9488 Ha Tinh 1907
No.9391 Hai Duong 1900-1903 No.9489 Khanh Hoa 1907
No.9392 Hung Yen 1900-1903 No.9490 Nghe An 1907
No.9393 Ha Nam 1900-1903 No.9491 Nghe An 1907
No.9394 Hoa Binh 1901-1903 No.9492 Phu Yen 1907
No.9395 Hung Hoa 1902-1903 No.9493 Quang Binh 1907
No.9396 Ha Giang 1900-1903 No.9494 Quang Nam 1907
No.9397 Lang Son 1902-1903 No.9495 Qunag Ngai 1907
No.9398 Mon Cai 1901-1903 No.9496 Quang Ngai 1907
No.9399 Nam Dinh 1900-1903 No.9497 Thanh Hoa 1907
No.9400 Ninh Binh 1901-1903 No.9498 Thua Tien 1907
No.9401 Phu Lo 1903 No.9499 Thua Tien 1908-1909
No.9402 Phu Lien 1901-1903 No.9500 Binh Thuan 1907-1908
No.9403 Quang Yen 1900-1903 No.9501 Dac Lac 1908
No.9404 Son Tay 1901-1903 No.9502 Ha Tinh 1908




No.9406 Tuyen Quang 1900-1902 No.9504 Nghe An 1908
No.9407 Vinh Yen 1900-1903 No.9505 Ninh Thuan 1908
No.9408 Van Vu 1901-1903 No.9506 Phu Yen 1908
No.9409 Van Linh 1901-1903 No.9507 Quang Binh 1908
No.9410 Yen Bay 1900-1903 No.9508 Quang Nam 1908
No.9411 Bac Giang 1907 No.9509 Quang Ngai 1908
No.9412 Bac Kan 1907 No.9510 Qnang Tri 1908
No.9413 Bao Loc 1907 No.9511 Thanh Hoa 1908
No.9414 Bac Ninh 1907 No.9512 Thua Tien 1908
No.9415 Cao Bang 1907 No.9513 Binh Dinh 1909
No.9416 Ha Dong 1907 No.9514 Dac Lac 1909
No.9417 Ha Giang 不明 No.9515 Nghe An 1909
No.9418 Ha Nam 1907 No.9516 Ninh Thuan 1909
No.9419 Ha Nam 1907 No.9517 Phu Yen 1909
No.9420 Hai Phong 1907 No.9518 Quang Binh 1909
No.9421 Hai Ninh 1907 No.9519 Quang Nam 1909
No.9422 Hoa Binh 1907 No.9520 Qnang Ngai 1909
No.9423 Hung Yen 1908 No.9521 Quang Tri 1909
No.9424 Kien An 1907 No.9522 Thanh Hoa 1909
No.9425 Kien An 1907 No.9523 Bac Lieu 1900-1903
No.9426 Lao Kay 1907 No.9524 Ba Ria 1900-1903
No.9427 Nam Dinh 1907 No.9525 Ben Tre 1900-1903
No.9428 Ninh Binh 1907 No.9526 Can Tho 1900-1903
No.9429 Phu Tho 1907 No.9527 Cho Lon 1900-1901
No.9430 Phuc Yen 1907 No.9528 Cap Saint Jacques 1900-1903
No.9431 Quang Yen 1907 No.9529 Chau Doc 1900-1903
No.9432 Son La 1907 No.9530 Go Cong 1900-1903
No.9433 Son Tay 1907 No.9531 Gia Dinh 1900-1903
No.9434 Thai Binh 1907 No.9532 Ha Tien 1901-1903
No.9435 Thai Nguyen 1907 No.9533 Long Xuyen 1900-1901
No.9436 Tuyen Quang 1907 No.9534 My Tho 1900-1903
No.9437 Lai Chau 1907 No.9535 Rach Gia 1898-1903
No.9438 Vinh Yen 1907 No.9535b Sa Dec 1900-1904
No.9439 Yen Bay 1907 No.9536 Soc Trang 1898-1903
No.9440 Bac Kan 1908 No.9537 Thu Dau Mot 1900-1903
No.9441 Bao Lac 1908 No.9538 Tan An 1900-1903
No.9442 Cao Bang 1908 No.9539 Tay Ninh 1900-1903
No.9443 Hanoi 1908 No.9540 Tra Vinh 1900-1903
No.9444 Hai Phong 1908 No.9541 Vinh Long 1900-1901
No.9445 Ha Dong 1908 No.9542 Ba Ria 1904-1909
No.9446 Ha Giang 1908 No.9543 Ben Tre 1904-1909
No.9447 Ha Nam 1908 No.9544 Bien Hoa 1904-1909
No.9448 Hai Ninh 1908 No.9545 Can Tho 1904-1909
No.9449 Hai Duong 1908 No.9546 Cap Saint Jacques 1904-1909
No.9450 Hung Yen 1908 No.9547 Chau Doc 1904-1909  
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No.9451 Hoa Binh 1908 No.9548 Cho Lon 1904-1909
No.9452 Kien An 1908 No.9549 Gia Dinh 1904-1909
No.9453 Lao Kay 1908 No.9550 Go Cong 1904-1909
No.9454 Lao Kay 1908 No.9551 Ha Tien 1904-1909
No.9455 Nam Dinh 1908 No.9552 My Tho 1904-1909
No.9456 Ninh Binh 1908 No.9553 Rach Gia 1904-1909
No.9457 Phu Tho 1908 No.9554 Sa Dec 1904-1909
No.9458 Phuc Yen 1908 No.9555 Soc Trang 1904-1909
No.9459 Quang Yen 1908 No.9556 Tan An 1904-1909
No.9460 Son Tay 1908 No.9557 Tay Ninh 1904-1909
No.9461 Son La 1908 No.9558 Thu Dau Mot 1904-1909
No.9462 Thai Binh 1908 No.9559 Tra Vinh 1904-1909
No.9463 Thai Nguyen 1908 No.9560 Long Xuyen 1909
No.9464 Tuyen Quang 1908 No.9561 Vinh Long 1909
No.9465 Yen Bay 1908
No.9466 Vinh Yen 1908
No.9467 Khanh Hoa 1905
No.9468 Binh Dinh 1905
No.9469 Binh Thuan 1905
No.9470 Nghe An 1905  
 
各省商業統計(    i  i      o   r i     /  r  ri           ro in     …)
分類記号Ｌ７
史料番号 省名 年 史料番号 省名 年
No.9034 Hoa Binh 1901 No.9072 Ha Nam 1910
No.9035 Hung Hoa 1901 No.9073 Ha Tinh 1909-1910
No.9036 Nam Dinh 1901 No.9074 Hai Ninh 1909-1910
No.9037 Phu Lien 1901 No.9075 Hung Yen 1910
No.9038 Quang Yen 1901 No.9076 Kien An 1910
No.9039 Tuyen Quang 1901 No.9077 Lang Son 1910
No.9040 Bac Giang 1909 No.9078 Ninh Binh 1910
No.9064 Bac Giang 1910 No.9079 Nghe An 1910
No.9065 Bac Kan 1910 No.9080 Phu Yen 1910
No.9066 Binh Dinh 1910 No.9081 Phuc Yen 1910
No.9067 Cao Bang 1909-1910 No.9082 Quang Binh 1910
No.9068 Dac Lac 1910 No.9083 Quang Nam 1910
No.9069 Ha Dong 1910 No.9084 Quang Ngai 1910
No.9070 Ha Giang 1910 No.9085 Thai Nguyen 1910





(2)トンキン理事長官府コレクション(Fonds          i  n       ri  r     Ton in, RST) 
No.71312.     n ion    Ton in       r g    n   ion      oi          r    n     i   ion  n 
Cochinchin et au Cambodge 1899-1937.  
No. 71315.  rr         ir    ir       o   rn  r g n r    88 -      No      -02      i   ion    
Ton in     n In o hin                ri     r n  i    0    
No.71315-01.  rr         ir    ir       o   rn  r g n r        or       h         ro in   
1886-1937.  
No.71315-02.    i   ion    Ton in     n In o hin                ri     r n  i    0    
No      -0      i   ion              ri     r n  i    n In oo hin      -1934. 
No.71315-04.     i   ion    Ton in               ri     r n  i       -1938. 
No.77499. Statistiques des chemins de fer de l’Indochine de l’anne 1916. 
No.77501.     i  i          h  in       r     ’In o hin      ’ nn     8. 
 
(3)トンキン農業局コレクション(Fonds de la Direction de l’Agriculture du Tonkin) 
 
各省商業統計(    i  i      o   r i     /  r  ri           ro in     …)
史料番号 省名 年 史料番号 省名 年
No.75 Ha Dong 1905-1917 No.91 Bac Kan 1900-1917
No.76 Hai Ninh 1908-1910 No.92 Tuyen Quang 1900-1916
No.77 Phuc Yen 1908-1910 No.93 Cao Bang*1 1901-1913
No.78 Vinh Yen 1900-1912 No.94 Ha Noi*2 1910-1913
No.79 Phu Tho 1908-1912 No.95 Thai Binh 1900-1913
No.80 Son La 1908-1913 No.96 Lao Kay*3 1901-1908
No.81 Yen Bay 1900-1916 No.97 Lao Kay 1910-1917
No.82 Quang Yen 1900-1913 No.98 Lang Song*4 1900-1913
No.83 Phu Lien 1900-1902 No.99 Son Tay 1901-1914
No.84 Kien An 1900-1916 No.100 Nam Dinh 1900-1917
No.85 Bac Quang 1900-1910 No.101 Ninh Binh 1901-1913
No.86 Hoa Binh 1900-1912 No.102 Hai Phong 1900-1917
No.87 Bac Ninh 1901-1915 No.103 Bac Giang 1901-1915
No.88 Ha Giang 1912-1917 No.104 Hung yen 1900-1913
No.89 Ha Nam 1900-1915 No.105 Hai Duong 1900-1917
No.90 Thai Nguyen 1901-1913
*1: Cao bng et du Centre de Bao Lc
*2: zône suburbaine de Hanoi
*3: Lao Kay et des cercles de Bao Ha, Côc Lieu
*4: Lang Son et du cercle de Van Linh  
 
(4) トンキン公共事業局ファイル 
(Fonds de la circonscription territoriale des travaux publics du Tonkin) 





(5) 阮朝硃本(Ch     n Tri   Ng ễn) 
Thành Th i   T   1-98 
Duy Tân     T p 1-21 
 h i Định     T p 1-10 




Commission française du Guide des sources de l'histoire des nations. 1981. Sources de l'histoire de  
l'Asie et de l'Océanie dans les archives et bibliothèques françaises. München ; New York : K.G.  
Saur. 
Gazquez, Denis et Agathe Larcher-Goscha. 2004. Publications officielles de l'Indochine coloniale : 
inventaire analytique (1859-1954). [Paris]: Bibliothèque nationale de France. 
Giacometti, Jean Dominique. 2001. Vietnam historical statistics bibliography : printed sources and 
institutional context of the statistics in Vietnam before 1954. （Working paper）Institute of 
Comparative Economic Studies, Hosei University, no. 99. 近現代アジア比較数量経済分析シ
リーズ no. 12） Tokyo: Institute of Comparative Economic Studies, Hosei University. 
Ngô Thiế   i   et al. 200      h  h   ẫn      hông  ư       h i     h    đị -  o    n   i Tr ng  
     ư   r       gi  I – Hà N i. Hà N i  Văn h   Thông  in  






 nn  ir    n r       ’In o hin   r nç i   
Bulletin économique de l'Indochine 
      in     ’   i    o oni   
Bulletien officiel du Ministère des colonies. 
 i  định báo 
Jo rn   o  i i       ’In o hin  française 
Vi t Nam Dân Qu c Công Báo 
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Đ  Quang Chính. 2008. Lịch sử chữ Quốc ngữ 1620-1659（『国字の歴史 1620-1659 年』）. Hà N i: 
Tôn giáo. 
Đ  Thị H o(ch  biên). 2010. Chọ Hà N i xư  và nay （『ハノイの市場今昔』）. Hà N i: Phụ n . 
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期ベトナムの糧食』）   à N i: Ch nh  rị      gi    
Ng  ễn Văn  oàn. 1991.   i  n      r ng     gi o  iế   ăn ho   ới  hế giới     Vi   N   ở  hế 
    VII（「17 世紀ベトナムにおける世界との文化交流中心地ホイアン」）  Ủ  b n      gi  
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 h n  ế   nh. 2003. Việt N   phong tục （『ベトナム風俗』）. [s.l.]: Văn h    hông  in  
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1-1：現地度量衡覚え書き (No     r      oi         r   in ig nes.) （1887-1891 年） 
1-2：アンナン度量衡 (Poids et mesures Annamites)（1890-1897 年） 
1-3：現地度量衡 ( oi         r   in g n )（1893-1897 年） 
1-4：現地度量衡 ( oi         r   in g n )（1899-1901 年） 
1-5：度量衡 (Poids et mesures)（現地の人々の取引の中で用いられていた地方制度）
（1905-1907 年） 
1-6：アンナン法定度量衡制度 (     m legal des poids et mesures Annamites)
（1910-1912 年） 












































































1887 年第 2 部：242-244 ページ 
1888 年欠本 
1889 年第 1 部：399-401 ページ 
以下 1890 年からはタイトルが Poids et mesures Indigènes に変更、内容は同じ 
1890 年第 2 部：1235-1236 ページ 
1891 年第 2 部：207-208 ページ 







 こうしたわけで、長さの単位として 2 種類のトゥオックが存在する。一つはトゥオッ
ク・モック（thuoc moc）小さい尺で、嘉隆通宝 18 個分の直径の長さに値する。もう
一つはトゥオック・ヴァイ（thuoc vai）大きい尺で、トゥオック・マイ(thuoc may)と
も呼ばれ、長さは嘉隆通宝 30 個分の直径にあたる。つまり、法定のトゥオック・モッ
クは 0.424 メートルであるが、嘉隆通宝 18 個分の直径を入念に計測すると 0.434 メー











資料によれば、未精米用のピクルは、1 貫銭の重さが 1.5kg の貫銭を基準とするため、
その重量は 63.750kg になる。 
コーチシナにおける貨物用米（riz cargo）のピクルは 60.7kg 
脱穀米（paddy brut）のピクルは 68kg 
（これらはおそらく、精米した際に出るもみがらなどのロスを見積もったもので、精米
すれば 60.7kg に帰着するものである）。 
一方公式ピクル、あるいはヨーロッパ人によって運営されている企業体では、アンナン






長さの単位    トゥオック・モック(thuoc moc)・・・0.424m 





タム(tam)(5 トゥオック・モック)     ・・・ 2.12m 
チュウオン(truong)(10 トゥオック・モック)・・・ 4.204m(ママ) 
トゥオック・モックの分量単位 
リー(ly)        ・・・0.000424m 
ファン(phan)(10 リー)  ・・・0.00424m 
タック(tac)(10 ファン)  ・・・0.0424m 
 
トゥオック・ヴァイの倍量単位 
チュウオン(truong)(10 トゥオック・ヴァイ) ・・・6.44m 
トゥオック・ヴァイの分量単位 
ファン(phan)      ・・・0.00644m 






面積をはかる際は 0.644m のトゥオック・ヴァイが使われる。 
マウ(mau)         ・・・62.25 アール 
サオ(sao)(1/10 マウ)     ・・・6.225 アール 
トゥオック(thuoc)(1/15 サオ) ・・・0.4115 アール 
タック(tac)(1/10 トゥオック) ・・・0.04115 アール 




ファン(phan)                                  ・・・0.3775g 
ドン(dong)                  ・・・3.775g 
ルォン(luong)、オンス(once)、テール(tael)(10 ドン) ・・・37.750g 
カン(can)、リーブル(livre)(16 オンス)       ・・・0.604kg 




トゥオック(thuoc)               ・・・0.02932 lit 
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ハップ(hap)(10 トゥオック)                ・・・0.2932 lit 
オアン(oan)、バット(bat)                        ・・・1.2704 lit 
タン(thang)(10 ハップ)                          ・・・2.932 lit 
フォン(phuong)、ヴォン(vuong)、ザー(gia)(13 タン)  ・・・38.114 lit 
ホック(hoc)(2 ヴォン)                           ・・・76.226 lit 
 
注：ヴオンは精米済みの米を、ホックは未精米の米を量る単位である。精米済みの米 1 ヴオンと、未精米

























































1890 年第 1 部：37-38 ページ 
1891 年第 1 部：38-40 ページ 
1892 年第 1 部：欠本 
1893 年第 1 部：42-43 ページ 
1894 年第 1 部：42 ページ 
1895 年第 1 部：42 ページ 
1896 年第 1 部：42 ページ 





長さの単位はトゥオック・モック( hướ     )で、0.424m にあたり、木造、土造、石造
の建築物全ての計測に、また船舶の計測にも使われる。トゥオック・モックは全ての他
の単位の基本となる。 
 織物の計測には、アンナン人はトゥオック・ヴァイ( hướ    i)を使う。トゥオック・
マイ( hướ    )とも呼ばれる。その長さは 1 と 518/1000 トゥオック・モックにあたり、
約 0.644m である。 
0.424m のトゥオック・モックの倍量・分量単位 
リー(ly)        ・・・0.000424m 
ファン(phân)(10 リー)  ・・・0.00424m 
タック(tấc)(10 ファン)  ・・・0.0424m 
トゥオック( hước) (10 タック)   ・・・0.424m 
タム(tâm)(5 トゥオック)     ・・・ 2.12m 
チュウオン(trượng)(10 トゥオック)・・・ 4.24m 
 
0.644m のトゥオック・ヴァイの倍量・分量単位 
ファン(phân)      ・・・0.00644m 
タック(tấc)(10 ファン)  ・・・0.0644m 
トゥオック( hước) (10 タック)   ・・・0.644m 
チュウオン(trượng)(10 トゥオック)・・・ 6.44m 








畑の計測にはトゥオック・ズオン(thướ  r  ng)が使われ、それは 1 と 10 分の一（つまり 1.1）
トゥオック・モックと同じである。 
マウ(mẫu)         ・・・48.944016 アール 
サオ( ào)(1/10 マウ)     ・・・4.8944916 アール 
トゥオック(thướ )(1/15 サオ) ・・・0.3262934 アール 
タック(tấc)(1/10 トゥオック) ・・・0.03262934 アール 






トゥオック(thước)               ・・・0.02932 lit 
ハップ(h p)(10 トゥオック)                ・・・0.2932 lit 
オアン(o n)、バット(b t)                        ・・・1.2704 lit 
タン(thăng)(10 ハップ)                          ・・・2.932 lit 
フォン(phương)、ヴォン(vuông)、ザー(gi )(13 タン)  ・・・38.113 lit 




ファン(phân)                                  ・・・0.383g 
ドン(đông)(10 ファン)             ・・・3.83g 
ルォン(lượng)、オンス(once)、テール(tael)(10 ドン) ・・・38.3g 
カン(cân)、リーブル(livre)(16 オンス)       ・・・0.6128kg 

























































































1893 年第 2 部：LXXXIV-LXXXV ページ 
1894 年第 2 部：405-406 ページ 
1895 年第 2 部：461-462 ページ 
1896 年第 2 部：498-499 ページ 




て 2 種類が存在しており、一つはトゥオック・モック（thuoc moc）小さい尺で、嘉隆
通宝 18 個分の直径の長さに値する。もう一つはトゥオック・ヴァイ（thuoc vai）大き
い尺で、トゥオック・マイ(thuoc may)とも呼ばれ、長さは嘉隆通宝 30 個分の直径にあ
たる。 






トゥオック・モック（thuoc moc、官木尺、quan moc xich）・・・0.425m 
トゥオック・ドー・ズオン（thuoc do ruong、官田尺、quan dien xich）・・・0.47m 
トゥオック・ヴァイ（thuong vai、官縫尺、quan phung xich）・・・0.644m 
 
トゥオック・モックの倍量単位 
グー(ngu)、タム(tâm)(5 トゥオック・モック)     ・・・2.125m 
チュウオン(truong)(10 トゥオック・モック)・・・ 4.25m 
トゥオック・モックの分量単位 
リー(ly)        ・・・0.000425m 
ファン(phân)(10 リー)  ・・・0.00425m 
タック(tâc)(10 ファン)  ・・・0.0425m 
 
トゥオック・ド・ズオンの倍量単位 
グー(ngu)、タム(tâm)(5 トゥオック・ド・ズオン)     ・・・2.35m 
チュウオン(truong)(10 トゥオック・モック)・・・ 4.7m 
トゥオック・ド・ズオンの分量単位 
リー(ly)        ・・・0.00047m 
ファン(phân)(10 リー)  ・・・0.0047m 
タック(tâc)(10 ファン)  ・・・0.047m 
 
トゥオック・ヴァイの倍量単位 
ズオン(duong)(10 トゥオック・ヴァイ)     ・・・6.440m 
トゥオック・ヴァイの分量単位 
ファン(phân)(10 リー)  ・・・0.00644m 





面積を測る単位は 0.47m のトゥオック・ド・ズオン、官田尺である。 
マウ(mâu)(150 平方トゥオック・ド・ズオン)   ・・・49.7025 アール 
サオ(sao)(9 グーあるいはタム×10 グー)     ・・・4.97025 アール 
トゥオック(2 グー×3 グー)                     ・・・0.33135 アール 
タック(tâc)(1/10 トゥオック)          ・・・0.03315 アール（ママ） 




アンナン政府によって導入されている重量単位は唯一 45 貫銭のピクル(picul)、タ(  )である。 
42、50 貫銭のピクルは商取引で用いられている。 
上記に加えて： 
ファン(phân)                                  ・・・0.3775g 
ドン(đông)                  ・・・3.775g 
ルォン(luong)、オンス(once)、テール(tael)(10 ドン) ・・・37.75g 
カン(cân)、リーブル(livre)(16 オンス)       ・・・0.604kg 
イエン(yên)(10 カン)               ・・・6.04kg 









トゥオック(thuoc)               ・・・0.02932 lit 
カップ(cap)(10 トゥオック)                ・・・0.2932 lit 
オアン(oan)、ウィエン(uyên)                   ・・・1.2704 lit 
バット(bat)(2 オアン)              ・・・2.5408 lit 
タン(thang)(10 カップ)                          ・・・2.932 lit 
フォン(phuong)、ヴォン(vuong)、(13 タン)     ・・・38.113 lit 






































































1899 年商業部：516-517 ページ 
1900 年商業部：511 ページ 






1897 年 7 月 2 日の総督の布告によって、商取引、土地の収用、土地取引についてトンキ




して 2 種類が存在しており、一つはトゥオック・モック（thuoc moc）小さい尺で、嘉隆
通宝 18 個分の直径の長さに値する。もう一つはトゥオック・ヴァイ（thuoc vai）大き
い尺で、トゥオック・マイ(thuoc may)とも呼ばれ、長さは嘉隆通宝 30 個分の直径にあ
たる。 






トゥオック・モック（thuoc moc、官木尺、quan moc xich）・・・0.425m 
トゥオック・ドー・ズオン（thuoc do ruong、官田尺、quan dien xich）・・・0.47m 
トゥオック・ヴァイ（thuoc vai、官縫尺、quan phung xich）・・・0.644m 
 
トゥオック・モックの倍量単位 
グー(ngu)、タム(tâm)(5 トゥオック・モック)     ・・・2.125m 
チュウオン(truong)(10 トゥオック・モック)・・・ 4.259m 
トゥオック・モックの分量単位 
リー(ly)        ・・・0.000425m 
ファン(phân)(10 リー)  ・・・0.00425m 
タット
マ マ
(tât)(10 ファン)  ・・・0.0425m 
 
トゥオック・ド・ズオンの倍量単位 
グー(ngu)、タム(tâm)(5 トゥオック・ド・ズオン)     ・・・2.35m 
チュウオン(truong)(10 トゥオック・モック)・・・ 4.7m 
トゥオック・ド・ズオンの分量単位 
リー(ly)        ・・・0.00047m 
ファン(phân)(10 リー)  ・・・0.0047m 
タット
マ マ






チャウ(châu)(10 トゥオック・ヴァイ)     ・・・3.22m 
ドゥオック(duoc)(20 トゥオック・ヴァイ)    ・・・6.44m 
トゥオック・ヴァイの分量単位 
ファン(phân)  ・・・0.00644m 
タット
マ マ




面積を測る単位は 0.47m のトゥオック・ド・ズオン、官田尺である。 
マウ(mâu)(150 トゥオック・ド・ズオン平方)   ・・・49.7025 アール 
サオ(sao)(9 グーあるいはタム×10 グー)     ・・・4.97025 アール 
トゥオック(2 グー×3 グー)                     ・・・0.33135 アール 
タック(tât ママ)(1/10 トゥオック)        ・・・0.03315 アール 




アンナン政府によって導入されている重量単位は唯一 45 貫銭のピクル(picul)、タ(  )である。 
42、50 貫銭のピクルは商取引で用いられている。 
上記に加えて： 
ファン(phân)                                  ・・・0.3775g 
ドン(đông)                  ・・・3.775g 
ルォン(luong)、オンス(once)、テール(tael)(10 ドン) ・・・37.75g 
カン(cân)、リーブル(livre)(17
ママ
オンス)       ・・・0.704
マ マ
kg 
イエン(yên)(10 カン)               ・・・ 0
ママ
.04kg(ママ) 








トゥオック(thuoc)               ・・・0.02932 lit 
カップ(cap)(10 トゥオック)                ・・・0.2932 lit 
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オアン(oan)、ウィエン(uyên)                   ・・・1.2704 lit 
バット(bat)(2 オアン)              ・・・2.5408 lit 
タン(thang)(10 カップ)                          ・・・2.932 lit 
フォン(phuong)、ヴォン(vuong)、(13 タン)     ・・・38.113 lit 





























































1905 年：434-438 ページ 















ピクルだけが 60kg と定められていた。 










ピクル－60.573kg、1 ピクル＝100 カティ(cattys)＝1600 テール(taels)＝16000 マレ(mares)＝
16000 コンドリーヌ(condorines)＝160000 キャッシュ(chash)1 テール、ポワ(poids)＝100 コン








ファン(phân)                                  ・・・0.3775g 
ドン(đông)                  ・・・3.775g 
ルォン(luong)、オンス(once)、テール(tael)(10 ドン) ・・・37.75g 
カン(cân)、リーブル(livre)(16 オンス)       ・・・0. 7
ママ
04kg 
イエン(yên)(10 カン)               ・・・6.04kg 











て 2 種類が存在しており、一つはトゥオック・モック（thuoc moc）小さい尺で、嘉隆
通宝 18 個分の直径の長さに値する。もう一つはトゥオック・ヴァイ（thuoc vai）大き
い尺で、トゥオック・マイ(thuoc may)とも呼ばれ、長さは嘉隆通宝 30 個分の直径にあ
たる。 




1．トゥオック・モック（thước m c、官木尺、quan m c xích）・・・0.425m 
2．トゥオック・ドー・ズオン（thước đo ru ng、官田尺、quan đi n xích）・・・0.47m 
3．トゥオック・ヴァイ（thước vai、官縫尺、quan phung xích）・・・0.644m 
 
トゥオック・モックの倍量単位 
グー(ngũ)、タム(   )(5 トゥオック・モック)     ・・・2.125m 
チュウオン( rượg)( 0トゥオック・モック)・・・ 4.259m 
トゥオック・ド・ズオンの倍量単位 
グー(ngũ)、タム(tâm)(5 トゥオック・ド・ズオン)     ・・・2.35m 
チュウオン( rượng)( 0トゥオック・モック)・・・ 4.7m 
トゥオック・ヴァイの倍量単位 
チャウ(châu)(10 トゥオック・ヴァイ)     ・・・3.22m 
ドゥオック(được)(20 トゥオック・ヴァイ)    ・・・6.44m 
 
トゥオック・モックの分量単位 
リー(ly)        ・・・0.000425m 
ファン(phân)(10 リー)  ・・・0.00425m 
タック(   )́( 0ファン)  ・・・0.0425m 
トゥオック・ド・ズオンの分量単位 
リー(ly)        ・・・0.00047m 
ファン(phân)(10 リー)  ・・・0.0047m 
タック
マ マ




ファン(phân)(10 リー)  ・・・0.00644m 
タック
マ マ
( ấ )( 0ファン)  ・・・0.0644m 
 
1897 年 7 月 2 日の総督の布告によって、商取引、土地の収用、土地取引についてトンキン




インドシナにおける 3 地域では、この面積を測る精度が同様に存在している。 
 
面積を測る単位は 0.47m のトゥオック・ド・ズオン、官田尺である。 
マウ(mâu)(150 トゥオック・ド・ズオン平方)   ・・・49.7025 アール 
サオ( ào)(9 グーあるいはタム×10 グー)     ・・・4.97025 アール 
トゥオック(2 グー×3 グー)                     ・・・0.33135 アール 
タック
マ マ
(tât)(1/10 トゥオック)        ・・・0.03315 アール 





















































1910 年商業・工業部：53-57 ページ 
1911 年商業・工業部：29-33 ページ 





基本の単位はトゥオック（中国語では尺、   h）で、ピエ(pied)あるいはクデ( o    )にあた
り、1 クデまたは 2 アンパン(enpans,ガン gang)に等しい。その長さは実際には嘉隆帝、明命
帝、嗣徳帝政下では約 0.42m で、保護領の決定によって 0.4m に規定された。公式ピエは官




表記 表記 ベトナム度量衡制度 メートル系（ｍ）
チュウオン Trượng Perche 10 トゥオック 4
グー Ngũ Toise 5　トゥオック 2
基本単位 トゥオック Thước (  ch) Pied 10　タック 0.4
タック Tấc Pouce 10　ファン 0.04
ファン Phân Ligne 10　リー 0.004
リー Ly Point 10　ハオ 0.0004
ハオ  ào 1/10 de point 10　ティー 0.00004
ティー Ti 1/100 de point 10　ホット 0.000004










リー(  )あるいはザム(   )：スタッド(stade)、360 歩(b )あるいは 720ｍ 
ボ(b )、グー(ngũ)：トワーズ(toise)、5 トゥオックあるいは 2m 
 
地理学・天文学上の単位 
ドー(Đ )：デグレ(  gr )、250 リーあるいは約 120km(注 1) 
リー(  )：スタッド(stade)、360 歩(b )あるいは 720ｍ 












面積の単位は 2 種類あり、ひとつは公式の、もうひとつは民間の単位である。 
面積(superficie)という単語の同意語は中国語ではリエン(ri n)であり、アンナン語ではマット
(   )である。平方を表わす単語は、第一にフオン( hương)であり、第二にヴオン(vuông)で
ある。つまりフオン・リエン( hương ri n)あるいはマット・ヴオン(      ông)は面積の平方
を示しており、グー・ヴオン(ngũ   ông)、トゥオック・ヴオン(thướ    ông)は平方トワーズ
( oi     rr  )、平方ピエ( i     rr )のことである。 
 
§１．一般の単位 
基本単位はタン、あるいは平方グーで平方トワーズ( oi     rr e)、つまり 1 平方グー（2m×
2m）なので 4 ㎡、あるいは 0.04 アールである。タン(than)は以下の表から分かるように、全
ての他の面積単位と関連づけられている。 
単位名 ベトナム語 フランス語
表記 表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
マウ Mẫu Arpent 10　サオ 36アール（3600㎡）
サオ  ào Perche 10　ミエン 3.6アール（360㎡）
ミエン Miếng  o  h e 9　タン 0.36アール（36㎡）
基本単位 タン Than Toise   rr e 25　ゲー 0.04アール（4㎡）
ゲー、オー、カン  hế, Ô,  hấu Pied   rr 1　平方トゥオック 0.16㎡
あるいは4平方ガン





マウは 30 グー×30 グー＝900 タン、3600 ㎡ 
サオは 30 グー×3 グー(1)＝90 タン、360 ㎡ 
ミエンは 3 グー×3 グー＝9 タン、36 ㎡ 
タンは 1 グー×1 グー＝1 タン、1 ㎡(ママ) 
ゲーは 1 トゥオック×1 トゥオック＝1 平方トゥオック、4 平方ガン（0.16 ㎡） 
ガンは 5 タック×5 タック＝1 平方ガン 
(1) あるいは 10 グー×9 グー 
 
以上の 2 表（※）から、サオは長方形でマウの幅が同じで高さが 3 グーの面積となる。他
の単位は全て正方形を形作っている。 
(※) インドシナ年報のこの記事においては、上記の部分では表はひとつしか存在しないが、















マウ、サオ、ミエンはそれぞれ 900、90，9 タンであるので、タンの数を 9 で割ってマウ、
サオ、ミエンをだし、余ったタンは残しておく。ガンに関しては、ガンは 4 ガンで 1 ゲー
であるので、4 で割る。 
第１例：縦 85 グー7 ガン、横 83 グー9 ガンの土地の場合 
1． タンとガンで両辺をかける 
85.7×83.9＝7190.23（7190 タン 23 ガン） 
 







表記 表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
マウ Mẫu Arpent 10サオ 3600㎡
カオ（サオ） Cao ( ào) Perche 15トゥオック 360㎡
スィック（トゥオック）   ch (Thước) Pied agraire 10タック 24㎡
トン（タック） Th n (Tấc) Pouce agraire 10ファン 2㎡
ファン Phân Ligne agraire 6リー 0.24㎡







たものである。立方という単語は、中国語ではフォン・ラップ( hương    )、アンナン語で












ホック   c 縦10グー、幅1グー、高さ1トゥオック 10レー 16立方メートル
＝20m×2m×0.4m
レー   縦、幅1グー、高さ1トゥオック 25ライ 1.6立方メートル
＝2m×0.4m




表記 ベトナム度量衡制度 メートル系 メートル系
マウ Mẫu 1トゥオック×30グー×30グー 60㎡×0.4 1400㎥
サオ  ào 1トゥオック×10グー×9グー 20×18×0.4 144㎥
ミエン Mi ng 1トゥオック×3グー×3グー 6×6×0.4 14.4㎥
タン Than 1トゥオック×1グー×1グー 2×2×0.4 1.6㎥








一般的に使われる基本の単位はダウ(đ  )であり、旧制度の公式単位はタン( hăng)であった。




表記 表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
フォン、ヴォン(1)  hương  V ông   tier 約30ダウ 約30リットル
トゥン Thùng Panier 約20ダウ 約20リットル
基本単位 ダウ Đấu Boisseau 2バットあるいは10レー 約1リットル
バット   t tasse 5レー 約1/2リットル





















表記 表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
倍量単位 ホック(2)   c   tier 26 タン 約60リットル
基本単位 タン Thăng Boisseau 10カップ 約2リットル
カップ C p  oign e 10トゥオック -
トゥオック Thược C i   r e 10サオ -
サオ Sao  1/10 de cuill 10トアット -
トアット To t  in  e 10クエ -
クエ Quê 6 grains 6トゥック -








表記 表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
フォン  hương   tier 30ウィエン 約30リットル









カウ(câu)：トンレ(tonnelet)約 20 リットル、ダイ(đài)：グランド・キュイエール(gr n     i   r )
約 2 リットル、ガオ(g o)：プティット・キュイエール(   i      i   r )約 1/2 リットル(3)、チ
ュム(chum)、キエウ( i  )：グランド・ジャー(grandes jarres)、コン(cong)、ヴォー( ò)：ジャ
ー・ムワィヤン(jarres moyennes)、ヴァイ(  i)：シランドル(cylindre)、チン( h nh)：テューブ
(tube)、ロ( ọ)：クリュッシュ(cruche)、ポ(pot)、フー(hũ)：カラフ(carafe)、ナム(nẫ )：グル
ド(gourde)、ガルグレット(gargoulette)、ナイ(nai)：クルショ(cruchon)、ベ(be)：カラフォン
(carafon)、バット(b  )：タス(tasse)など。 











表記 表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
タ T Picul(1) 10 イェン 60.45ｋｇ
イエン Y n Dix livres 10カン 6.045ｋｇ
カン Cân Livre 16ラン 604.5g
基本単位 ラン   ng Once 10ドン 37.783125g
ドン、ティエン Đông  Ti n     que 10ファン 3.778g
ファン Phân Grain 10リー 0.377g
リー Ly 1/10 de grain 10ハオ 0.0377g
ハオ  ào 1/100 de grain 10ティ 0.00377g
ティ Ti 1/1000 de grain 10ホット 0.000377g
ホット   t 1/10000 de grain 10ヴィ 0.0000377g









ヴィ以下には 10 進法によって区分されたティエム(tiêm)、サー(sa)、チャン( r n)、ズィエウ
( iễ )、マック(   )、アイ(ai)、トゥアン(  ấn)、トゥアン(   n)、トゥ(tu)があるが、トゥは
小数点以下にゼロが 14 続く単位であり、中国の分厚いめがねをとおしてさえ目に見えない
だろう。さらに重量単位として次のものがある。 
タ(  )、ピクル(picul)；－クァン(quân)、13 リーブル(livre)；－ビン(b ng)、14 リーブル；－


















































































⑦ 度量衡 アンナンの制度 














1914 年商業・工業部：9-12 ページ 
1915 年商業・工業部欠本 
1916 年商業・工業部欠本 
1917 年商業・工業部：8-11 ページ 
1918 年商業・工業部：8-11 ページ 
1919 年商業・工業部：8-11 ページ 
1920 年商業・工業部：8-11 ページ 
1921 年商業・工業部欠本 
1922 年商業・工業部：8-11 ページ 
1923 年商業・工業部：8-11 ページ 











表記 表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
タ T Picul(1) 10 イェン 60.45ｋｇ
イエン Y n Dix livres 10カン 6.045ｋｇ
カン Cân Livre 16ラン 604.5g
基本単位 ラン   ng Once 10ドン 37.783125g
ドン、ティエン Đông  Ti n     que 10ファン 3.778g
ファン Phân Grain 10リー 0.377g
リー Ly 1/10 de grain 10ハオ 0.0377g
ハオ  ào 1/100 de grain 10ティ 0.00377g
ティ Ti 1/1000 de grain 10ホット 0.000377g
ホット   t 1/10000 de grain 10ヴィ 0.0000377g












基本の単位はトゥオック（中国語では尺、   h）で、ピエ(pied)あるいはクデ( o    )にあた
り、1 クデまたは 2 アンパン(enpans,ガン gang)に等しい。その長さは実際には嘉隆帝、明命
帝、嗣徳帝政下では約 0.42m で、保護領の決定によって 0.4m に規定された。公式ピエは官
尺(   n    h)と呼ぶ。 
一般的な長さの単位 
単位名 ベトナム語 フランス語
表記 表記 ベトナム度量衡制度 メートル系（ｍ）
チュウオン Trượng Perche 10 トゥオック 4
グー Ngũ Toise 5　トゥオック 2
基本単位 トゥオック Thước (  ch) Pied 10　タック 0.4
タック Tấc Pouce 10　ファン 0.04
ファン Phân Ligne 10　リー 0.004
リー Ly Point 10　ハオ 0.0004
ハオ  ào 1/10 de point 10　ティー 0.00004
ティー Ti 1/100 de point 10　ホット 0.000004













リー(  )あるいはザム(   )：スタッド(stade)、360 歩(b )あるいは 720ｍ 
ボ(b )、グー(ngũ)：トワーズ(toise)、5 トゥオックあるいは 2m 
 
地理学・天文学上の単位 
ドー(Đ )：デグレ(  gr )、250 リーあるいは約 120km(注 1) 
リー(  )：スタッド(stade)、360 歩(b )あるいは 720ｍ 










面積の単位は 2 種類あり、ひとつは公式の、もうひとつは民間の単位である。 
面積(superficie)という単語の同意語は中国語ではリエン(ri n)であり、アンナン語ではマット
(   )である。平方を表わす単語は、第一にフオン( hương)であり、第二にヴオン(vuông)で
ある。つまりフオン・リエン( hương ri n)あるいはマット・ヴオン(      ông)は面積の平方
を示しており、グー・ヴオン(ngũ   ông)、トゥオック・ヴオン( hướ    ông)は平方トワーズ
( oi     rr  )、平方ピエ( i     rr )のことである。 
 
一般の単位 
基本単位はタン、あるいは平方グーで平方トワーズ( oi     rr e)、つまり 1 平方グー（2m×
2m）なので 4 ㎡、あるいは 0.04 アールである。タン(than)は以下の表から分かるように、全
ての他の面積単位と関連づけられている。 
単位名 ベトナム語 フランス語
表記 表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
マウ Mẫu Arpent 10　サオ 36アール（3600㎡）
サオ  ào Perche 10　ミエン 3.6アール（360㎡）
ミエン Miếng  o  h e 9　タン 0.36アール（36㎡）
基本単位 タン Than Toise   rr e 25　ゲー 0.04アール（4㎡）
ゲー、オー、カン  hế, Ô,  hấu Pied   rr 1　平方トゥオック 0.16㎡
あるいは4平方ガン








表記 ベトナム度量衡制度 メートル系 メートル系
マウ Mẫu 1トゥオック×30グー×30グー 60㎡×0.4 1400㎥
サオ  ào 1トゥオック×10グー×9グー 20×18×0.4 144㎥
ミエン Mi ng 1トゥオック×3グー×3グー 6×6×0.4 14.4㎥
タン Than 1トゥオック×1グー×1グー 2×2×0.4 1.6㎥
オー Ô 1トゥオックの3乗 0.4×0.4×0.4 0.064㎥
計算式
 
マウは 30 グー×30 グー＝900 タン、3600 ㎡ 
サオは 30 グー×3 グー(1)＝90 タン、360 ㎡ 
ミエンは 3 グー×3 グー＝9 タン、36 ㎡ 
タンは 1 グー×1 グー＝1 タン、1 ㎡(ママ) 
ゲーは 1 トゥオック×1 トゥオック＝1 平方トゥオック、4 平方ガン（0.16 ㎡） 
ガンは 5 タック×5 タック＝1 平方ガン 
(2) あるいは 10 グー×9 グー 
 
以上の 2 表（※）から、サオは長方形でマウの幅が同じで高さが 3 グーの面積となる。他
の単位は全て正方形を形作っている。 
(※) インドシナ年報のこの記事においては、上記の部分では表はひとつしか存在しないが、










マウ、サオ、ミエンはそれぞれ 900、90，9 タンであるので、タンの数を 9 で割ってマウ、
サオ、ミエンをだし、余ったタンは残しておく。ガンに関しては、ガンは 4 ガンで 1 ゲー
であるので、4 で割る。 
第１例：縦 85 グー7 ガン、横 83 グー9 ガンの土地の場合 
2． タンとガンで両辺をかける 
85.7×83.9＝7190.23（7190 タン 23 ガン） 
 









表記 表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
マウ Mẫu Arpent 10サオ 3600㎡
カオ（サオ） Cao ( ào) Perche 15トゥオック 360㎡
スィック（トゥオック）   ch (Thước) Pied agraire 10タック 24㎡
トン（タック） Th n (Tấc) Pouce agraire 10ファン 2㎡
ファン Phân Ligne agraire 6リー 0.24㎡







たものである。立方という単語は、中国語ではフォン・ラップ( hương    )、アンナン語で








ホック   c 縦10グー、幅1グー、高さ1トゥオック 10レー 16立方メートル
＝20m×2m×0.4m
レー   縦、幅1グー、高さ1トゥオック 25ライ 1.6立方メートル
＝2m×0.4m







一般的に使われる基本の単位はダウ(đ  )であり、旧制度の公式単位はタン( hăng)であった。









表記 表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
フォン、ヴォン(1)  hương  V ông   tier 約30ダウ 約30リットル
トゥン Thùng Panier 約20ダウ 約20リットル
基本単位 ダウ Đấu Boisseau 2バットあるいは10レー 約1リットル
バット   t tasse 5レー 約1/2リットル








表記 表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
倍量単位 ホック(2)   c   tier 26 タン 約60リットル
基本単位 タン Thăng Boisseau 10カップ 約2リットル
カップ C p  oign e 10トゥオック -
トゥオック Thược C i   r e 10サオ -
サオ Sao  1/10 de cuill 10トアット -
トアット To t  in  e 10クエ -
クエ Quê 6 grains 6トゥック -







表記 表記 ベトナム度量衡制度 メートル系
フォン  hương   tier 30ウィエン 約30リットル










カウ(câu)：トンレ(tonnelet)約 20 リットル、ダイ(đài)：グランド・キュイエール(gr n     i   r )
約 2 リットル、ガオ(g o)：プティット・キュイエール(   i      i   r )約 1/2 リットル(3)、チ
ュム(chum)、キエウ( i  )：グランド・ジャー(grandes jarres)、コン(cong)、ヴォー( ò)：ジャ





(carafon)、バット(b  )：タス(tasse)など。 
(3)これら 3 つの単位は油の軽量に使われる 
 
主要な単位はタ(  )で、重量のあるものに用いられ、中程度のものにはカン(cân)が、軽量の
ものにはラン(  ng)が使われる。ラン、あるいはオンス(once)は、仏中協定のあと 37.783125
グラムに相当する基本単位とみなされているが、アンナンでは一般的には約 39 グラムとし
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
